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　序章　ある日、弟から手紙が来て







　――蒼そう刻こく兄さんへ。

　僕です。こちらはみんな元気です。兄さんは元気につっこみ役してますか？

　我われら劉りゆう一族は、兄さんがいないとボケ殺し状態で大変です。

　僕？　僕は面倒くさいのでつっこみなんてしないよ。全部まったり聞き流してます。

　それにしても、兄さんもたまに帰ってきたなら、実家でゆっくりすればいいのに。この間は結局すれ違いで逢あえなくて、残念でした。

　あ、でも父上から、兄さんが皇こう都とで恋人を作ったと聞きました。本当ですか？

　一度こちらに連れてきてくれたらよかったのに。僕も見たかったです、その世にも奇き妙みようで物好きだけど、趣味のいい女の子。

　ただ、孫そん家の姫君――兄さんが顔も見ずに振ってしまったお見合い相手だよ――もおもしろい子だったので、ちょっとだけ残念かも。

　兄さんが恋人さんと仲なか睦むつまじいなら、それが一番だけどね。毎日ちゃんと「可か愛わいいよ」って言ってあげてる？　褒ほめるところが思いつかないときは、髪かみを褒めるといいかも。僕の経験によると、結構女の人は喜んでくれます。

　何にしても、せっかく捕まえたんだし、がっちり捕まえて逃がさないようにね！

　兄さん目つき以外は悪くないから、自信を持って迫せまるといいよ！




　さて本題ですが、戴たい青せい兄さんの行方ゆくえについて、少し気になる情報が入りました。

　そうです、あのアンポンタン――我わが家の混こん世せい魔王です。いっぺん死ねばいいのに。

　でも残念ながら生きてて、今は黒こく烏う州にいるとか。

　びっくりした？　だよね。よりにもよって、兄さんの恋人の故郷だなんて。

　あの戴青兄さんのことだから、何かとんでもない理由でそこにいそうな気がして仕方ないよ。気をつけても無む駄だだろうけど、気をつけてください。

　そして、できれば生け捕りにして、青せい苑えん州まで連行してきてください。

　生死問わず――と言いたいけれど、僕もあの必殺技を急所に叩たたきこんでやりたいから、なるべく生け捕りで頼みます。

　無理そうなら手がすべったフリで殺しちゃってもいいよ。僕が適当に後始末するし。

　では。この手紙は読了ののち十数える頃に消滅するよ！　元気でね。







　第一章　混世魔王は何処にいる







　蒼そう刻こくの弟君は、紙に何か道術でもかけていたのだろうか。

　読み終えた書簡は、端はしからほろほろと崩れて塵ちりとなり、空気に溶とけるように消えた。

「そういうわけで、おまえの兄貴に協力してもらいたいことがある」

「御兄君を探すための、情報収集ですね？」

「正解だが、あんなプーを御兄君なんて呼ばなくていい。タコ兄貴で十分だ。ああ、それとおまえには――口くち利ききとまでは言わないが、まあ、俺と玄げん静せい心しんの話が穏おだやかに運ぶよう協力はしてほしいところだ」

「はあ。それはもちろん引き受けますけれど……」

　奇抜な内容への戸と惑まどいを引きずりつつ、朧ろう月げつは答えた。

　――わたしが蒼刻さんの恋人だという、とんでもない誤解はさておき。

「……今の手紙、わたしはどこからつっこめばよいのでしょうか」

「考えるな。感じろ」

「どういう無茶振りですか」

　手紙から読みとれる弟君もなかなかアレだが、その兄もさらりと無茶を言ってくれる。

　劉りゆう家は三大家という、歴史の古い名門貴族のはずなのに、何かがおかしい。

（感じろ……と言われましても）

　普段は性格のきつそうな顔に似合わず（失礼）親切なのに、蒼刻は妙なところで説明を面倒くさがる。

　もっともこの場合は、説明「したくない」だけ、ということもありえるが。

（蒼刻さん、お兄さんのことを話すの、好きではないみたいだし……）

　長兄のことにふれると、ただでさえ近寄りがたい仏ぶつ頂ちよう面づらが険けわしさを増すのだ。

　あれこれ想像しつつ、朧月はひとまず薔ば薇らの香りの花茶で喉のどを潤うるおした。

　神しん華か国、黒こく烏う州。

　屋根がない場所ではくつろげない朧月のために、旅の途中の休息をとるために立ち寄ったのは、考こう慈じという小さな町の茶さ館かんだ。

　まるで金銀線細ざい工くのように手のこんだ菓か子しが出る皇こう都との茶館とは違い、茶菓も素そ朴ぼくで、殻からがついたままのころりとした胡桃くるみだけだ。小皿に入れた蜂はち蜜みつを絡からめて召めし上がれ、ということらしい。

「……ところで蒼刻さん、胡桃はお嫌いですか？」

「嫌いじゃないが、殻を剝むくのが面倒くさい」

「じゃ、わたしが剝きますね」

　大人おとなびた青年らしからぬ子供っぽい言いように頰ほおをゆるめ、朧月は彼のために胡桃割りを手にした。

　生きている人の多いところは苦手な朧月だが、正午前の今は、店内も空すいている。

　煙管キセルを吹かす客人よりも、陽ひ射ざしの中でぼんやりとたたずむ死者の霊――幽ゆう鬼きのほうが目につくほどなので、朧月もそれなりにくつろぐことができた。

（……それにしても）

　幽鬼を見る翡ひ翠すいの瞳で、手の中の胡桃を見つめながら、考えを戻す。

　さっきの話に踏みこんでもいいだろうか。あの手紙を読んだだけでは、わからないことが多すぎる。

　少し悩んだ後で、朧月なりに無ぶ難なんな話の戻し方をしてみた。

「弟さんも……その――なかなか刺激的な方ですね」

「も、ってなんだ」

「あまり気にしないでください」

　今わたしの隣にいるあなたが、一番刺激的だからに決まってるじゃないですか。

　なんてことは、臆おく病びようなので言えない。

「ただ……以前お聞きしたのとは、ちょっと印象が違うな、と思いまして」

「俺は以前なんて言ったっけ？」

「たしか弟さんは、だれもがお婿むこさんにしたくなるような方だとか」

「実際、俺とは違ってやさしい顔だし愛あい想そもいいから、女にはやたらとモテてるぞ。何度か修しゆ羅ら場ばにもなってたくらいだ」

「修羅場!?」

　蒼刻がもうじき十八歳なのだから、彼の弟はまだ十七歳にもならないはずだ。

　その歳としで痴ち情じようのもつれを経験済みとは、唖あ然ぜんとしてしまう。しかも何度も。

　蒼刻はつまらなさそうに続けた。

「弟には口く説どいた気はなかったそうだが、愛想がよすぎるせいで誤解されたらしい。彼が好きなのはわたしよ、いいえあたしよと、女数人が弟を囲んで激しく罵ののしり合ってた場に、実家にいた頃は何度も出くわしたな。最終的には、なぜか『みんなで彼を愛しましょう』って結論に落ち着いていたが」

「……そのオチは予想外です」

　朧月はあっけにとられた。

　血を見ずに済んだのはよろしいが、どういう魔性の青年なのだろう。

　武人らしい鋭するどさのせいか、遠巻きにされがちな蒼刻とは、いろいろな意味で正反対だ。

「なんというか……罪な方ですね。かっこいいのでしょうけれど」

「おまえも、うちの弟みたいな天然タラシの優やさ男おとこが好みなのか？」

「！　ち、違いますよ」

　予想外の冷ややかな視線に驚き、殻をとったばかりの胡桃を落としそうになる。

　誤解されては困る。朧月は大急ぎで付け足した。

「蒼刻さんの弟君ならきっと、蒼刻さんとは違ったふうにかっこいいんだろうなと思っただけです」

　付け足したら、蒼刻が微妙な顔になって、茶杯を持った手を止めた。

　なんとも言えぬ視線を向けられる。

「おまえほど思わぬ反撃を喰くらわせてくる女もいないよな」

「……反撃？　と言いますと」

「気にすんな」

　首をかしげる一方で、女という言葉の響きに、朧月はひそかに戸惑った。

　普段は異性として、何がしかの遠えん慮りよを感じさせるような扱いをされていないせいだろうか。ふいに性別を意識させられると、妙みように身構えてしまう。

　意識しすぎなのはわかってはいるが、引きこもりで人慣れしていないせいだ。

「さすがは珍ちん獣じゆうだ、っていう意味だ」

「……あ、やっぱりそこに落ち着くんですね」

　一いつ拍ぱく後に付け足されたおなじみの科白せりふに、ほっとするやら拍ひよう子し抜けするやら。

　はっきりしない心地ここちで、朧月は「飼かい主ぬし」を見上げて、胡桃を差し出した。

「はい、蒼刻さん」

「悪いな。剝くのうまいなおまえ」

　再び固まった。

　蒼刻が礼を言いながら、朧月がつまんで差し出した胡桃の中身を、そのままぱくりと口にしたせいだ。指先を、彼の乾いた唇くちびるの感触がかすめ、通り過ぎていく。

「……！」

　おかしな悲鳴をこらえられたのは、ほとんど奇き蹟せきだった。

　深い意い図とがあるはずもないし、朧月がこんなふうに緊張していることを彼は知らないのだろうが、たいへん心臓に悪い。

　朧月をちゃんと年頃の娘だと思っていれば、こんな真ま似ねはしないはずだ。気にするな。
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　頰の熱さをさっさと追い払ってしまいたくて、朧月は普段どおりの声こわ色ねを作るのに意識を集中させた。

「そ――それで一番上のお兄さまは、今まで行方ゆくえ知れずだったのですか？」

「ああ。『俺より強いやつに逢あいに行く』とかふざけたことを言い残して家出してから、何度か手紙をよこしてたんだが、ここ一年はまったく音おと沙さ汰たがない」

「それは……心配ですね」

「全然。どこかでくたばってやがれ、とは思うがな」

「……蒼刻さん、あの、こんなところで殺気は出さないでください。お店の人がちょっと怯おびえてます」

　弟たちから、かなり本気で殺意を向けられる兄。

　異母兄あにを心から敬愛している朧月には、想像もできない関係である。

　そもそも、家を出てずっと各地を放ほう浪ろうしている――という時点でもう、引きこもり体質が骨の髄ずいまでしみついている朧月には理解不能なお兄さまだ。おうちに帰らないなんて、どういう物好きだろう？

（わたしなんて、いつでも一刻も早くおうちにこもりたいって思ってるのに）

「だが今のところ、劉家の嫡ちやく男なんはその馬ば鹿か兄貴ってことになってるし、うちの両親は青せい苑えん州に戻ってきてほしいそうだ」

「……ですが、そういう気性の御方では、強引に連れ戻してきたところで、また出しゆつ奔ぽんされてしまうのでは？」

「俺もそう思う。親おや父じどのもいいかげん兄貴に嫁よめ取とりをさせたいらしいが、そんな放浪ぶりじゃ無理そうだからって、ここ数年は、俺のほうに見合い話を回してくるようになってるんだよな。迷惑な話だぜ」

　見合い。

　劉家と釣つり合う家柄の姫君との、縁談。

　蒼刻のそれに動揺させられた先日のことを思い出し、朧月の手が止まる。

（今回は断ったと仰おつしやってたけれど……またいつか、違うお話が来るんだろうな）

　想像すると、沈む。

　劉家の御おん曹ぞう司しなら当然のことだと頭ではわかっているのに、自分とは無縁の話のはずなのに、なぜか割り切れないのだ。

　隣席の青年には、決して言えない悩みである。

「ま、そっちはどうでもいいが、少なくともクズ兄貴の生死くらいははっきりしないと、俺の護ご花か七将軍への着任を認められないかもしれない、と親父どのが言いだしてな」

「え。どうしてそのような――」

「うちは代々、長ちよう子し相続を原則にして、お家騒動の類たぐいを避けてきたんだ。パー兄貴がくたばってたりしたら、俺が家か督とくを継つがなきゃいかん。となると、劉家当主と護花七将軍との両立はさすがに難しくなる」

「……たいへんですね」

　当主としての悩みもさることながら、息むす子この立身出世を手放しで喜んでやれない蒼刻の父君も寂さびしいのではとも思う。

「でも、俺はまだ国軍を辞めたくない。だから劉家の情報網に頼るだけじゃなくて、今回は俺のほうでも、独自に足取りを追ってみることにした」

　そのために幽ゆう鬼き院いんを訪れたい。

　そして朧月の兄に人探しへの協力を頼み、しばらく滞在するかもしれないと言う。

（蒼刻さんがうちに来る……だけじゃなくて、お泊とまりする？）

　大好きなおうちに帰れて、蒼刻さんともいられる。

　その両方の幸せが同時に味わえるなんて、初めてのことだった。

　二重のうれしさで胸がはずみ、身体からだが勝手にそわそわしてしまった直後、朧月はいくつかの問題に気づいた。

「あの……蒼刻さん」

「なんだ？　いきなり深刻そうな顔して」

「兄さまは協力を拒こばまないと思うのですが……。そうなると、蒼刻さんにはひとつ守っていただきたいことがありまして」

「決まりごとや規律なら、国軍で慣れてる」

「――実は、幽鬼院にはひとつだけ、絶対に入ってはいけない部屋があるのです」

　入ってはいけない部屋？　と、蒼刻は怪け訝げんそうな顔をした。

「はい。そこに入った場合は命の保証をいたしかねます。……大丈夫ですか？」

「大丈夫だと思うが」

　朧月はほっとした。それが一番の気がかりだったのだ。

「……ところで、さっきの手紙にあった『必殺技』というのは一体？」

「俺がアホ兄貴のみぞおちに、弟が向こうずねに、同時に蹴けりを叩たたきこむ連携攻撃のことだ。すっとこ兄貴が帰ってきたら、よく帰ったな死ね！　の勢いでやってやろうと決めて昔は一緒に練習してたんだ。なつかしいな」

（なつかしさを感じるところが間違っている気が……）

　よくも悪くも、劉家の三兄弟は根っこのところでは似ているのではなかろうか？

　そんなことをひそかに思ってしまいながら、朧月は花茶を飲み干し、蒼刻の背中に隠れながら茶館を後にした。

「しばらく厄やつ介かいになると思うが、よろしく頼むぜ」

「歓迎します。幽鬼院では、精一杯おもてなしをしますね」

「してもらおうか」

　にやりと笑いかけられて、朧月も彼女なりに微ほほ笑えみを返す。

　そうして人目を避けて足早に、馬を待たせていた町の門へと向かう途中、蒼刻がふと、なんとも言えない顔でこちらを振り返った。

　青く燃える左目が、彼自身の胸元と、朧月の大粒の瞳とを行き来する。

　それは何か、大事なことを言いあぐねているように見えた。

「どうかなさいましたか？」

「いや。なんでもない」

　蒼刻が悩んだあげく、上着の隠しに忍ばせたままにしておいたもの――

　それは弟からの際きわどいそれとは別の、もうひとつの用件を記した手紙だった。





◇◆◇






　黒こく烏う州の州都・龍りゆう珠じゆ。

　市し壁へきにぐるりと囲まれた城じよう市しの入り口は、引きこもりにとってかなりの難所だ。

　検問の列は生きている人がたくさんいる。並んで待つだけでも、たっぷり消しよう耗もうする。

　鞍くらの上でどんよりとうなだれる朧ろう月げつに、轡くつわを引く蒼そう刻こくがやれやれと肩をすくめた。

「もうすぐ大好きな『おうち』に帰れるから、こらえろよ」

「はーい……」

　元気よく返事をしたいところだったが、瀕ひん死しの声しか出せなかった。

　顔を見せないくらい目ま深ぶかに被ひ布ふをかぶって、ようやく関門を抜けたとき――

　その声が、ざわめきをすり抜けるようにして聞こえた。

　――タスケテ

　はっとしたのは、幽鬼の声だと直感したせいだ。気のせいでなければ、朧月よりも幼おさない子供の声のようだ。

　しかし生者も死者も映す翡翠の瞳でどれほど周囲を見回しても、声の主らしき人を捕らえられなかった。

（おかしな気配はなさそうだけれど……）

　気になる。

　死者の声を耳で拾ってしまうのは、朧月にとってめずらしくもなんともない出来事だ。

　けれども、その助けを呼ぶ小さな声は、奇妙に忘れがたい印象を残した。





◇◆◇






「去きよ勢せいはしてきたのか」

「第一声がそれかよ！」

　数日後。幽ゆう鬼き院いんにたどり着つくなり、蒼そう刻こくは出迎えた玄げん静せい心しんの理り不ふ尽じんきわまりないひと言に叫ぶはめになった。

　静心――若き黒こく烏う州刺し史しは、いつも抑よく制せいさえ感じさせる質素な装よそおいを好むが、それは冬の夜空を思わせる冴さえ冴ざえとした美び貌ぼうを損なうものではない。むしろ飾りけのなさは、彼の清潔感を引き立てている。

　ゆるやかに束たばねて背に流した髪は、漆しつ黒こくの絹糸のよう。瞳は凍いてつく湖こ水すいの色。

　怜れい悧りさと凜り々りしさが、ひんやりとした空気となって彼を取り巻いている。

　黙だまっていれば麗れい人じんなのだが――

「我わが妹に近づくのなら宦かん官がんになれと、以前に言っておいたはずだが？」

「どこの世界に、それを真に受けるやつがいるんだ」

「貴き殿でんは一度くらい去勢されるべきだと思う」

「ちょっとお灸きゆうを勧すすめるみたいな口く調ちようで無茶苦茶言うな」

　とりわけ蒼刻に対しては、顔を合わせるたびに極端な発言を投げつけてくる男だ。

　しかし、こうした冷たい歓迎をされる原因に心当たりがないとは言えないので、蒼刻もたいして反論の歯切れはよくない。

「って、朧ろう月げつは？」

　ふと振り向いて、蒼刻は眉まゆをひそめた

　この微妙な空気の原因――自分の後ろに隠れているとばかり思っていた黒髪の少女が、いつのまにか隣から消えている。星せい彩さいもいない。

　残っているのは、さっき合流したばかりの白びやつ虎この張ちようさんだけだ。

　彼はとびきり渋しぶい美び声せいで言った。

「姫たちなら、しばらく探さないでください、と儂わしに言い置いて、行ってしまったぞ」







　その頃、朧月はいつにない俊しゆん敏びんさを発はつ揮きして、離れの滴てき翠すい楼ろうにある自みずからの部屋に飛びこんでいた。

　さっき合流した幽鬼の友人――星彩とは、あらかじめ打ち合わせしていた行動である。

「せ、星彩……！　早く片づけましょうッ」

「ですねぇ。そういえば、皇都に足を伸ばしたときのままでしたっけ～」

「そうなの。……それにまさか、蒼刻さんがこの邸やしきに滞在することになるなんて、想像もしていなかったから」

　蒼刻は何度かこの邸を訪れているが、滞在するのは今回が初めてだ。

　……まあ最初に出逢ったときに、すでにこの部屋に踏み入られているが、そのときは蒼刻に見られたら恥はずかしい、なんて感情を持つ余裕さえなかったのだ。

　さらに言えばあのときは、ヘタレなりに少しでも自分をよく見せたいという見み栄えも持っていなかった。

　だが、今は違う。不ふ潔けつというほどではないが、整然という言葉には程遠い室内を見られるのは耐えがたい。

（こんなことなら、窓掛けとか、もっと可か愛わいいのにしておけばよかった……）

　縫いかけの鞋くつや針はり仕事の道具は、とりあえず長なが櫃びつに押しこみ、文ふ机づくえや寝台の脇に積み上げっぱなしだった書物も、書しよ架かの隙すき間まに放りこんでいく。

　あたふたと動く朧月の傍かたわらでは星彩が、花か瓶びんや銀の香こう炉ろを飾り棚に置いたり、窓掛けを季節らしい模様のものに変えてみたりと、室内をせいぜい可愛らしく見せる工く夫ふうにいそしんでいた。

「そういえば……ほかの幽鬼の人たちはいないみたいね、星彩」

　この邸には星彩のほかにも何人か幽鬼が居い候そうろうしているのだが、まだだれも姿を現していないことに気づく。

「また刺史さんの用事にでも、駆かり出されてるんじゃないっすかね？」

「そうかも……」

　猫の手も借りたいが、静心のお手伝いをしているなら仕方ない。

　異母兄あには、使えるものは親でも魔物でも使え、と言い切る現実的な性格である。

　長年にわたって異母妹いもうとの「双そう界かいの瞳」の影響を受けつづけた静心は、幽鬼の気配をたやすくつかめるようになっており、しばしば幽鬼たちに秘密の用事――主に情報収集を言いつけている。

（情報を集めるには、本当ならかなり費用がかかるそうだけれど……）

　幽鬼を使うことで、大幅に減らせるそうだ。幽鬼たちも、居候の代だい償しように働くことを快こころよく承知してくれる者ばかりである。

　ここで朧月を手伝ってくれている星彩も、見た目は華はなやかで遊び好きそうな美女だが、実はその方面で有能だ。朧月も今までに何度も助けられている。

「おい朧月」

「は、はいッ！」

　蒼刻の声。

　反射的に返事をした後で、それが扉とびらの外からの呼びかけだと気づく。

　鏡台の上に散らばっている香袋や歩ほ揺ようの整理を中断し、朧月は焦あせった声で止めた。

「後ご生しようですから開けないでください、蒼刻さん……！」

「わかってる。掃除そうじ中なんだろ？」

　まだお見せできる状態ではありません！　と続ける前に、蒼刻があきれたふうな声でさえぎった。

「話は張さんから聞いた。でも俺は以前おまえの部屋に踏みこんだことがあるし、今さら散らかった部屋くらい見ても、別になんとも思わない自信があるぞ？」

「それでも……だめなんです」

「さっぱりわからんが、そういうものなのか」

　当惑した様子でぼやく蒼刻に、星彩が彼の姉みたいな口調で反論する。

「武官さん、それが女心ってやつですよぅ。今入ったら、乙女おとめの領域を強引に侵おかした鬼き畜ちくっていう看板を背負わせますからね～」

「なんで部屋に入ろうとしただけで、そこまで言われなきゃならん!?」

「落ち着け、蒼刻。我ら男とは違い、女によ人にんとは身み支じ度たくに時間がかかるものじゃ」

　張さんのとりなす声音。

　扉の向こうで、蒼刻が軽く肩をすくめた……ような気がする。

「じゃ、ひとつだけ聞かせろ。例の『入ってはいけない部屋』ってのは、おまえの部屋のことだったのか？」

「たしかに今すぐ入られては困りますけれど……その部屋は、また別です」

「そうか。じゃ、邸を案内してもらうのは無理か？」

　朧月は目をぱちくりさせた。

「……蒼刻さんは、兄さまとお話をしていたのでは？」

「おまえの兄貴ならさんざっぱら厭いや味みを――いや、俺とは少し話をしただけで、執しつ事じを連れて出かけてったぞ。今日は俺の応対なんかより、はるかに大切な用事があるそうだ。依頼については、静心が帰ってからゆっくり話すことになった」

「なるほど……そういうことでしたら、今参ります」

　お客さまを一人で放置するわけにはいかない。おもてなしをする、と言いだしたのは朧月のほうだ。

　気のいい星彩が「片付けの続きは、あたしが張さんといちゃいちゃしながら進めときますよ～」と言ってくれたのに礼を言って、朧月は扉を開けた。

　とたん、蒼刻の瞳とかち合う。

　彼はなぜか驚いたような、それでいて楽しんでいるような表情をしていた。

「蒼刻さん……どうしたんですか？」

「いや。おまえも、自分から部屋を出られるようになったのか、と思ってな」

　極度の引きこもりのくせにと、つかのま感慨にふけったのだという。

　朧月は口を尖とがらせた。

「そんな……部屋から出ることくらいは、以前からできてますよ？　邸の外には一人では絶対に出られないだけです」

「威い張ばれないことを堂々と言ってんじゃねえよ」

　頭上に、蒼刻の手しゆ刀とうによるつっこみが軽く入った。
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「こちらです」

　ちまちまとした足どりで、めずらしく朧ろう月げつが蒼そう刻こくの先を行く。

　この内向きで後ろ向きな少女はいつも、背後霊になるつもりかという勢いで彼の後ろに隠れたがるので、なんだか新鮮な眺ながめだ。

　自分の「おうち」にいる安心感が大きいのか、いつもより足どりが軽いように見える。

「蒼刻さんのお部屋にも、ご案内いたしますね」

「迷うなよ？」

「さすがのわたしでも、そこまで鈍どんくさくない……はずです」

　最初は見るからに運動神経の悪そうな歩き方やら、黒くろ蜜みつが流れたような長い髪が揺れる様さまを眺めるのを楽しんでいた蒼刻だが、やがて小さな不満の種が芽吹きはじめた。

　お客さまの先導に気合を入れすぎているのか、朧月がこちらをほとんど振り向こうとしないのだ。

　蒼刻はふと思いついて後方から手を伸ばし、朧月の手をすくいとった。朧月が目に見えてびくつくのが、わかりやすくておもしろい。

　つながれた手と蒼刻の顔を、戸惑いに満ちた翡翠の瞳が何度も行きつ戻りつして、それからようやく、彼女はおずおずと訊たずねてきた。

「あの……な、何か？」

「別になんでもないが、おまえが前ばかり見てて、俺を置いて行きそうな勢いだから」

「わたしは、我われながら足は速くないと思うのですが」

「むしろ驚くほどノロいな」

「ですよね。それでも――……このまま？」

「嫌いやか？」

　という極端な訊きき方をすれば、朧月が恥じらいながらも「嫌」とは言わないのを予想している時点で、自分は相当ズルいのだろう。などと、蒼刻はあまり悪びれずに思う。

　実のところ、ただ単にその白い小さな手の感じを確かめたくなっただけなのだが、そんなことがしらふで言える性格なら、蒼刻は今ごろ友達を百人くらい作っている。

　そもそも、女と手をつないで歩くなんて御ご免めんだ、というのが本来の蒼刻の性分だが――朧月に対しては、不思議と抵抗がない。

　むしろ最近は、いつも捕まえておかないと物足りなくなっているくらいだ。

「後ろから追いかけてると、おまえが転ぶんじゃないかって、ひやひやするしな」

「そんな……いくらわたしでも、さすがに家の中では――」

　不自然に言葉が途切れる。

　蒼刻はさっくりと言ってやった。

「家の中でもコケたことがあるんだな？　しかも何度も」

「…………言わないでください、自分でも思い出して悲しくなってるんですから」

「泣くな」

　ぽん、とうなだれる彼女の黒髪を撫なぜてやった。

　それにしても、こうしてじっくりと幽ゆう鬼き院いんを見て回るのは初めてだ。

　思いがけず掃除の行き届いた邸てい内ないには、森の奥深い場所のような静けさと明るい陽射しが満たされている。

　古風な格こう子し窓まどが並ぶ廊ろうには、ところどころ紫し檀たんの飾り棚が配され、季節の花を浮かべた水すい盤ばんやみがかれた玉ぎよつ器き、陶とう器きといった、黒こく烏う州の歴史と文化を感じさせるものが点々と置かれていた。まるで骨こつ董とう品ひんを商あきなう店の中だ。

「――以前から思ってたが、ここは使用人はあまりいないのか？　さっきから、だれともすれ違わないぞ」

「執事の陸りく志し雄ゆうさんのほかには、ルアンという子がいますが……今はたぶん、市に買い出しにでも行ってるのだと思います」

「ルアン？　どういう字を当てるんだ」

「いえ、神しん華か国の字では名前を書かないんです。ラーサ法族の出身なので……」

「あの『火の民たみ』か」

　ラーサ法族というのは神華国内に住まう少数民族のひとつだ。火を崇あがめるという独特の信仰を持つ人々で、北方の草原地帯に根づく勇いさましき騎馬民族、アルタン＝カン族――護ご花か七将軍にもその血を継ぐ者がいる――と並んで有名だ。

　黒烏州の西に広がる山岳地帯が、ラーサ法族の発はつ祥しようの地である。

　彼らと平和な関係を保つことも、黒烏州刺史の重要な仕事とされていた。

　ルアンとやらがこの邸に自分の意思で仕えているのは、黒烏州とラーサ法族の関係が良好だという証あかしだろう。

　朧月が、壁にかかった極ごく彩さい色しきの織物を指さす。独特の幾き何か学がく模様が印象深いものだ。

「これは去年、兄さまのお誕生日に、ルアンのご家族の方たちが長寿を祈って贈おくってくださったものなんです。執務室のじゅうたんもたしか、ラーサ法族からの贈り物ですね」

「あいつ、好かれてるんだな」

「はい。兄さまは、とてもやさしい方ですので」

「俺に対しては毒どく舌ぜつなんだが」

「そ、それは――兄さまが、貴族が好きではないせい……かも？」

　板挟みの気分にさせてしまったようで、朧月は可か哀わい想そうなくらいしどろもどろになる。

　そんな様子でさえ微笑ましいのは、彼女が普段よりくつろいでいるのが感じられるせいだろう。蒼刻はこっそり目を細めた。

「そのルアンのほかには、住みこみの家人はいないのか」

「臨時でお手伝いに来てくださる方も、いるそうですけれど……わたしは面識がなくて」

　申し訳ありません、と朧月は決まり悪げに頭をかく。

　知らない人の気配を察すると同時にどこかに引きこもってしまうのは、褒ほめられたものではないが彼女の得意技だ。

「広さのわりに人が少なすぎるな――って、そういやここは『幽鬼院』か」

「はい……。執事さんとルアン以外は、あまり居着いてくれないのです」

「やっぱり、怪奇現象が起きたりするのか？」

「そうですね……たとえば昔、わたしが眠っていたとき――あ、ここです蒼刻さん」

　はたと、朧月が足を止めた。

　彼女が指さしたのは、一見なんの変へん哲てつもない、黒塗りの引き戸である。

　左手の壁に掛けられた――だれの作かは不明だが――見事な水すい墨ぼく画がが、唯ゆい一いつの特とく徴ちようだ。

　深しん山ざん幽ゆう谷こく。西の山岳地帯が、墨すみの濃のう淡たんと優美な筆使いのみで再現されている。

「ここが例の部屋か？」

　眉をひそめる蒼刻に、朧月はたいそう真剣に念押しした。

「はい。ここだけは、たとえ鍵かぎが開いていても、決して入らないでください」

「中に何があるんだ？」

「それは……兄さまに、口止めされておりまして――」

　気まずげに朧月が口ごもったとき、遠くない場所から「ただいまー」という間延びした声が聞こえてきた。

　北側の曲がり角から顔を出せば、裏口から入ってきた小柄な人影が見える。

「あら、ルアン。おかえりなさい」

「あれ？　姫さまってば、もう帰ってたの」

　ルアンと呼ばれ、敬意があるのかないのかわからない言葉遣づかいをするのは、朧月と同じくらいの年頃の使用人だ。

　真しん紅くの上着に山やま珊さん瑚ごの首飾りという、侍じ女じよにしては派は手でな装いだが、大粒の紅ル玉ビ石ーを思わせる瞳には似つかわしい。

　裙くん子ずはなんと膝ひざがぎりぎり隠れるほどの短い丈たけで、軽快だがたしなみには欠けた。

　神華国風の装いに、襟えり元もとや袖そで口ぐちに細かくひだを寄せた薄布や、糸を編んで繊細な透かし模様にした飾りをあしらって、異国めいた華やかさを添えているのが目新しい。

　さらに黒髪は肩までしか長さがなく、毛先が少しぎざぎざとしていた。いろいろな意味で印象的な容姿である。

　乾いた響ひびきの声と同じ、あまり愛想のない表情でルアンは言った。

「刺史さまから聞いてた予定よりも早いね。蓮はすの実あんの桃ももまんなら作ってあるよ。蒸したげるから、ちょっと待ってて」

「ありがとう！　それじゃ、お部屋に引きこもって待ってる――……じゃなかった、あのねルアン、今日はお客さまがいらしたの」

　好物を出されて浮かれた直後に、はたと我に返り、朧月が小さく咳せき払ばらいをする。

　そう言われて初めて、ルアンは蒼刻の存在に気がついたようだ。

　紅ぐ蓮れんの火を結晶化させたような瞳が、怪訝そうにこちらを見る。

「お客さま？」

「ええ。以前に話したことがあるでしょう？　蒼刻さんよ」

「ああ、劉りゆう家の人？　じゃ、おもてなしをしないといけないんだ。わあ面倒くさい」

　普通の使用人なら思っても口にはしないことを、ルアンは簡単に言い放つ。

　その時点で嫌な予感がした。

　また変なやつが来たぞ、と。

「で。どうして姫さまの手を握にぎってんの？　お客さまは」

　ルアンに「不ふ潔けつよ」と言わんばかりの、冷たい視線を浴びせられながら、蒼刻はひそかに嘆たん息そくする。どうやら、敵に認定されてしまったようだ。
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　第二章　幽鬼院の不機嫌な番人たち







　幽ゆう鬼き院いん――正しくは黒こく芳ほう院いんという名を持つ黒こく烏う州刺し史しの邸やしきは、広さに対して住人が少なすぎるものの、不思議と寂さびれた感じはなかった。

　蒼そう刻こくにあてがわれた客人用の部屋も、朧ろう月げつの住まう滴てき翠すい楼ろうからやたらに遠いという欠点を除けば、上品に整えられていて、なおかつ興味深い空間だった。

「家具は、動かさないでいただけると助かります」

「風水か？」

　荷物を床に置きながら訊きき返す。

　佳よい運気を呼びこめるよう風水に従って室内を調ととのえるのは、神しん華か国ではよくある話だ。

　道術を学ぶ者たちにとっても、そういった相談に応じるのは、割のよい小こ遣づかい稼かせぎになっているという。

「そうなんです。昔、旅の道どう士しさまにお願いしたもので……」

　ちょこまかと室内に不備がないか調べている朧月は、こちらを見ずにうなずく。

　極度に鈍どんくさくて内向的なわりに、この少女は結構マメだ。そして意外と人の世話をするのに慣れている。

　以前とある事情で、蒼刻の部屋に彼女がしばらく滞在したが、毎日かいがいしく掃除そうじなどをしてくれたのがいじらしかったものだ。

「……特に、古そうな護ご符ふが貼はってあったら、絶対にはがさないでください。だれかが入ってきてしまうかもしれませんので」

「って、幽ゆう鬼きか？」

　まるで鬼話・怪談の出だしみたいだ。蒼刻は半はん眼がんになる。

　霧きりのような薄絹の窓掛けを開けながら、少女はなんでもないことのようにうなずいた。

「はい。わたしが小さい頃は、幽鬼の皆さんが今よりも千客万ばん来らいで……いろいろと困ったことも起きたので、みだりに入りこまれないよう結けつ界かいを張っていただいたのだと、兄さまに聞きました」

　その澄んだ翡ひ翠すいの瞳に、他人には見えない死者たちの霊れい魂こんを映してしまう朧月は、彼らを奇き妙みように惹ひきつける存在でもある。

　いつもくっついている撫なでし子こ色いろの髪かみの幽鬼・星せい彩さいは、朧月にとって姉か母のように温かい存在だが、彼女のように無む邪じや気きな幽鬼ばかりではないのが現実だ。蒼刻もいくつかの経験でそれを思い知らされている。

「星彩は、その結界に苦しめられないのか」

「はい。わたしがとある儀ぎ式しきで『招き入れた』幽鬼だけは、ここにいられる仕組みです」

「凝こってるな。だから、思ってたよりも幽鬼を見かけないのか」

　幽鬼院なんて名前のくせに。

　蒼刻も朧月には遠く及ばないが、右目にかけられた呪のろいの影響で、幽鬼の気配や声を察知できる。今では、星彩とは普通に話せるほどだ。しかし今のところ、星彩以外にそれらしい気配や声はなかった。

（そういう意味でも、ここはこいつにとって安全で、安心できる居場所なのか）

　朧月をたびたび外に引っ張り出しては、危ない目に遭あわせてしまっている身としては、ちょっと考えさせられる。

「姫さま。お客さま」

　そのとき、部屋の扉とびらがいきなり開いた。

　ルアンだ。

「お茶。と、簡単なお昼ごはん持ってきたよ」

「……素そ朴ぼくな疑問なんだが、いつもそういう運び方をしてるのか？」

「それが何か？」

　真ま顔がおで訊き返されると、器用だな、と褒ほめるくらいしかできない。

　両手はおろか頭の上にまで盆ぼんを載せているのに、ルアンはまるで雑ざつ技ぎ団だんのように危なげなく働いていた。

「姫さまの部屋に、でっかい白びやつ虎こがいたけど」

　巧たくみにも円卓に盆を次々と下ろしながら、ルアンはあるじに紅ル玉ビ石ーの瞳を向ける。

「あれもお客さま？」

「そうなの。星彩とお付き合いされている方だから、粗そ相そうのないようにお願いね」

「わかった」

　幽鬼の恋人が白虎って何事？　とつっこみもせず、ルアンは朧月の説明に淡たん々たんとうなずいてみせる。

「白虎って何食べるの。生なま肉にく？」

「あの白虎はなんとなく特殊だから、幽鬼みたいに供く物もつを捧ささげてあげてくれ」

「ふうん。ああ見えて、中身は幽鬼寄りの存在ってこと？」

「呑のみこみが早いな」

　動揺が少ないのは、さすがは幽鬼だらけの邸に住みこむ者、といったところか。

　初雪をまるめたみたいに真っ白な陶器の茶ちや杯はいをこちらに渡しながら、朧月が思いついたように言う。

「……そういえば、張ちようさんは猫舌だったりしないのですか？」

「猫っぽいやつに限らず、動物はみんな猫舌だぞ。自然界では、火で調理したものを食べる習慣なんてないからな」

「納なつ得とくです。ひとつ賢かしこくなりました」

「とはいえ、張さんは動物だけど動物じゃないしな。今度食事のときに、焼きたての餃ぎよう子ざでも口に放りこんでみるか」

「あの、お年寄りをいじめるのはどうかと……」

「張さんなら許してくれると思うぞ。俺は初対面のときにうっかり髭ひげを斬きり飛ばしちまったんだが、笑って受け流してくれたし」

「どういう出で逢あいだったんですか」

　困惑をあらわにして瞬まばたく朧月の傍かたわらで、ルアンがちょっと考えこむ表情になる。

「虎の髭……」

「まさか欲しいのか？」

「ちょっと興味があるだけ。料理したら、珍ちん味みになるかなって」

　予想外の言いようで蒼刻が一瞬動きを止めた隙すきに、ルアンは部屋から消えていた。

　装よそおいこそ華はなやかだが、無意味に素早い身のこなしは、まるで訓練された密みつ偵ていだ。

　幽鬼よりもよほど胡う散さんくさいなと、蒼刻はひそかに思ったのだった。
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　胡桃くるみ材ざいの方ほう卓たくは、丹念にみがいて手入れされた年代物で、流は行やりの形ではないが、幽ゆう鬼き院いんにはふさわしい。縁ふちにはぐるりと、黒こく烏う州を表す葡ぶ萄どうの紋もん様ようが彫ほられていた。

「よく食べるなおまえ。それで何個目だ？」

　ルアンお手製のふかふかの桃ももまんに手を伸ばしたところで、蒼そう刻こくにあきれられる。

　恥はじ入るように首を縮めて、朧ろう月げつは小さく答えた。

「……五個目です」

「俺といるときは、もっと少食じゃなかったか」

「実は外では、胃がきゅうっと小さくなってしまう体質でして」

「体質というより、単に小心者ってだけの話だよな、それって」

「そ、そうとも言います。……それにおうちの味はほっとするので、ついたくさん食べたくなってしまうんですよ」

　しかし、いくら美び味みでも五個は多かっただろうか。はしたなかっただろうか。

　今さら気がかりになるが、蒼刻は遠えん慮りよのないつっこみはしても、そういう意味で気にしているわけではないようだ。

　ひそかに胸を撫なで下ろし、朧月は今度こそ心おきなく桃まんを口にする。

　この青年とは何度もお茶をしているが、いつもご馳ち走そうになるばかりで心苦しかったので、今はその意味でも少し気が楽だ。朧月が財布を出そうとすると、蒼刻は「おまえみたいな貧乏人にたかれるか」と不ふ機き嫌げんになってしまうのだ。

（そういう意味でも、うれしいかも……）

　蒼刻が、ここにいてくれることが。

　満たされた心地ここちで、鋭するどい印象の面おも差ざしを見つめていると、視線に気づいた蒼刻に眉まゆをひそめられてしまった。

「何にやけてんだ？」

「え？　いえ別に、にやけたつもりは――」

　ないが、浮かれている自覚はあったので、朧月はとっさに表情筋を引きしめた。

　そんな彼女を蒼刻は若じやつ干かんこそばゆそうに見ると、次ついで、なにげない思いつきのように言った。

「ここは皇こう都とや俺の実家のある東部とは、だいぶ雰ふん囲い気きが違うな」

「それはまあ……皇都はもちろん蒼刻さんのご実家は、もっとすばらしい建物で、調度品などもよいものをそろえていますでしょうし」

　朧月にとっては落ち着く我わが家だが、家格のわりに地味で質素な造りだと思われがちなのは知っている。

「そういう意味じゃなくて、西さい域いきからの輸入品があちこちにあるだろ？」

「……あ、そういう意味ですか」

　かつて「絲し路ろ」――絹の道と呼ばれた、西域諸国との通商路の入り口が、黒烏州の西端に残されている。

　山岳地帯を縫ぬう道は嫌いやというほど起き伏ふくが多く、天候も気まぐれで、東西どちらの隊商にも試練を与える旅路だが、百年以上前にはたいそうにぎわっていたそうだ。

　西域からは医薬品や硝子ガラス製品、東すなわち神しん華か国からは絹や玉石など、さまざまな産物が取引された。

　絲路の周りに住むいくつもの民族の間で、血で血を洗う宗教紛争が始まってしまってからは、交易はほとんど途と絶だえたのだが――

　そういえば西域からの輸入品だった、硝子細工の青い花を飾り棚に見つけて、朧月は小さく首をかしげる。

「わたしは小さい頃から見慣れてしまっているので、あまり意識しないのですが……そんなに目につきますか？」

「ああ。青せい苑えん州でも海路で交易をしてるから、劉りゆう家の邸にも異国のものは取り入れられてはいるんだが、ここにあるものとは全然違うしな」

　ひと口に異国との交易といっても、大陸の真ん中を切り抜けていく山道と、海岸線沿いに拓ひらかれた航路とでは、取引されるものは当然異なる。海路では茶葉や香料、陶とう器きなどが輸出されているという。

「外国からは、どんなものが入ってくるのですか？」

「今は竜りゆう血けつが人気らしい。一部じゃ紅あかい黄金と呼ばれてるとか」

「竜血？　……薬ですか？」

「南方に生はえる、風変わりな木の樹じゆ脂しだ。薬の材料にも塗と料りようにもなる」

「初めて知りました……」

　などと不勉強を恥じる場面もあったが、蒼刻の実家について詳しく聞くのは初めてなので、朧月はほくほくしどおしだ。

　そんな話の流れだったから、武官である蒼刻が絲路にやけに強く関心を示してくることに、このときの朧月は何も疑問を感じていなかった。そのわけを朧月が知るのは、もう少し後のことになる。

「海路で南方から運ばれてくるものも、おもしろそうですね」

「一度、うちに見にくるか」

「……ええと……ここから出ずに、蒼刻さんの御宅を拝見することができるのなら」

「とんち勝負じゃねえんだから、無理言うな。普通に外に出ろよ」

　箱の蓋ふたを開けずに中の蜂はち蜜みつ菓が子しを食べてみろ、というひねくれた謎なぞ解ときと同じじゃないかと、頰ほおを軽くつままれてしまった。

「で、でも、わたしはもう一生ここに住むんです」

「決めるな。ったく、ここに帰ってきてから、おまえの引きこもり精神がどんどん悪化してないか？」

　ぽりぽりと頰をかいてごまかした。

　そうですね、と馬ば鹿か正直に自白しようものなら、即座に外に引っ張り出されかねない。

「――そういえば……もし蒼刻さんが劉家を継ぐことになったら、そういう交易のことも扱わなくてはいけないのですよね？」

「露ろ骨こつに話をそらしたな？　まあ俺が直接金かね勘かん定じようするんじゃなくて、会計担当にまかせるのが一番だろうが、何もせずにはいられないだろうな」

　愚おろかしい朧月の策をあっさり見抜き、蒼刻は干した竜りゆう眼がんをかじる。

「あの腐くされ外げ道どう兄貴のほうにもやる気はなさそうだが――まあ、しっかりした嫁よめさんでももらえば大丈夫だろう。あの常識に欠ける兄貴に嫁とつぐ物好きが、この世界にいるかどうかって問題は置いといて」

「…………あの、どこまで強烈な御兄君なのですか？」

　基本的に人のよい蒼刻が、ここまで徹底的にけなす相手というのも稀まれだ。

「静せい心しんが戻ってきたら、まとめて話す。二度同じ話はしたくねえ」

「はあ」

　顔を思い出すだけで胃の底にむかつきが居座るので、何回も説明したくない。

　本気で嫌そうな顔でそう言われては、朧月もあまり食い下がることはできなかった。
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　蒼そう刻こくが引きこもりに付き合って柄がらにもなくなくゆるんだ時間を過ごし、その後さらに午ひる睡ねまでしても、まだ空は明るかった。

　百花咲き競きそう春から緑ざわめく夏に近づくにつれ、少しずつ日が長くなっていることを実感する。

　橙だいだい色いろの果実のような太陽が、なだらかな稜りよう線せんの向こうに落ちきる前に、玄げん静せい心しんは執しつ事じとともに戻ってきた。

「残念だな。貴き殿でんはまだ帰っていなかったのか」

「それは俺の忍耐力を試してる、と受けとっていいのか」

　招かれざる客だ、劉りゆう家の御おん曹ぞう司しをもてなす心こころ得えなどないと無む慈じ悲ひに言いつつも、彼は蒼刻を迎える宴うたげを開いてくれた。

　案内されたのは、一階にある広間だ。

　扁へん額がくには「有ゆう鳳ほう来らい儀ぎ」の字、床には灰色のじゅうたん。四方の壁には格こう子し窓まどと、季節の花を活いけた花か瓶びんに、異国風の硝子細ざい工くや瑠る璃りの宝ほう珠じゆを置いた飾り棚。そうしたものに囲まれた中央で、みがかれた円卓が客を待っていた。

　静心の左に蒼刻、右に朧ろう月げつが座り、敷物の上に張ちようさんと星せい彩さいが落ち着く。すると円卓にはあと二つ、空あいた椅い子すが残されていた。

　静心が付け足す。

「我が家では、平へい素そより執事もルアンも食事に同席させているのだが。構わぬか？」

「俺は別にいいぜ。国軍じゃ、尉い官かんの上下なしの無ぶ礼れい講こうもめずらしくない」

「では無礼講としよう」

「――別に怒るわけじゃないが、今までの付き合いも十分、無礼講みたいなもんじゃなかったか？」

「これでも自じ重ちようしている。無礼講なら、貴殿の顔にうっかり酒をぶちまけるかもしれぬ」

「それはもう無礼講じゃなくてただの嫌がらせだろ」

「……あの……喧けん嘩か、ですか？」

　互いに負けじと言い合っているのを目まの当あたりにして、朧月が泣きそうな顔になる。

　静心と仲よくできるかどうかはさておき、気弱な少女を板挟みで悩ませるのは趣味ではない。蒼刻は、とっさにごまかそうとした。

「いや、喧嘩じゃないぞ。ええと――」

「男同士のあいさつだ」

　こちらの言葉を平然とさえぎって言い放ったのは、もちろん静心である。

　戸と惑まどう異母妹いもうとを、彼は無表情のまま諭さとした。

「そなたが案じる必要はない。我われ々われはこうした言葉遣いで、互いの実力を測り、腹の底を探さぐり合っているだけだ。ある程度の地位を持つ者の間ではよくあることで、本気で憎にくみ合っているわけではない。そうであろう？　御曹司どの」

「…………ああそのとおりだな」

　ちょっと棒読みになってしまったのは、事実が半分・詭き弁べんが半分の言いように、複雑な心地にさせられたせいだ。

　たしかに蒼刻は静心を憎んでなどいないが、静心からは毒どく舌ぜつと棘とげと冷気を浴あびせられるばかり。どんなに前向きに考えても、向こうから好かれているとは思えない。

「あいさつなら、よいのですが……」

　だが、朧月が訝いぶかりながらも少しほっとするのを見ていると、口のうまくない蒼刻には何も言えなくなった。

（これからしばらく、毎日こんな調子になるのか？）

　ひそかに遠い目をしてしまったとき、後方で扉が開いた。

　ルアンと、その後ろについてきた二は十た歳ち過ぎに見える赤い髪の男が、作りたての料理の皿をいくつも運んでくる。

「まるくおさまったところで、ごはん持ってきたよ」

　どこがだ!?　とルアンにつっこみたいのにつっこめないのが地味につらい。

　刺史の輔佐役にしては不必要なくらい体格のいい執事と、愛想のない侍女のルアン。住みこみの使用人はそれだけだそうだ。

「こんな人数で大丈夫か」

　神しん華か国で刺史を務めるほどの家格の邸では、使用人は十人以上いるのが普通だ。ちょっとした富ふ裕ゆう商人くらいの邸でも、執事や侍女がそれぞれ一人はいる。

「一応、なんとかなっています。普段は幽鬼の方たちも、家のことを引き受けてくれますので……」

　酒器の支し度たくを手伝いながら、朧月が細い声で言う。

「それに、お掃除やお洗せん濯たくくらいでしたら、わたしでも自分でできますし」

「本当か？」

「……あ、乾すのはルアンに頼んでしまってます。お外に出ないでもいいように」

「庭くらい出ろよ」

　思わずいつものノリで、向かいの席にいる朧月の額ひたいをはたいてしまった。

　直後、隣の席から足を踏まれ、蒼刻は足の甲こうが割れるような痛みに息を詰める。

「……玄静心？」

「足がすべった」

「椅子に座ってて、どうして足がすべるんだよ」

「この世には不思議なことしかない、と言うであろう」

「無駄にカッコいい科白せりふでごまかすな」

　およそ気の休まらない夕ゆう餉げの席だが、出された料理はどれも絶品だった。

　白はく磁じにきれいな藍あい色いろで花を描いた皿にこんもりと盛られたのは、おいしそうな湯気をたてるあんかけ炒飯チヤーハン。

　たっぷりの香草や花びらとともに蒸しあげた百ひやつ花か豆どう腐ふは、この国では定番の花料理だ。州特産の蜂蜜に漬つけた春野菜や山菜も、ことのほかうまい。

　そして、新鮮な肉は玉たま葱ねぎのすりおろしにくぐらせてから、熱した溶よう岩がんの板にのせてじっくりと焼き、岩がん塩えんでいただくのが黒烏州の流儀だそうだ。

「愛情をこめて育てられた牛のようじゃのう。またとない味わいじゃ」

「なんでわかるんだ？　張さん」

「幽鬼になると、目に見えぬものへの感覚が、生前よりもはるかに鋭くなるものよ」

「へえ」

「というのは口からでまかせの理り屈くつでな。なんとなく、そんな感じがしただけじゃ」

「まじめに感心して損した！　ただでさえ虎とら顔は表情がわかりづらいんだから、真顔でほら吹くなよ」

　ともあれ、食物の精だけいただくという張さんや星彩もご機嫌である。

　牡ぼ丹たんの花をかたどった硝子の杯さかずきには、やはり黒こく烏う州の産物である葡萄酒がそそがれた。口の中をさっぱりさせながら食べる焼肉は、たしかにまたとない味わいだ。

　しかし静心自身は、冷やした茶や、酒気のない葡萄水の壜びんを手元に置いている。

　蒼刻の視線に気づくと、彼はそっけなく言った。

「酒はさほど好かぬ」

「ああ、あんたは下げ戸こだったか」

　口がすべったことに、蒼刻は一瞬遅れて「しまった」と思うが、一度口から出た声は戻らない。

　静心は、氷柱つららじみた鋭さと冷ややかさを秘めた瞳を向けてきた。

「さては我が妹から聞いたのか」

「口外するなと言われたし守ってる」

「貴殿が約束を破る男とは思わぬが――念のため、その舌でも切っておくか」

「食事中にえげつない冗じよう談だんはやめろ」

「半分は本気だ」

「半分もいらん」

　蒼刻の食欲が失せかけるやりとりに、朧月がおろおろして口を挟んできた。兄の袖そでをつかんで懸けん命めいに訴える。

「に、兄さま……蒼刻さんは殺さないでください」

「安心せよ。私がすぐに足のつくような真ま似ねをすると思うか」

「あ、そうでした……。兄さまなら、きっと闇やみから闇に葬ほうむりますよね」

「おまえはそこで素直に感心するな」

　一見大まじめだが、その実ボケの二に乗じようになっている困った異母兄きよう妹だいにつっこむと、ふと執事と目が合った。

　がんばれ。俺は応援しているぜ！　という温かい笑みを向けられるが、そんな応援はいいから、顔に似合わず過激な主人を諌いさめろと言いたい。ルアンと執事は基本的に、ズレた主人たちのことは受け流す方針のようだが。

　猫でも愛めでるように妹の黒髪を撫ぜていた静心が、こちらを振り返る。

「時に。貴殿の頼みごととはなんだ？」

「ここで話してもいいのか？」

「構わぬ。そこにいるルアンと図ずう体たいがかさばってときどき鬱うつ陶とうしい体力馬鹿の執事は、私の手足だ」

　……執事の紹介があんまりではなかろうか。

　思わず同情のまなざしを向けると、赤髪の執事は、今度は「いつものことさ」とでも言うように肩をすくめた。怜れい悧りなあるじとは対照的に、顔はもちろん身ぶり手ぶりの表情が豊かで、親しみやすそうな男である。

　ちょっとした救いを感じないでもない。

「一つ目はこの州の、商業に関することなんだが――」

　蒼刻ができるだけ衝撃の少ない表現を選び出す前に、静心が無む造ぞう作さに言ってのけた。

「さては、絲路を使った密輸疑惑の件か？」

「よくわかったな」

　蒼刻は意表を突かれたが、黒烏州刺史はいっそ憎らしいほどに涼しい顔だ。

「西域との玄関口があるために、我が州ではたびたび問題になることだからな。今日も絲路の入り口周辺の町や、山に住むラーサ法族から、胡散くさい人の動きがあったという話を聞いてきたところだ」

　しかも、今回の密輸には――

「皇都が出張ってきそうな要素もあったのでな」

　なんともいえぬ顔の蒼刻をまっすぐに見み据すえると、静心は冷笑するときに似たやり方で頰をわずかにゆがめた。

「さて。我が妹はたしかに脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰な引きこもりだが、貴殿が案じるほど純真無む垢くの箱入りでも、脳足りんでもない。私もいずれは話さねばと思っていたところだ、おかしな遠慮はいらぬぞ」

「だれもそこまでこいつを罵ば倒とうしてないんだが」

　蒼刻は半眼になった。この黒烏州刺史は妹を可か愛わいがっているのかいないのか、ときどきわからなくなる。

　ちらりと様子をうかがうと、朧月はぼやかされた会話に戸惑いぎみだ。

「密輸が原因で亡なくなった方の幽鬼にも、逢ったことがありますので……そういう話題でしたら、どうぞ、お気遣いなく」

　ついでに異母兄からの罵倒に近い評価にもへこんだ様子はなく、朧月は彼女らしすぎて気の抜ける理由を口にする。

　――実を言うと。

　絲路を穢す密輸云うん々ぬんよりも、この続きこそが問題なのだが。

　保護者である静心は、朧月にも隠すべきではない、と判断した。

　蒼刻だって、朧月が儚はかないばかりの生き物ではないことを、経験から知っている。

　そして最後まで隠しとおせるものでも、避けて通れることでもないのだ。

「だったら話は早い」

　蒼刻は姿勢を正すと、氷を思わせる色の瞳を見据えて、一気に言った。

「黄こう巾きん賊ぞくが、その密輸に関わっている可能性がある。ゆえに、できる限り絲路周辺の現状を見て、密輸経路やそこに関わっている人々について調べろというのが、国軍の双そう璧へきから俺に与えられた指令だ」

　それまで懸命に話についてこようとしていた朧月が、黄巾賊の名に凍こおりつき、小さく身み震ぶるいする。

　蒼刻は今ばかりは静心と同じ目をして、彼女を気がかりそうに見つめた。





◇◆◇






　国軍の双璧とは、主しゆ上じようより統とう帥すい権けんを預けられた若き元げん帥すいと彼の軍師という、今や神しん華か国の武勇には欠かせぬ二人のことだ。

　一時代前の農民や市民に武器を持たせて軍とする体制を革あらため、戦いに特化した少数精鋭の武官を主力とした国軍は、彼らより前の元帥たちが長らく手を焼いていた反逆者たちを次々に鎮ちん圧あつ。

　お歴々からの「国軍を改革する、だと？　若造に何ができる」という前評判を、あっというまに覆くつがえしてみせた。

　そして今、彼らが腰を据えて相手どろうとしているのが黄こう巾きん賊ぞくだ。

「黄巾賊……」

　と、震えを抑えきれない声でつぶやいたきり、朧ろう月げつは口をつぐんでしまった。

　神華国にとっての黄巾賊は、妖あやしげな教えで人を惑わし、体制への反抗を煽あおる、けしからぬ武装集団だ。

　かたや朧月にとっては、それよりも深い謎と因いん縁ねんを秘めた関係の相手である。指導者の一人である張ちよう宝ほうには、いびつな興味を示されてもいる。

　その影が自分の安心できる場所のすぐ近くに迫せまっていると聞かされて、平然としていられるわけがない。周りを心配させまいとしてか、目が合うと「大丈夫です」と言うようにぎこちなく微ほほ笑えんでみせるのが痛々しい。

（弱虫のくせに）

　普段なら迷うことなく手を伸ばしていた距離だが、今は静せい心しんに阻はばまれているのがひどくもどかしい。

「なるほど。黄巾賊の活動資金を断たち、弱体化させてから軍を動かして一気に片をつける腹か。一種の兵ひよう糧ろう攻めだな」

　静心はあらかじめ予習してきたかのように理解が早く、蒼そう刻こくが細かく説明しなくても、すべてを把は握あくした。

　だから蒼刻が言葉を足すのは、主に静心以外の顔ぶれのためだと言える。

「ああ。最初から軍をぶつけて戦いが長引いたりすると、軍事予算をあっというまに食い潰つぶすからな。今は大きな戦争がないから国軍に向けられる目は厳しいし、大人数で討うって出るのは最後の切り札、というのが双璧の基本的な考えだ」

「その思想は私も気に入っている」

　双璧に対してのみ、静心は意外なほど素直に好意を示す。

　尊敬する双璧を認められるのはうれしいが、雑ぞう言ごんをぶつけられたり踏まれたり散々な身としては、やや複雑だ。

　ざっくりと話し終えると、静心はいかにも大儀そうに目をすがめた。

「――貴殿の兄探しと、密輸の件の本格調査か。それを両方タダでやれと？」

「ものすごく嫌そうな顔だな」

「未来の護ご花か七将軍にして、劉家の御曹司どのの頼みだ。我が州の問題でもある。断りはしないが、手抜きをする可能性は考慮してもらわねばな。情報を集めるには金がかかる。そして我が州には、お人よしを発揮している金銭的な余裕はない」

　無慈悲な口調で言うところまでは、冷徹そうだったが。

「時に朧月。口の端はしが汚れておるぞ」

「あ……申し訳ありません、兄さま」

「あわてて取ろうとするでない。仕方ない、この兄がぬぐってやろう。じっとしておれ」

　…………。

　……恐きよう縮しゆくしている朧月には、気づく余裕がないのだろうか？

　手しゆ巾きんで彼女の口の端を拭いてやる静心は、一瞬前とはうってかわって、他人には決して見せない穏おだやかな目をしている。

　いつ、雛ひなに餌えさをやるように「あーん」をさせてもおかしくない雰囲気だ。

　怜悧な黒烏州刺史が、過保護な母親のように見えはじめて、蒼刻はなんとも言えない顔になった。
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「麗うるわしい兄妹愛じゃのう」

　敷物に腹ばいになった張さんが、どこかそらぞらしく言う。この動じない白虎も、内心では静心の妹馬鹿ぶりに困惑しているのかもしれない。

　じゅうたんの上で白虎とべたべたしている星せい彩さいに、「いつもこうなのか」と目で質問してみると、彼女はあっけらかんと言った。

「日常っすよ」

　濃こゆい日常だな。とつっこむ気も萎なえていたので、蒼刻は葡萄酒で唇くちびるを湿しめすと、さっさと事務的な話に戻した。

「安心してくれ。俺も国軍も、こんな豊かでもない州に無む体たいを強しいる気はない」

「左さ様ようか。そう言うわりには、貴殿は我が妹に無体を働いているようだがな」

　むせた。

　朧月があわてて差し出してくれた手巾で口元をぬぐい、蒼刻はげっそりとうめく。

「ルアンのときも思ったが……俺はあんたたちにどういう目で見られてるんだ？」

「その程度の想像もできぬのか？」

「見下すな」

　同じ高さの椅子に座っているのだが、静心の視線はそうとしか思えなかった。

「これでも遠慮しているのだがな。本当なら毛虫を見るような目をしたいところだ」

「毛虫かよ」

「毛虫のほうが箸はしでつまんで捨てれば済む分、まだ可愛げがある」

「一瞬で格付けを下げやがったな」

「世の中など、そんなものだ。――それよりも報ほう酬しゆうや費用話をせねばな」

　こちらもそのほうが気楽だ。蒼刻はため息を殺して、すぐに頭を切り替えた。

「俺の依頼には劉家から、密貿易の調査に関しては国軍から報酬が支払われる」

「額面は」

「前金で半分、すでに用意してある。具体的な金額は――」

　さすがと言うべきか、きっちりしている刺史だ。

　国軍のお役に立てるなら報酬なんていりません、などという無駄な謙けん遜そんやおべっかを口にしないのがいっそ清すが々すがしい。借りや貸しを作るのは後で厄やつ介かいだ。きちんと取引をして、後腐れのない付き合いをするほうがいい。

「なるほど。安く見積もる気はないようだな」

　その後は細かい調整をつけて、平和的にとは言いがたいが撲ぼく殺さつはされずに夕餉と契約を終え、黒烏州刺史の協力をとりつけた。

　お開きの間際に、静心が皮肉っぽい口調で言いだした。

「貴殿は武人にしてはゆるんでいるのではないか？」

「なに？」

「食事に毒が盛られていないか、懸け念ねんすらしないとは思わなかった」

「おい!?」

「冗談だ」

　静心が言うと、なんとなく冗談に聞こえないのが怖い。真顔が怖いのだ。

　調査や黄巾賊についてよりも、自分の無事を心配しなくてはいけない気がしてくる。

　そんな、幽鬼院での濃すぎる一日目であった。







　第三章　追想と壊れかけの箱庭







　翌朝。

「おはようございます蒼そう刻こくさん。……昨夜ゆうべは、何も出ませんでしたか？」

「この邸やしきらしいが、嫌いやな朝のあいさつだな」

　口で言うほどは嫌そうな顔をしていない蒼刻を、朧ろう月げつは滴てき翠すい楼ろうで迎えた。

　滴翠楼――朧月が引きこもりたがる離れは、静せい心しんの執務室などがある正せい房ぼうとは、竹ちく林りんに包まれた小道でつながっている。

　朧月の書しよ斎さい兼寝室、侍じ女じよ用の部屋、来客用の部屋という三室からなる、こぢんまりとした建物だ。星せい彩さいやルアンに助けられながら昨日から大おお掃除そうじに全力をそそいだので、どうにかお見せしてもよい状態にできた。

　苦手な早起きまでして動きに動いたのは、平素の引きこもり生活にはない忙せわしなさである。

「二度寝したいなあ」などと考えていたのだが、蒼刻のおかげで目が醒さめた。

「でも、昔は本当によく幽ゆう鬼きの方がいらしたので……」

「どういう幽鬼が来たんだ？」

「そうですね……昔、お部屋で寝ていたら、ふいに母さまに起こされまして」

「ほう」

「『お外に善よくない幽鬼がいるから、母さまが追い払ってくるわ。あなたはここでじっとしていなさい』と仰おつしやるので、はい、と言って、わたしはもう一度寝直したのですが……」

「ですが？」

「後でもう一度目が醒めて思い出したら、それは母さまではなく、今まで一度も逢ったことのない女性だったんです」

「は!?」

　その女によ人にんが幽鬼だったと気づいたのも、完全に目醒めた後だ。

　彼女に話しかけられたときは、少し危ういくらい意識がぼんやりしていたのである。

「今でもあの方がだれだったのか、なんのために現れたのかはわからないんですよね」

「……意外と生なま々なましいよな、おまえの怪異体験って。今そばにいるのは、あんなおちゃらけてるのに」

　意味不明なのが後味の悪さになっていて、ぞっとしないと蒼刻は言う。

　引き合いに出された星彩が、心外そうに絡からんできた。

「失礼っすね～武官さん。あたしだって、生前は山も谷もあったんですよ？」

「朝っぱらからいちゃつきながら言われても説得力ねえよ」

　いちゃいちゃいちゃいちゃ。

　白びやつ虎この首にしがみついている星彩と、まんざらでもないどころか「でれっ」とした顔で「これこれ、姫君が見ておるぞ？」と説得力のないことをのたまう張ちようさんに、蒼刻が遠い目をする。朧月もさすがに目のやり場に困った。

　いつも幸せそうな恋人たちを視界の外に追いやり、蒼刻が目め顔がおで「ほかの場所に行かないか？」と訴うつたえてくる。

　朧月はすぐにうなずき、お気に入りの被ひ布ふを頭からかぶった――定番の筍たけのこめいた引きこもり装しよう束ぞくのまま、隣の客間に案内することにした。

　聞けば蒼刻は、すでに仕事で出かける前の静心と話をしてきたそうだ。

「おまえ、昨夜はどこにいたんだ？」

「はい？」

「夕ゆう餉げの後に逢あいに行ったのに、ここにいなかっただろ。引きこもりのくせに」

　ひどく不ふ機き嫌げんそうに問われれば、朧月は気まずく目をそらすしかない。

「す。すみません。昨夜は……その――兄さまのお部屋で休んだので」

「は!?　なんでだ」

「ええと……別に甘えているわけではなくて、最近は蒼刻さんに連れ出された後はいつもそうしてるんです。兄さまは昼間はお忙しいので、何があったのか報告する時間が持てませんから、ちょっと夜よ更ふかしをして……」

　異母兄あにに問われるまま、外で経験してきたことを話すのだ。

　――ひとつだけ。

　まだ、話せていないことがあるけれど。

　何かを確かめるように、胸元の袷あわせにそっと手を置いた朧月を見下ろして、蒼刻が複雑そうに眉み間けんを狭せばめた。

「まさか、一緒の寝台で寝てるんじゃねえだろうな」

「さすがにそこまで甘えてません……」

　あわてて首を振ったので、目が泳いだのはバレなかったようだ。……ほんの数年前までは一緒に寝たこともあった、とは殴なぐられても言えない。

　怖い夢を見て人の温ぬくもりが恋しいとき、朧月が頼れるのは異母兄しかいなかったのだ。

　頼りない彼女にとって、静心は兄であると同時に、父代わりであり、母代わりだ。

「あの……それより――」

　と、朧月は逃げるように話を戻す。

「蒼刻さんは、なぜ昨夜、わたしに逢いに来たのですか？」

　言ったとたん、蒼刻はなぜかちょっと不機嫌かつ不本意そうな表情になった。

　声が、だれにともなく言い訳するような響ひびきを帯おびる。

「おまえが――いや、本当に少しだけなんだが、心配だったからだよ」

「え」

「昨夜、絲し路ろでの密輸に黄こう巾きん賊ぞくが関わっているかもしれないって話をしただろ？」

　どきりと心臓が跳ね、朧月は思わず扉とびらの前で立ち止まってしまった。

（黄巾賊）

　宴うたげの席で、その話が最初に出たとき、動揺を完全に隠せていた自信はない。

　張ちよう宝ほうの琥こ珀はく色いろの瞳や、意味ありげな言葉の数々を、今でも何かのはずみで思い出してしまっては、鬱うつ々うつとした心地ここちに陥おちいることがあるのに。

　まさか安全な箱庭と信じていた故郷にまで、彼らの影が迫せまっているなんて、と愕がく然ぜんとしたのだ。

　それでも、こうして改めて「怖くはないのか」と指摘されると困ってしまう。

　たしかに怖いが、蒼刻や異母兄に甘えてばかりいては申し訳ないし、密輸の調査などでこれから忙しくなる彼らの足を引っ張りたくない、とヘタレなりに思っているのだから。

「朧月」

　いつのまにか向き合う形になっており、朧月は目の前に立つ青年から感じる圧迫感に、ひそかに息を詰めた。なんだろう。この、迫るような空気は。

「昨夜は眠れたのか？」

　無ぶ愛あい想そうな彼にはめずらしい穏おだやかな声が、却かえって心臓に悪い。

「は、はい。一応……」

「俺の目を見て言えよ。まあ、噓うそをついてる顔ではないか」

　昨夜の悪夢を思い出して翳かげる瞳を隠したくてうつむいたのに、頰ほおをやんわりとつかんで強引に上を向かされてしまった。

　しかも、彼女が少なくとも寝不足のやつれ顔ではないことを確認してもまだ、手を外はずしてくれない。

　あまつさえ蒼刻は、空あいていた右の手で、朧月の腕をつかんできた。

　ごまかすな。そういう気持ちを、ふれた部分の体温や力のこもり方から感じる。

　ぞくり、と勝手に背筋が震ふるえた。

「本当に大丈夫なのか？」

　気き遣づかっているというよりも、探さぐるような口調だったので、朧月も努つとめて平常心で答えようと下腹に力をこめる。そうしないと、今にもくずおれそうだった。

「ええ、まあ……兄さまが、わたしに手出しはさせないと言ってくださいましたし」

「それだけで安心できたのか？　おまえも意外と楽天家だったんだな」

　やんわりと取り繕つくろいたかったのに、挑発するような声での皮肉にぎくりとして、何も言えなくなってしまう。

　もともと後ろ向きで根暗で、気合の足りない性格だ。兄の言葉はうれしかったが、本当は今でさえ嫌な想像ばかりして不安をぬぐえていない。

　しかしながら、そんな情なさけない弱よわ音ねを吐くのはためらわれた。

　あくまでも虚きよ勢せいを保とうとする朧月を、蒼刻は無む慈じ悲ひなほどあっさり切る。

「ヘタレのくせに強がってんじゃねえよ」

「――強がりさえしなかったら、わたしなんて、どうしようもない生き物になってしまいますよ……」

　へらず口じみた言葉を返しながら、朧月はだんだん、怯おびえにも近い心細さに身を浸おかされていく己おのれに気づいた。

　蒼刻に何か言われ、踏みこまれるたびに、幾いく重えにも重ねた衣ころもを一枚一枚脱がされてゆくような感覚に襲おそわれるのだ。

「泣きつかれたほうが、おまえみたいなのに無理されるよりはずっとマシなんだよ。本当に強いやつは強がらないって、よく言うだろ」

「……そうなのですか？」

　朧月は初めて聞いた。うなずける言葉でもあったが。

「そういえば、兵法書の一節だった」

　おまえが知らなくても仕方ないな。

　厳しくさえ見える瞳の光を少しだけやわらげた青年の微苦笑は、普段ならばいつまでも眺ながめていたいものだった。けれど残念ながら、このときの朧月にはそうできなかった。あまり長く見ていると、泣いてしまいそうな気がしたのだ。

　そんな甘やかすような瞳をしないでほしい。普段みたいに、立て外に出ろこの根暗め前向きになれと叱しかられたほうが、何倍もマシだ。

「――蒼刻さんは……わたしに、何を言わせたいのですか？」

「わからないか？」

　朧月はしばし考え、ゆっくりとかぶりを振った。

　ここで弱音を吐いても、黄巾賊がすぐそばに迫っていると思うと怖いと白状しても、彼が静かに受けとめてくれる予感はある。いつもは後ろ向きな発言には容よう赦しやなくつっこみが入るけれど、蒼刻はそういう面では懐ふところが深い。

　でも、違う気がするのだ。

　おそらく――というより確実に、彼女の黄巾賊そして張宝に対する怯えの感情は、残らず見抜かれている。

　その上で蒼刻は、朧月から何か引きずり出そうとしている。心の奥底に、まだ何か隠しているだろうと迫ってきて。

「まあ、おまえはズレてるからな。わからないなら教えてやる。一度しか言わないから、訊きき返すんじゃねえぞ」

　深い声音にうなずくことしかできず、朧月は息を詰めた。

「俺がおまえの口から聞きたいのは――」

　と。

　蒼刻が言葉を止め、敵の気配をかぎつけたかのように身構えた。

　半なかば抱きしめられるようだったのが解放されて、朧月が振り返った先には、小柄な侍女が立っていた。

「朝ごはん持ってきたんだけど」

　華か美びな衣い裳しように前掛けをつけたルアンは、横長の盆ぼんを抱かかえたまま、非常におもしろくなさそうな顔と声で言った。

「なんか姫さまに無理強じいしてたみたいだし。お客さまにぶつけていい？」

「だ……だめよルアン、食べ物を粗そ末まつにするのは」

「まず注意するのはそこか!?」

　本当は、蒼刻をいじめないでと言いたかったのだが。

　過激な発言にたじろぎ焦あせったせいか、間抜けにも考えていたこととは大幅にズレた言葉が口から飛び出してしまい、蒼刻その人に盛せい大だいにつっこみを入れられたのだった。
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　滴てき翠すい楼ろうの接客用に使うべき部屋は、あるじが客人など迎えたためしのない引きこもりなので、これまでは半ば物置と化していた。

　雑多なものを長なが櫃びつや衝つい立たての陰に押しこめて隠し、みがいた作りつけの机や飾り棚に裏庭の花を飾って、応接間らしい体てい裁さいを整えたのが今け朝さのこと。

　そんなにわか仕立てでも、本来の造りがよいので様さまになっている。

「今日から普通の食事だよ。うちは、そんなに余裕ないから」

　とルアンが言ったとおり、朝食は季節の花を散らした雑ざつ穀こくのかゆという、普段どおりのものだ。

　ただし武官である蒼そう刻こくを気遣ってか、彼のかゆには川かわ海え老びや揚あげ雲呑ワンタンといった食べごたえのあるおまけが添えられていたし、とっておきの蜂はち蜜みつ菓が子しもあった。ルアンは愛あい想そはないが気はきく。

（でも、やっぱり蒼刻さん本人には冷たい態度なのよね……どうしよう？）

　静せい心しんといいルアンといい、蒼刻に対する態度がつっけんどんなのは、朧ろう月げつも昨日から悩むところだった。

　異母兄はどうも貴族嫌いのようだし、ルアンはいわゆるよそ者に対して警戒心が強い。

　静心には昨夜、蒼刻にはとてもお世話になっているのだと熱心に説明したが、ルアンはどうしたものか。課題だな、と内心思う。

「それでは……蒼刻さんは、御兄君に最初に剣を教わったのですか？」

「昨夜言わなかったか？」

「いいえ。昨夜はたしか――」

　身内の恥はじをさらすことになるが、と言い置いて蒼刻が説明した長ちよう兄けい・劉りゆう戴たい青せいの話は、強烈だった。

『劉家の混こん世せい魔王と言われてるうちの身勝手な兄貴は、数年前、武術大会の決勝で呂りよ将軍と御ご前ぜん試合をする予定だったのを、ぶっちぎって家出した』

『それから今まで、どうやら通りかかった馬ば賊ぞくや盗賊の隠れ家を壊かい滅めつさせてお宝の一部をいただくのを繰り返して、路銀を稼かせいでいるらしい』

『だから最近潰つぶされた賊の痕こん跡せきを追えば、だいたいの足どりはつかめるんだが……劉家から人を遣やって捕まえようとすると、毎度出し抜いて再び姿をくらましてしまう』

『今回は、黒こく烏う州の南のほうで道場破りをしまくって、一日で三十の武術の流派を破った羅ら刹せつがいるという情報が入った。この時代にそんな阿あ呆ほなことを考えるのも実際にしでかすのも、残念ながらうちの暴力兄貴しかいない』

『今のところ他州に移動して大暴れをした様子はないから、まだこの州にいる可能性が高いと思う。勘かんだけはいい兄貴に気け取どられないように、居場所を突き止めたいから、協力してくれないか』

　……破は天てん荒こう、という言葉だけで片付けていいものか迷う御ご仁じん。それが、朧月が想像する「劉戴青」である。

　容よう姿しは「俺の母親が言うには、俺と似ているそうだ」と、蒼刻がとても不本意そうに説明してくれた。蒼刻さん似？　と思うと興味があるが、この点は無神経にふれると、彼が暴れだしそうな気がする。今でさえ渋じゆう面めんなのだ。

「剣を教えられたと言っても、強くなっていずれ俺様と戦え！　とかほざく鬼き畜ちく兄貴に、ガキの頃から無茶苦茶な修練や喧けん嘩かに付き合わされただけだがな。おかげで、どんなに殴られても目を閉じないのが特技になった」

「そ……それはそれは？」

「何がそれはそれはだ」

　反応に困って適当なことを言ったら、額ひたいをこづかれてしまった。

「ですが、御兄君は、自分より強い人と戦いたいと仰って、旅に出たのですよね？」

「ああ」

「……では、なぜ呂将軍との試合はやめてしまったのですか？」

　元皇宮剣術指し南なん役である呂将軍は――意外に可か愛わいいところもあるが――神しん華か国では最強と謳うたわれる武官である。

　強い相手との喧嘩が何よりも好きだという劉戴青にとって、相手に不足はないはずだ。

「さあな。あの問題児な兄貴の思考回路は、俺にもいまいち読みきれん。わかってたまるかって気もするが――」

　蒼刻は遠くを見る目になった。

「呂将軍を恐おそれて逃げたんじゃないのはたしかだ。俺が知ってる二人の実力なら、いい勝負になったはずだからな」

　単純そうに見える戴青の行動原理も、結局わかるようでわからない。

　あだ名が「混世魔王」――世の中を騒がせる魔王だというのに、妙みように納なつ得とくさせられた。

「劉家の方って、皆さん個性的ですね……」

「珍ちん獣じゆうのおまえが言うことか」

「……まじめにすみませんでした」

　しょんぼりしつつ、朧月は隣にいる劉家の次男をうかがった。

　彼女の弱さを許しながら何もかもを剝むき出しにさせたがるような、危うい艶つやに満ちた迫力は、今の彼にはない。

　青く燃える瞳から感じるのは、武官らしい鋭するどさと青年らしい涼しさだ。

（……あれはなんだったのだろう？）

　悩むが、これまであまり生きている人と深く関わってこなかった朧月では、たいした推理ができない。もどかしい。

　ひそかに胸元を押さえれば、先日蒼刻につけられた九きゆう華か石せきの首飾りの硬い感触を指先がとらえた。首輪だと思ってつけておけ、と言われたものだ。

　……異母兄には、贈おくり物をいただいたこと自体は報告できたのだが、首輪云うん々ぬんはなぜか説明するのがためらわれた。

　わかりやすい人柄のようで、ときどき複雑な陰影を見せる「飼かい主ぬし」を見つめて、朧月はこっそりため息をつく。

「失礼」

　会話の谷間に、ルアンがそつなく、茶のおかわりを用意してくれた。

　楚そ々そとした足どりのルアンを見て、蒼刻はふと眉まゆをひそめると、

「なんで女装してるのか、訊いてもいいか」

　当惑を隠さずに言った。

　ルアンの細い眉がぴくんと跳ねる。次ついで、意外そうに軽く目をみはって言った。

「よく気がついたね、お客さま。たいていの人は侍女だと思ってくれるのに。もしかして声でバレた？」

　涼しげだが甘くない、薄はつ荷かの香りを思わせるルアンの声は、たしかに十代前半の少女にしてはやや低めだ。

「それとも、女装、見慣れてるの？」

「そんな意味不明な環境で生活してねえよ。骨格をよく見れば性別くらいわかる」

「すけべ」

「なんでそうなる!?」

「なんとなく。うちの姫さまの身体からだも、そういう目で見てるのかなって。想像」

　ルアンは淡たん々たんと強烈なことを言って、蒼刻を唖あ然ぜんとさせる。

「じゃ。おさわりなしで、ごゆっくりどうぞ」

　なんとも嫌な余よ韻いんだけを残して、無責任にもルアンが消えると、朧月との間に気まずい沈黙が落ちた。

　石をぶつけられて機嫌を損ねた狼おおかみのように、蒼刻が低くうなる。

「言っとくが、そんな目でなんて見てないからな」

「わ、わかってますよ。……わたしは蒼刻さんの中では、女性ではなく珍獣という扱いなのでしょう？」

「……そうだな」

　いや、そうでもないぞ――と、蒼刻は心の中では正反対のことをつぶやいている。

　朧月の自己評価の低さはそろそろ調教してやりたいが、女としても云々と告げるのは妙に小こ恥はずかしい。

　しばしの葛かつ藤とうののち、彼は仏ぶつ頂ちよう面づらで話を変えた。

「あいつも個性的だな。さすがは幽鬼院でおまえと普通に付き合える使用人だ」

「それは褒ほめてるのか貶けなしてるのか、わかりませんが……ご覧のとおり、我わが家では料理番兼侍女として、よく働いてくれています」

「ご覧のとおりと言われても微妙に困るんだが。ごく自然に侍女って言うなよ」

「でも……毎日がんばって女装してくれますので、あるじとしては褒めてあげたいなあと」

「褒めて伸ばす方針は結構だが、伸ばしていいところと違うだろ、あれは」

　ルアンもかなり世間の常識からズレているが、主人のほうはそれ以上だ。

　だが、仲はいいらしい。

　可愛がっている弟を紹介するような、やさしい微ほほ笑えみで朧月は言う。

「ルアンもいい子ですし、我が家の幽鬼もみなさん優秀ですので、蒼刻さんの御兄君をきっと探し出してくれると思いますよ」

　たしかに、幽鬼は普通の人間には気配すら察知できないのだ。あの混世魔王にも気づかれずに近づけるかもしれない。

「おまえは自分のこと以外だと自信たっぷりだな」

「……まあ――人生なんてそんなものですよ」

「またおまえは適当なことを言いやがって」

　この少女はときどき、ごまかすように、響きのよさそうなことを思いつきで言ってみる悪あく癖へきがある。

　今回もそうだったようで、蒼刻が半はん眼がんでつっこむと、彼女は気まずげに目をそらした。

「それにこの邸にはルアンと執事さんしかいませんが、兄さまのために働く方も、本当はもっとたくさんいますし……あ、生きてるほうの方たちですよ？　念のため」

「さすがにわかる。で、おまえはどうするつもりなんだ？」

「はい？」

　予想外の質問だったらしく、大きな瞳をぱちぱちと音がしそうに瞬しばたたく。

　そして考えこむ顔になった朧月は、すぐに、ぎゅっとこぶしを握りしめて言った。

「わたしは確実に足手まといなので、もう一生この邸から出ないことに決めてます」

　無駄にきっぱりした口調に「おい」と思う。

「普段は優ゆう柔じゆう不断なくせに、そんなところで決断力を使うな」

「はあ……でも、もう決めてしまったので。わたしは引きこもって、蒼刻さんのご活躍をお祈りするのが一番無ぶ難なんですよ」

「決めてしまったので、でもないわ。やっぱりおまえ、ここに帰ってきてから引きこもり癖ぐせが悪化してるだろ？　これ以上悪化する前に、動け」

　蒼刻は一方的に決めつけると、少女をとりあえず裏庭へと引きずり出した。

　肩に担かつがれた朧月は「いーやー……」と往おう生じよう際ぎわの悪い悲鳴を上げていたが、知ったことではない。というより、いつものことなので全部聞き流した。
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　静せい心しんは、午後になると執しつ事じとともに戻ってきた。

　正せい房ぼうの二階。

　執務室に入るのは久しぶりだが、特に様子は変わっていなかった。

　光を透かす薄紙が貼はられた格こう子し窓まど、古びた黒こく檀たんの大きな文ふ机づくえ。いくつか置かれたやはり古い衝立には、透かし彫ぼりの花や鳥が散りばめられている。

　五年前の疫えき病びようで州の財政が厳しくなった際、焼け石に水なのは承知の上で、静心は売れるだけの家財を売り払った。命綱の牛たちに死なれて破産し、首をくくることまで考えていた牧場の人々を援助するために。

　今残っているのは、ろくな値段がつかなかった流行遅れのものと、ラーサ法族などから贈られた民族の絆きずなを象しよう徴ちようする品ばかりだ。

「ルアンから話は聞いた」

　静心は手が切れそうなほど鋭い光を宿した瞳で蒼そう刻こくを見やると、まずそう言った。

（ルアンから……？）

　今日は朝からずっと邸に、というか朧ろう月げつのそばにいた彼に、何を聞いたのだろう。

（……わたしは蒼刻さんとお話ししたり、お散歩させられたり、内職をお見せしたり、冥めい銭せん作りをするくらいしかしていなかったような）

　首をひねる朧月の隣で、蒼刻には意味するところがわかったらしい。憮ぶ然ぜんとした顔で、静心を見つめ返している。

　控ひかえめに焚たかれた白びやく檀だんの香は、静心の清せい廉れんな風ふう貌ぼうには似合いすぎるほどだが、その香りがかき消されたと錯さつ覚かくするほどの緊迫感が、一瞬はりつめた。

「貴き殿でんの寝台に、愛馬の首を転がしてくれようか」

「また猛もう烈れつにえぐい脅おどしだな」

「我が州伝統の脅し文句だ」

「どんな伝統だよ」

「に、兄さま……それでも、あいさつなのですか？」

　昨夜の時点ではなはだ疑問であったことを、朧月は再び問いかけてしまう。

「無論だ」

　……喧嘩を売っているか、罵ば倒とうしているようにしか聞こえないのですが。

　と、揺るぎなく冷静な異母兄に反論する度ど胸きようは、悲しいかな弱腰の朧月にはない。
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　ともあれ静心も蒼刻も話が先だと思ってくれたようで、胃が痛くなりそうな険けん悪あくな雰ふん囲い気きはそこで断ち切られた。

　肘ひじかけ椅い子すに悠然と背もたれた静心は、彼らしい簡潔さで切り出した。

「密輸の件で、情報を提供してきた者がいる」

「早いな」

　早すぎないか、と蒼刻は暗に言いたいようだった。

　訝いぶかる視線を正面から受けとめ、ゆっくりと白はく磁じの杯さかずきに口をつけてから、静心は答える。

「以前より、怪あやしい物と金の動きには目をつけていた。関係者をすべて把は握あくするまでは、泳がせておくつもりだっただけのこと」

「なるほど。一いち網もう打だ尽じんにしたかったわけか。――どう怪しいんだ？」

「あちこちで借金を作り、もはや破産寸前と言われていた商家がある。そやつが急に借金をすべて返済して破産をまぬかれ、商売を立て直そうとしているのだ。投機やめずらしい商品の売買で成功したような様子もないのに、実に突然に――まるで、空から降ってきた黄金を手に入れたかのように、金回りがよくなった」

「それで、密輸への関わりを疑ったのか」

「さもなくば押しこみ強盗でもしたとしか思えぬ、不自然な羽は振ぶりのよさなのでな」

　杯の中身は、桂けい心しんという香こう辛しん料りようでほのかな風味をつけて温めた葡萄ぶどう酒しゆだ。酒気が飛ばされているので、下げ戸こでも酔わずに飲みやすい。

　裾すそのひだ飾りをなびかせたルアンは、同じものを蒼刻に、酒がまるでだめな朧月には花茶を用意して、扉の脇まで下がっていった。部屋にはもう一人、執事も控えている。

「朧月」

　おもむろに異母兄に名を呼ばれ、朧月は驚いた。

　部外者とまでは言わないが、すっかり聞き手の気分で長椅子におさまっていたのだ。

「以前に教えたことを覚えているか？　このあたりで密輸のようにバレれば重い刑罰が待っている危険な金かね儲もうけに手を出すのは、どのような者が多い」

「たしか――普段から後ろ暗いことで稼いでいる無法者や……商売で思いがけない失敗をして、金策に困っている人です」

　静心は仕事の合間に、気晴らしだと言っては朧月に勉強を教えたり、その日あったことを話してくれる。朧月がおずおずと答えると、静心は合図にこたえて芸をした子犬を見るように、わずかに目を細めた。

　表情に乏とぼしい異母兄なりの「よくできました」という表情に、胸を撫なで下ろす。

「しかし此こ度たびの犯人は、どうやらその両方のようだ」

　両方？　と蒼刻が眉をひそめる。朧月も、兄の顔をじっと見た。

「密輸を計画したのは、おそらく国軍が目星をつけたとおり黄こう巾きん賊ぞくであろう。件くだんの商人は黄巾賊から必要な資金を与えられ、甘い言葉に惑わされて、密輸を実行した。巨万の富の対価に、商人としての知恵と経験を提供した形だ」

　なるほど。

　たしかに密輸で一いつ攫かく千金を狙ねらおうにも、元手がなければ買い付けもできない。そこに黄巾賊がつけこんだのか。

「ですが……黄巾賊は、どうして密輸に手を出したのでしょう」

　問題の商人がどこのだれなのかというのも気になるが、朧月はつい、そちらを先に訊いてしまった。

　父や異母兄のしてきた仕事をすべて知っているわけではないが、少なくとも今まで、絲し路ろでの密輸事件に黄巾賊が関わった例はないはずだ。

「近年ようやく、絲路周辺での民族紛争が治まってきたのも、理由として大きいだろう。交易路がまともに使えない、危険が多すぎる状態では、密輸をしたところでさして利益は上がらない」

　静心はそこで、考え顔をしている蒼刻へと視線を流した。

「だが、黄巾賊がなにゆえに密輸を、という点については、我われらよりも国軍のほうが調べが進んでいるのではないか？　我が州はこれまで、ほとんど黄巾賊の被害を受けておらなんだのでな。彼奴きやつらについての情報はまだ足りぬ」

「俺もまだ正式に護ご花か七将軍になったわけじゃないから、機密級の情報は伏せられている可能性もあるぞ」

　双そう璧へきは用心深いから。そう前置きして、蒼刻は補足を引き受けた。

「簡単に言えば、やつらは活動資金を集めるのに、裏の商売に多く手を出している。有力者をたぶらかしては呪じゆ詛そを売りつけ、報ほう酬しゆうをいただくのが得意技だが、さすがにそれだけでは足りないんだろう」

「怪しげな薬を売っているという噂うわさも聞くな。だが今回はこれまで以上に多額の資金を、それも一気にかき集めにかかっているのかもしれぬな？」

　薄く研とがれた刃やいばよりもぞっとする危うさを秘めた、静心の意味ありげな言いよう。

　それで朧月も想起する。

「……やはり――戦いくさになるのですか？」

　震ふるえを抑えるのに集中したせいか、奇妙にかすれた声になってしまった。

　黄巾賊との戦場が黒こく烏う州になるかもしれないというのは、以前、睡すい蓮れん古こ城じようという城じよう市しで聞かされている。

　だが、そのときはまだ「あくまでも可能性のひとつ」という話だったのだ。

　黄巾賊はどうやら西の山岳地帯に拠点を持っているようなので、そこに接する州――すなわち黒烏州と紅こう英えい州、どちらかが巻きこまれるかもしれないと。

　国軍の戦に、協力しなくてはいけないと。

（黒烏州……なの？）

　まだ復興も完全ではない故郷が、戦火に巻きこまれること。

　黄巾賊が迫っていること。

　その両方に、冷たい針はりをうなじに押し当てられたような恐怖感を覚えたとき。

「できる限り、戦は回避する」

　きっぱりとした口調で言ったのは、蒼刻だった。

　その声自体に驚いたのと、なぜそんな理想めいたことを口にできるのかという戸と惑まどいで、朧月は何度も瞬まばたいてしまう。

　うかがうと、静心を含む三人は、どことなく興味深そうに蒼刻を見ていた。

　全員の視線を引き寄せた格かつ好こうになった蒼刻は、ちょっと居心地悪そうに目をすがめた。

「別に、ビビリ屋のおまえを慰なぐさめるために安やす請うけ合あいしてるわけじゃないぞ。双璧はもともとそういう方針だ」

「戦はなるべく避けるのが方針、ということですか？」

「ああ。真の戦上手は、戦を始める前に勝ちをとる。つまり軍隊を動かさずに、相手の戦力を徹底的に削そいでいくってことだ。今回密輸の経路を潰すのもそのひとつだな。活動資金の流れを断たっていけば、やつらは自おのずから弱体化する」

　失礼ながら半信半疑といった感じで訊き返してしまったのだが、蒼刻は気を悪くしたふうもなく補足してくれる。どうやらよくある疑問のようで、答え慣れていた。

「だからおまえも、最悪の想像ばかりするのはよせ。いいな？」

「……はい」

　迷路の出口を見つけた思いで、ゆっくりとうなずく。

　国軍とは戦のためにある組織。神しん華か国の害がい毒どくと敵は叩たたき潰すのみ。

　そんな先入観がぬぐえずにいたので、戦を回避するのに力をそそぐ方針は、正直なところ意外だった。異母兄が双璧を評価しているのも、彼らの戦術だけではなく、そのあたりの手腕を買っているのだろうか。

「戦にならないよう、願っています」

　本音をあふれさせた後で、戦がなければ活躍の場もない地位の方には失言だったかと後悔する。

　しかし予想に反して、蒼刻は浅からぬ実感のこもった口調でうなずいてくれた。

「俺もだ。うちの戦闘馬ば鹿かの兄貴ならいざ知らず、俺は人を殴るのが好きっていうわけじゃないからな。戦なんて、できれば起こさないほうがいいに決まってる。平和な世で武官が無用の存在扱いされるのは――正直うれしくはないが、本当はいいことだからな」

（……やっぱり蒼刻さんの、こういうまじめなところはいいなあ）

　内心ひそかに再認識する。

　それにしても、本当にどんな御兄君なのだろう。

　おかしな興味を煽あおられるが、かと言って直接お逢いしたいとは微み塵じんも思わなかった。
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　細かい情報の共有が一段落して、ルアンが杯や茶ちや請うけの皿を片付けはじめたとき。

「そういえば、昨日のあんたの大事な用ってのは、なんだったんだ？」

　蒼そう刻こくがふと訊たずねた。

　貴殿の来訪よりはるかに大事、とまで言われたので地味に気になっていたらしい。

　秘密にする内容でもなかったようで、静せい心しんは机に小山を築いている書類を執事とともに分類しながら、さらりと答えた。

「俗ぞくに言う汗かん血けつ馬ばが、山岳地帯から運ばれてきたのでな。迎えに行った」

「汗血馬だと!?」

　すぐそばにあった衝立をなぎ倒しそうなほどの大声で、蒼刻が繰り返す。

　隣に座っていた朧ろう月げつは、危うく茶をこぼしかけた。

「す、すごい食いつきですね蒼刻さん……」

「あたりまえだろう、天てん馬まとまで言われる幻まぼろしの名馬だぞ。国軍の連中なら一人残らず、俺と同じかそれ以上に滾たぎるに決まってる」

「そうなのですか……。兄さまがよく乗っておられるので、そこまで稀き少しようだとは思っていませんでした」

「我が家にいるのは、たいした商品価値はないがな。黄金の毛並みの汗血馬ともなれば、一頭で邸てい宅たくが五つ買える額がつけられる」

　汗血馬が神しん華か国内では稀少だということは知っていたが、具体的な価値には疎うとかった朧月も、これには息をのんだ。だから御おん曹ぞう司しの蒼刻でも、こんなに興奮しているのか。

「この邸にも汗血馬がいるのか？」

「裏の厩きゆう舎しやにな。とうに二十歳を越えた初老の馬だが、穏やかな気質でよく働いてくれる」

　その年頃では、さすがに売りものにするのは厳しい。軍馬になどもっての外ほかだ。

　それでも、見たいという気持ちは、蒼刻の胸の内側いっぱいにふくらんでいるらしい。

「あとで厩舎にご案内いたしますね」

「絶対だぞ」

　まじめに念を押す蒼刻が可愛らしく思えてしまい、朧月はにやけ顔を隠すのに苦労した。

　対照的に、静心は冷めきっている。

「御曹司がそこまで昂こう奮ふんするとはな。黒こく烏う州刺し史しとラーサ法族の友好の証として、数年に一度贈られてくるだけの馬なのだが」

「田舎いなかってのは変なところで贅ぜい沢たくだな」

「貴殿の実家では、大型の帆はん船せんをいくつも保有しているであろう？　それと同じだ」

　帆船もまた、高いものでは城が買える値段になるらしい。

「しかし、我が邸で世話のできる馬の数は限られているのでな。一部は、州の発展に貢こう献けんした名家に預けることがある。昨日来た汗血馬を預けた相手と、夕刻に会う予定だ」

　――場所は商業区の外れ。

　疑惑のかかった「最近まで破産寸前だった商人」。

　その情報を提供してきた人物と、腰を据えて話す時間をもうけたのだという。蒼刻はもちろん同行を望んだ。

「情報をくれたのは、何者なんだ？」

「同じ、この州都に住まいを構える商人よ。疑惑の商人とは数十年来の商売敵がたきだ」

「でも汗血馬を預けるってことは、あんたはその男を信用してるのか」

「仲よしこよしはしておらぬがな。愉ゆ快かいな男だ」

　ルアンを手伝っていた朧月は「もしや」と思った。

　静心がそういう言い方をする州都大家の人物は限られている。

　あの人かな。などと推理しつつ、今度こそきれいに話がまとまったようなので、朧月はめでたしめでたしの口調で言った。

「それじゃ、わたしは張ちようさんたちとお留守番ということで……」

「おい」

　たちまち蒼刻に怖い顔でにらまれてしまったが、いつでもすぐ折れる爪つま楊よう枝じのごとき朧月でも、今回ばかりは簡単には譲ゆずれない。

「おまえも来い。商業区にいる幽鬼からも、何か情報が得られるかもしれないだろ」

「ですが、黄こう巾きん賊ぞくのことが心配ですし……わたしはおとなしく引きこもっていたほうが、兄さまや蒼刻さんにご迷惑をおかけしないと思いますよ？」

　これもまぎれもない本音だが、もうひとつ、朧月には行きたくない理由があった。

　蒼刻によって皇こう都とに連行されることには、いくらかなじみつつあっても。

（州都は……）

　脳のう裡りに浮かぶのは、窓辺にやってきて花をくれた、幼おさない少女の笑顔。

　生まれて初めて得た、生きている人間の友達。

　そして五年前、自分の異能のせいで傷つけてしまった人。

　彼女は州都随ずい一いちの火薬商の娘で、かつては川向こうの商業区に住んでいたのだ。良家の一人娘なのにほとんど馬車を使わず、いつも徒歩で幽鬼院まで通ってきては、来る途中で摘つんだという花をおみやげにくれた。

　彼女との傷だらけの別れを思い出すと、身体の芯しんがじわりと重たくなる。

　商業区に向かうのは、想像するだけでも息苦しいものがあった。

（でも……）

　異母兄の手伝いができる機会など滅めつ多たにない。蒼刻が行くと言うのなら、一緒にいたいという気持ちも同時にある。

　迷いに揺れつづける翡ひ翠すいの瞳を、蒼刻が膝ひざをかがめてのぞきこんできた。

「迷ってるのか？」

「え？　……まあ、その、少しは」

「迷ってるなら行け。というか俺が連れて行く」

「は？　ちょっと待ってください、わたしの意思は結局どこにきゃああああああ！」

　蒼刻の横おう暴ぼうにも、静心は今回ばかりは待ったをかけなかった。

　代わりに、こう言った。

「その前に。――貴殿の容姿はそのままでは悪目立ちする。身分がバレて厄やつ介かいごとになるのが嫌ならば、多少は変装をするべきだと思うが？」
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　蒼そう刻こくの着替えには、時間はかからなかった。

　服は執事と静せい心しんのものを適当に借りて、商家で接客をする青年のような清潔な身なりにするだけで済んだからだ。

　てこずったのは、目立つ銀髪の処理である。

「これって、いい髪かみ粉こなんだけどね」

「元が銀色では、さすがに完かん璧ぺきな漆しつ黒こくにはならぬか」

　ルアンは残念そうに、静心も淡々とだが不満そうに続ける。

　おもしろそうだと見物に来た星せい彩さいと張ちようさんまでもが、勝手なことを言いだした。

「あらまあ。さっきまでは、ちょっと不良入った武官さんだったのに」

「今ではまるで、どこぞの無法者のようじゃのう」

「ほっとけ！」

　黒く染め、高い位置で束たばねた髪を鏡で確かめながら、散々な評価にうなる。

　眼がん帯たいもいつもの鍔つば型がたはやめて、黒い絹でできたものに変えた。内職で手芸に慣れている朧ろう月げつが、急いで作ってくれたものである。

　……たしかに黒髪のせいで生せい来らいの目つきの鋭さがさらに強調されてしまっているのは、認めざるを得なかった。

「わたしは、この色もすてきだと思いますよ。夜が明けかけた空の色みたいで」

　褒めてくれるのは、のほほんと素直な少女だけだ。

　きらきらした翡翠の瞳に見上げられるのは、無論、悪い気はしない。

　さっき妙に暗い顔（いつも表情が明るくない娘だがそれ以上に）をして外出を拒こばんでいた彼女が、心なしかはしゃいでいるのを見れば安心もする。

「惚ほれ直したか」

　けれど面おも映はゆくて、蒼刻はつい普段どおりのへらず口を叩いてしまった。

「はい！」

　朧月は感激の面持ちのまま、驚くほど素直にうなずく。

　…………ちょっと待て。

「おまえ――」

「あ、ち、違います！　あ……いえ、その、本当はあまり違わないけれど違うんです！」

　もともと惚れてたのか、と。

　別に真に受けたわけではないが、思わずそう訊いてみたくなった蒼刻をさえぎり、朧月は髪飾りを飛ばしそうな勢いで首を振る。

　口にした後で、自分の言葉の意味に気づいたらしく、耳まで真まっ赤かなのが可愛らしい。

　が、言っていることは意味不明だ。

　蒼刻は身をかがめ、逃げだしたいという気持ちを隠せていない少女の顔をのぞきこむ。

「結局どっちなんだ」

「……どちらと言われましたら――……それはもちろん、かっこいいのですが」

「ありがとよ。で、惚れ直したのかそうじゃないのか、どっちなんだ？」

「う……」
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　調子に乗って攻めこんだそのとき、背後で殺気が生じた。

「うお!?」

　と同時に、すぐ横にあった衝立が倒れてくる。寸前で押さえたからいいが、気づかなかったら頭を強打していただろう。

「この衝立も古くなったな。ひとりでに倒れてくるとは恐ろしい」

　恐ろしいほどの無表情で静心が言い、その後方で、ルアンが大きくうなずいている。

　どうやら常識があるらしい執事だけは、「うちのあるじが本気ですまん」とでも言いたげな困り顔だった。

「ずいぶんと棒読みだな」

「私が蹴けり倒したという証拠はなかろう」

　堂々と開き直る黒こく烏う州刺史は、冷ややかな美貌とあいまって、実に憎たらしい。

　だがそんなわだかまりも、朧月から聞けた言葉ひとつで癒いやされるから、結局は悪い気分ではない蒼刻だった。

「なんかもう、周りが見えてませんね、お二人とも」

「うむ。姫はともかく、蒼刻がああなるとは儂わしも意外じゃった。大丈夫かのう」

「それは武官さんの生命的な意味ですか？」

「まあ、それもあるがのう――」

　などと幽鬼と白虎がひそやかに内緒話をしたのは、彼らだけの秘密である。
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　幽ゆう鬼き院いんがある黒こく烏う州の州都は、龍りゆう珠じゆというたいそう立派な名があり、川によって東と西の街区に分かたれている。

　船着場には主おもに北の紅こう英えい州から運ばれてきた食しよく糧りようや石炭をおさめる倉庫が並び、船乗りや旅人を狙った露店は大にぎわいだ。

　川なので、帆ほのある船よりも、帆がなく漕こいで動かす平ひら底ぞこ船せんのほうが多い。中には観光客に川下りを楽しませるための、彩色された船も見られた。

　自由市場は盛せい況きようで、色とりどりの毛もう氈せんや織物を広げた旅商人の中には、明らかに神しん華か国の人間とは違う服装や顔立ちの者もいる。

　絲し路ろが細々とだが甦よみがえりつつあるという話を、蒼そう刻こくは実感とともに思い出した。

　と、馬車の中から――

「今はまだ駱らく駝だでの交易が主だが、紛争で荒れた通商路を整備できれば、牛車や馬車も使えるようになる。そうなれば、今の十倍は栄えるであろう」

「……整備できるのですか？」

「すでに山岳民族の協力はとりつけてある。黒烏州のみの予算では厳しいが、あとは国府から支援をとりつけられれば可能だ。調べたところ、西さい域いきではまだまだ絹の需要が高く、こちらの陶磁器や茶葉、香料などの人気も衰おとろえていないとか」

「そういうもので大儲けができる、と訴うつたえれば……ということですか？」

「教えたことを忘れておらぬようだな。褒めてつかわそう」

「あ、ありがとうございます……」

　異母兄妹の会話は、思いのほか知的だ――と感心していたのに、最後の最後で「この妹馬鹿」とつっこみたくなった。

　きっと静せい心しんはいかにも無感動そうな仮面をつけて、朧ろう月げつの黒髪をいい子いい子と撫でているに違いない。そんな雰囲気だ。

（なんなんだこの、やってられねえ空気は）

　さっきのおまえも相当だ、と蒼刻につっこむ者は残念ながらいない。

　想像だけでひそかにふてくされていると、御ぎよ者しや台だいに腰かけている執事が気を遣ってくれたものか、声をかけてきた。

「御曹司どの。本当に徒と歩ほでいいんですかい？」

「――ああ。俺も、街中をじっくり見るのは初めてだからな」

　返事が一瞬遅れたのは、こうして彼とサシで話すのは初めてだと気づいたせいだ。

　今さらだが、改めて顔を見上げる。

　瞳は、光の強い黒。

　暗い赤色の髪の陰――こめかみに、古い刀傷がある。

　特に整った顔ではなく、しかも目がやや三さん白ぱく眼がんぎみだが、愛想がよくマメな性分が顔に出ている男だ。歳としの程は静心と同じか、少しだけ上といったところ。

　肩幅は広く、上着の下にある腕も頑がん丈じようそうで、立派な体格だ。執事というより用心棒と言われたほうがしっくりくる。実際、静心の護衛も兼ねているそうだ。

「陸りく志し雄ゆう、だっけ？」

「覚えていただけてたとは光栄だぜ――いや、光栄ですぞ？　うん？」

「無理して敬語使わなくていいぞ」

　どうやら静心にもかしこまった態度はとっていないようだし、劉りゆう家の威い光こうを笠かさに無理をさせる趣味は蒼刻にはない。

「静心やルアンとは違う感じを受けたからな。ある意味、印象的だった」

　それに、有力貴族にも同じ陸という姓の大家があったためだ。

　もちろん静心の執事が、その貴族ゆかりの者のはずはないが、なんとなく覚えやすい。

「ま、よく言われますぜ。なんて美人な刺史さま、なんて可愛い侍女、あれ？　なんて普通な執事なのってね」

「俺は、あんたはあの主人に仕えててよく胃を壊さないなと感心してるぞ」

「あははははのは」

　志雄は苦笑いだ。そして、声を低めて助言をくれた。

「あの冷たい目と罵ば詈り雑ぞう言ごんを真正面から受けとめてると胃を壊しますぜ。がんばれ御曹司どの。俺はあんたに期待している」

「期待って、何をだ？」

「ご勘かん弁べんを。それを口にしたら、俺は刺史さまに叱られちまうんでね」

　玄げん静心は繊細そうな顔のわりに、言うことやることが容赦ない。蒼刻は深く同情し、つっこむのはやめておいた。

　ため息をついて、ちら、と馬車の扉へと目を向ける。

「しかし――外出ってほどの距離じゃないし、馬車出すほどの距離でもない気がするが」

　蒼刻は聞こえよがしに言い、

「どうせなら、町を眺めながら歩くほうが楽しいと思うぞ？」

　馬車の中にこもりきりの少女に提案してみた。

　待っていたのは、普段どおりの、どこかとぼけたような引きこもりたがりの言葉。

「嫌です」

　しかし実際に返ってきたのは、ぞくりとするほど悲しげで、かすれた声だった。

　彼が茫ぼう然ぜんとしていることに気づいたのか、朧月は決まり悪そうに取り繕つくろう。

「……距離の問題では、ないんです」

「じゃ、なんの問題――」

　口にしかけた次の刹せつ那なに、察する。

　冥めい界かい公こう主しゆ。

　死を司つかさどる冥めい皇こう上じよう帝ていから生まれた姫。

　幽鬼が見えるせいで、そんなふうに州都の民から恐れられているのだと。

「いえ……それはもう、あまり怖くなくなりました」

「なに？」

「蒼刻さんが何度も、わたしの異能を怖くない、と言ってくださいましたし……それに、天てん祥しようさまみたいに奇特な方たちとも逢えましたから。ほかの人に怖がられても、別に構わないんじゃないかと……今は思えます」

　飢うえた栗り鼠すが冬枯れの森でやっと見つけた木の実を嚙かみしめるような、大事そうに語る声が耳にしみいる。

　小動物にも似て、絶えず何かを怖がっているようなところのある彼女がしっかりしたことを言うのは、聞いていて満足感がある。だがそれだけに疑問も深まった。

「だったら、何が怖いっていうんだ」

「それ……は――」

「――朧月。もうよい」

　もどかしいやりとりを断ち切ったのは、静心の声のあまりに冷厳な響き。

「貴殿もこれ以上、この話題を続けるのはよせ。密輸の件でも考えておくがいい」

「玄静心……」

「さもなくば、貴殿の兄の捜索にはもう協力できぬ」

「そこまで言うか」

　蒼刻は、薄い扉など射抜きそうな鋭い目になる。過保護なのは知っているが、何をそんなに警戒して遠ざけようとしているのか。

　馬車の中からは「兄さま、そこまで言わなくても……」と狼ろう狽ばいする朧月と、それを淡々となだめる静心の会話が、さっきより低めた声で続けられている。

　もうじき到着だ、と言われても、簡単に頭を切り替えることなどできそうになかった。

（あいつ、何を怖がってるんだ？）

　あの珍獣を外の空気になじませてきたという自じ負ふがあるだけに、今の朧月の怯えようは捨て置けなかった。

　なんだ。一体何が、俺が躾しつけてきたあいつを、昔に逆戻りさせるみたいにする。

　それはほとんど怒りにも似た想いだった。

（思い出せ）

　短くはない時間をそばで過ごし、ふれ合ってきた。

　朧月は年頃の娘にしては、おしゃべりを好むほうではないが、水さえ向ければ話が途切れない程度には聡明で、おまけにちょっとズレている。

　そこが蒼刻の性分には合っていて、なんだか無性につつきたくなる部分なのだが。

（――……そうか）

　なぜそれを失念していたのか、という事実にようやく思い至いたる。

　そのとき馬車が止まった。

　御者を務めていた執事がひょいと馬車を離れ、並んだ邸宅の中でもひときわ立派な門もん楼ろうへと向かう。

　門番がうなずき、やがて中から老ろう僕ぼく――その家に仕える白しら髪が頭の使用人が現れた。

「玄静心さまでございますね。主人は正房でお待ちかねです」
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　叢そう緑りよく堂どうという名のその邸宅は、字のとおり、神しん華か国にはめずらしく芝しば生ふや木々の緑を主役にした庭園を四し囲いの内に抱えていた。

　中庭には大きな柳やなぎの木が配され、今日のように晴れた日はそこで商談などもするのだろうか、籐とう製の椅子と円卓が静かに客人を待っている。

「こちらです」

　と案内された室内もまた、調度品を緑や茶系の色でまとめて、草そう庵あんの中を思わせる空気を演出していた。床ゆかに敷きこまれたじゅうたんは、鹿しかや兎うさぎといった野山の生きものが踊る織り模も様よう。独特の色使いと羊毛の使い方――どうやら西域からの輸入品のようだ。

　幽ゆう鬼き院いんよりも金がかかっていることはわかるが、いわゆる成金趣味のゴテゴテしたいやらしさはない。

　それだけに、ここに住む商人の賢かしこさや世渡りの巧うまさを思わせた。

　客間に腰を下ろしてすぐに、どすどすという足音が響き、荒々しく扉が開いた。

「やっと来おったか、我らが刺史さまは！　待ちくたびれて午ひる睡ねしてしまうところだったわい」

　うるさいくらいのあいさつとともに入ってきたのは、あるじらしい壮年の男。

　あと十年もして総白髪になったら、だれからも「狸たぬき爺ジジイ」と呼ばれそうな風ふう貌ぼうだ。

「久しいな緑りよく狸り」

　緑狸っておい。後方にいた蒼刻はとっさにつっこみそうになった。

　自みずからの兄をプーだアホだと罵る蒼刻が言えた義理ではなかろうが、見たまますぎる強烈なあだ名である。

「おまえさまが顔を見せんからだろう！　このわしがいつでも歓迎すると言ってやっているのに、ありがたみの薄い男だ。むむむ」

「ふん。貴き様さまとて、隠いん居きよする隠居すると言っておきながら、未いまだに店先に出て商あきないに口を挟んでいるそうではないか」

　緑狸こと柳りゆう雨う村そんは、六十に手が届くか届かないかといった歳の頃。四角ばった顔をした男で、晩春らしい若葉色の上じよう衣いを着こんでいる。

　後から聞いた話だが、彼は緑が自分の幸運を招く色だという占うらないを信じており、常に身につけるものに緑色を欠かさないそうだ。

　まさに「緑狸」だが――

（ひと癖ありそうな面つら構がまえだな）

　黒髪をきちんと巾きんでまとめて、髭もあたっているのに、どうも悪徳商人っぽい。

　そんな印象がぬぐえないのは、ふてぶてしい表情のせいか。

「ぬはっはっは！　あいかわらずだな我らが刺史さまは。だが、それでこそだ」

　そんな顔に似合わず人なつっこい性格なのか、静心の愛想もへったくれもない態度を気にもせず、緑狸は豪ごう快かいに笑う。
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「わしの趣味の一等は、やはり金儲けだからな。日がな一日囲い碁ごの手を考えたり、庭の手入れをするよりも、金のにおいを求めてあれこれ動くほうが楽しいのよ。――時に、そこの若者は見ない顔だな。新しく雇やとったのか？」

　緑狸の目が、後方に控えていた蒼そう刻こくをとらえる。

「むむむ。見たところ、遣い手のようだが」

「臨時で雇った虎とら使いだ。白虎を使し役えきして戦う用心棒、といったところだな」

　蒼刻が答えるより早く、静せい心しんがさらりと突とつ飛ぴな噓をのたまった。

　おい!?　と思わず声を上げそうになるが、ここでその噓っぱちを否定しても、特にいいことがないのはわかっていた。

（あいつの噓に乗るしかない――が、どうしろってんだ。どうすれば虎使いらしいんだ）

　すっとんきょうな設定だが、そのくらいのほうが、下へ手たに身分を勘かん繰ぐられなくて効果的なのかもしれない。そう、前向きに解釈しようとした矢先だ。

「職業柄、獣けものくさいのには慣れているそうだ。なんとなれば、厩舎で馬ま草ぐさまみれにして寝かせても構わぬぞ」

「むむむ。厩舎がいいとは物好きな男だな。しかしわしの厩舎は賓ひん客きやくが来たばかり。その案はちと呑めんなあ」

「…………」

　汗血馬が大事でみだりに外部の人間に見せたくないのはわかるが、馬以下の扱いをされている気がするのが微妙だ。

（俺への嫌がらせにあんな噓の設定をつけたんじゃないだろうな、玄げん静心）

　むしろそうとしか思えないのが困る。蒼刻はひそかに半眼になった。

「そちらの小さな娘さんは、新しい侍女か」

「いや、彼女はとある道どう士しに仕える娘だ」

　と、静心はこれまた息するように平然と噓を重かさねた。

　朧月はびくっと肩を震わせ、戸惑いがちに、被布の陰から異母兄をうかがっている。

　たしかに朧月は、道術を得意とする護ご花か七将軍からいくらか指導を受けたが――その設定はいかがなものだろう？

「慎つつしみ深い娘でな。貴様のようにギラギラした男は苦手だ。あまり構うでないぞ」

「ぬはっはっは！　うちの女によう房ぼうには、昔ほどギラギラしなくなったと文句を言われているほどなんだがな。いいだろう。では話を始めるとするか。――おうい、茶を持てい！　我らが刺史さまのために、とびきり甘いのをな！」

　話が始まる前に、精神的に消しよう耗もうした心地で、蒼刻はため息をついた。

　いろいろな意味で刺激的なことが続いたせいか、さっき聞いたばかりの緑狸の本名をもう忘れかかっている。

　すぐに老僕によって運ばれてきたのは、西域渡りだという分厚い硝子の杯だった。

　平たい砂糖の塊かたまりをかじりながら飲む紅茶には、神華国で採とれる茶葉とはどこか違う、めずらしい風味がある。添えられた桃の蜂蜜漬けは、国内のものだろう。

「絲し路ろの中ほどにある国では、そういう呑み方をするそうだ。間違っても密輸の品ではないから、堪たん能のうしてくれ。ぬはっはっは！　――さてと、我らが刺史さま。わしはどこから話せばいい？」

「貴様が石せき家が密輸に関与していると気づいた、そのきっかけから聞きたい」

　石家。

　それが密輸、ひいては黄こう巾きん賊ぞくとの関わりを疑われている商人の姓だと、蒼刻はこのとき初めて知った。どうやら州都でも旧家の部類らしい。

　話はおおむね静心と緑狸との間で進み、雇われ者という肩書に（勝手に）された蒼刻はほぼ聞き手だ。

　噓の設定を見抜かれることより、同席する朧月が非常にいづらそうにしていることのほうが気がかりなくらいで、まあ気楽だったが――

「おまえさまは、今度は相棒の虎も一緒に連れてくるがよい。虎使いということは、火の輪くぐりなどもできるのだろう？　わしはちょほいと見てみたい」

　最後の最後で、緑狸に真顔でそう期待されたときは、さすがに少し焦あせらされた。
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　結局その日は、緑りよく狸りこと柳りゆう雨う村そんが宴まで開いて静せい心しんを離したがらなかったので、叢そう緑りよく堂どうに泊とまる流れになった。

　おうちに帰りたくて仕方ない朧ろう月げつにとっては不運なことだが、異母兄の交友関係の邪魔にはなりたくない。ここで自分だけ帰りたがって空気を悪くするのは、気が引けた。

　慣れない宴は気配を消して（特技だ）乗り切って、ひと足先にお暇いとまさせていただいた。

　酒も飲めない年頃の娘だということで、その希望はあっさり通されたのが幸いである。

（……つ、疲れた……）

　案内された部屋の長椅子にまず倒れこみ、しばし沈没する。

　外に出て、見知らぬ人たちと接した後の疲れは途と方ほうもない。

　手足に鉛なまりが詰まった袋をくくりつけられたかのようだ。おうちに帰りたい。

　もちろん本当なら、自分にしかできないこと――この近辺にいる幽鬼たちから噂話でも聞いておくべきだと、頭ではわかっているが、ひ弱な身体ではすぐに動けそうにない。

　胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりの自分が、こういうときは困りものだ。

　少しだけ……と自分を甘やかして、朧月はまぶたを閉じた。けれども期待したような、つかのまの眠りは呼べなかった。

　代わりに記憶の底から目の奥に浮かび上がってきたのは、夜よりも暗く悲痛な光景。

　五年前の。

　――『もう二度と娘に近づかないで！』

　朧月の異能の影響を受けたせいで、恐ろしい幽鬼に遭あってしまい、心が壊れかけてしまった少女。その底なしの黒い穴のようだった虚うつろな瞳と、彼女の母親がほとばしらせた嘆なげきと怒りの声は、生しよう涯がい、記憶から消せないだろう。

　商業区の一角にあった邸での出来事だ。この邸からも、そう遠くない場所だと思う。

　頭から凍こおりかけの水を浴あびせられたような衝撃を思い出すと、今でも寒気がした。

　だが本当につらいのは、責められたことよりも、罪を償つぐなうすべがないこと。

　少女たちの一家はすでに州都を去り、あれから一度も連絡をとれていないのだ。

（……今はどこにいるのかな）

　どうか悪い幽鬼に遭わずに、幸せでいてほしい。

（でも……もし本当に、黄こう巾きん賊ぞくとの戦になってしまったりしたら）

　彼女たちにも戦火が及ぶのかもしれない。その可能性に初めて思い至り、朧月はにわかに悪お寒かんで身震いした。我が身を抱きしめる。

（あの子がまだ黒こく烏う州にいるとは限らないけれど……でも――）

　と。

　扉を叩く音が、悪い想像の渦うずに巻きこまれていた朧月をうつつへと引き戻した。

　なぜか直感で――叩き方の癖だろうか――それがだれなのかを察し、反射的に答える。

「ええと、今はだれもいません」

「今日はもう外には連れ出さねえから、さっさと扉を開けろ」

　朧月が外に出たくなくて、噓にもならない見え透いたことを言ったのだと、蒼そう刻こくは思ったようだ。普段やらかしているせいなので、誤解されても反論しづらい。

　本当は浮かない表情を見られたくなかったのだが、彼の凄すごむように低めた声になぜだか癒されて、朧月は扉を開けにいった。

　少し灰色がかった黒に染められた髪の下で、彼の目は青く燃えていた。

　一瞬怒っているように見えたので身構えたが、どうやらそうではないらしい。

「やる」

「え？」

　ほとんど放り投げるみたいにして渡されたのは、小さな花束だった。

　しかも蒼刻には（失礼だが）まるで似合わない、野に咲く白い花を摘んで集めてきたかのような可か憐れんなものである。

「蒼刻さん……。お花摘みの趣味があったとは知りませんでした」

「なわけあるか。おまえの記憶を上うわ書がきしてやろうと思ったんだよ。……たしか、花を持って遊びに誘いに来てたんだろ？」

　ぶっきらぼうな口調。

　だれが、という主語をぼかした不自然な言い方だったが、もちろん朧月にはわかった。

（……気づかれてたの？）

　朧月がどうして商業区に来たがらないのかを。

　異母兄にかばわれるまま、口をつぐんでしまったのは朧月なのに、この人の野生の勘とやさしさは時に怖いほどだ。

　花束を抱えた胸がじわじわと熱くなり、泣きたくなる。友達だった彼女を思い出したときでさえ、涙は流さなかったのに。

　このまま黙だまっていたら子供のように泣きだしてしまいそうだが、湿しめっぽいのはいけないと思ったので、朧月はわざと軽口を叩いてみせた。

「彼女は……もっと可愛らしいお嬢さまでしたよ」

「俺に女装しろってのか」

「見てみたいかもしれません。以前の天てん祥しようさまは、よくお似合いでしたし……」

「あの方と一緒にすんな。いろんな意味で」

　こつん、と額をこづかれる。だがその力は、普段よりもずっと軽い。

　瑞みず々みずしい香りに浸ひたるふりをして、潤うるみそうな目元を花束で隠したけれど、蒼刻にはバレていたかもしれない。そんな心配をしてしまうほど、彼の声はひどく穏やかだった。







　どれくらい、二人きりのくすぐったい沈黙にひたっていただろう。

　なんとか涙を引っこめた朧月のほうから、小さく訊ねた。

「宴は……もういいのですか？」

「俺は所しよ詮せん、部外者だからな。口の悪い親子みたいに仲がいい緑狸と玄げん静心には積もる話があるそうだが、俺はひと足先に退席させてもらった。下手に長くいると、例のすっとんきょうな噓がバレそうだったし」

　虎使いの用心棒という設定か。異母兄もすごいことを思いつくと感心したものだ。

　そして蒼刻には気の毒だが、朧月も聞いたときは驚いて挙動不審になりかけた。

「おまえは今日の話をどう思った？」

「どう、とは……」

「俺は黒烏州のことも、ここでの商売や絲し路ろでの密輸についてもそう詳しくないからな。緑狸の情報をどこまで信用していいのか、判断しづらい」

（なるほど）

　花束を持っていなかったら、ぽんと手を叩いていただろう。

　緑狸が、商売敵を陥おとしいれるために噓の情報を流しているのではない、ということを彼は確かめたいのだ。当然のことである。

　窓辺の水すい盤ばんに花束を置き、貝かい殻がら細ざい工くで飾られた長椅子へと蒼刻を招いた。並んで腰を下ろすと、奇妙にほっとする。

「……蒼刻さんは、たとえばどのあたりに疑問を持たれたのですか？」

「そうだな。あの緑狸、瑠る璃りの売買の件で、石せき家とやらが密輸に関わっていると確信したと言ってただろう」

　瑠璃というのは絲路をとりまく国々の中でも、たったひとつの国でしか採れない、貴重で稀少な玉だ。

　大粒のものは装飾品に、砂粒以下のものは細かくすり潰して、「天上の青」と呼ばれる美しい群ぐん青じよう色いろの顔料として売れる。

　目も眩くらむような値のつく装飾品のみならず、瑠璃の青は皇族の陵りよう墓ぼに描えがく壁画には欠かせない。最高に贅ぜい沢たくな顔料なのだ。

「瑠璃の取引は、そんなにきっちり管理されてるのか」

「はい。瑠璃を輸出している国のほうでも、管理がたいへん厳しいそうですし……絲路の交易が再開しつつある今でも、一年間で決まった量しか買い付けさせてくれません。ですから兄さまは、瑠璃の取引をさせる商家を制限しているのです」

　緑狸つまり柳家も、瑠璃の取引を許された商家のひとつだ。

　それなのに、許可を得ていないはずの石家が瑠璃を――しかも少なくはない量を、秘ひ密みつ裏りに他州の商人に売りつけていたことが、商売の過程でわかった。あまつさえ、その値段は相場より異様に安かったのだ。

　――『あんな安値で売りつづけられては、こちらは商売上がったりだ』

　――『いや。あんな値段では普通は瑠璃を売れぬ。関税や手数料がばかにならんしな』

　緑狸はむっつりとした顔で言っていた。

　どこかの商家から普通に買い付けて流したのなら、石家の値段では赤字のはず。

　にもかかわらず石家が利益を得て、破産寸前だった財政を立て直したのはおかしい。

「しかも借金だらけだった石家には、高価で稀少な瑠璃を買い付けるだけの資金なんてないはずなんだよな」

「そうです。しかも石家が資金をどこから得たのかは、まったくの謎なぞで……」

　密輸ではないか。

　表おもて沙ざ汰たにできない、怪しい人間から資金を援助されているのではあるまいか。

「瑠璃の密輸は昔から絶たえないそうです」

「今も昔も、人気の衰おとろえない玉らしいな」

　鞋くつ底ぞこを二重にしてその中に忍ばせたり、ほかの荷にまぎれこませたり。奇想天外な方法で持ちこまれるのだと、異母兄に聞いた記憶がある。

「それに、あの緑――柳雨村さまは、昔から信頼の置ける方です」

　つられて緑狸と言いそうになり、意識して咳せき払ばらいをした。

「五年前に疫病でこの州がボロボロになったときも、真っ先に兄さまの仕事を援助してくださいましたし」

「まったく顔に似合ってねえな」

　眼光の鋭さに反して意外とやさしい蒼刻に言われては、緑狸も立場がなかろう。

　そう思ったが、口にしないだけの冷静さは朧月にもあった。

「それに兄さまは昔、刺史の地位を叔お父じさまと争うはめになったのですが……そのときに一番に兄さまに味方したのも、柳雨村さまです」

　先代刺史が没したとき、静心はまだ十歳余でしかなかった。

　そのため玄家の一族内では、いくら優秀でも若すぎると不安を訴える者が出てしまい、狡こう猾かつな叔父はこれはいい機会だとしゃしゃり出て、刺史の座を横から奪おうとした。州都の多くの名家を取りこんで、静心を孤立させようと図はかったのだ。

　そんな叔父からの誘いを鼻で笑い飛ばしたのが、当時すでに黒烏州では一二を争う大商人だった緑狸である。

　――『おぬしよりも、こやつのほうが金のにおいがするな』

　――『この州をうんと富ませ、わしを儲けさせてくれる予感がある』

　――『わしは、この若き刺史さまを支持しよう』

　緑狸が豪快にそう言い放ったことで、次代の刺史を選ぶ流れはだいぶ変わった。

　そうして結局、静心との対決に敗れた叔父は州都を去り、静心は朧月を保護しながら、今でも刺史として功績を積み重ねている。

「でも普段は……蒼刻さんが言っていた『口の悪い親子』というのが、結構近いかもしれません」

「じゃ、疑うだけ無駄だったか」

「そうでもないと思います。兄さまも……おそらく、無条件には雨村さんを信頼していないようですし」

　静心が特別に疑うたぐり深いというわけではなく、もはや刺史としての職業病らしい。

　どんな小さな情報でも、裏をとらずにはいられなくなる。異母兄はそうこぼしていた。

「玉といえば――おまえ、首輪はちゃんとつけてるのか」

「も、もちろんです」

　おもむろに低められた言葉にどきりとして、胸元の袷を押さえる。

　黒っぽく髪を染めた蒼刻は新鮮だし、いつもよりさらに大人おとなびて、かつ独特の艶が増して見えるのが魅惑的で困る。

　……惚れ直したというのは、実のところ間違ってはいない。こんなふうに、改めてかっこよさに見入ってしまいそうになるのだから。

「落としたり、傷をつけたりするといけないので……ほら、こうして大事に布袋に」

「それだと首輪の意味がねえだろ」

　守り袋のように懐の隠しに忍ばせているのを見せたが、蒼刻はお気に召めさないらしい。

「普通に首にかけとけよ」

「えー……もったいないじゃないですか」

「別に高いもんじゃないんだから、ケチケチすんな」

「……そういう問題ではないのですが……まあ、前向きに善処します」

　一応うなずきはしたが、どうにも貧乏性な朧月には難しい注文であった。

　布袋から取り出して首にかけ直すと、蒼刻が満足げに目を細めてくれて、その表情はすてきだと思ったが。
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　欠けたところのない月が、中天の近くまで昇りはじめた頃。

「おまえ、それはいつも持ち歩いてるのか？」

　静せい心しんに見つかって殺される前に部屋を出ようとしたとき、蒼そう刻こくはふと、朧ろう月げつの持参してきた荷物に目を留めた。

　自分で花を刺し繡しゆうしたという黒い布の鞄かばんの中、見覚えのある古ぼけた書物だけが、ほかの娘らしいあれこれとは異色だ。

　護ご花か七将軍の一人――来らい煌こう言げんが、余よ人じんとは違う素養のありそうな朧月に与えた、道術の書である。

　朧月は屈くつ託たくなくうなずいた。

「はい。難しい言葉が多いですし、一度読んだだけでは、理解するのはとても……」

「道術の勉強は怖くないのか」

　思わずそんな質問の仕方になってしまったのは、今日は彼女の怖がりなところや、悲しげな声に多くふれた気がするせいか。

　道術は黄こう巾きん賊ぞくにつながるモノでもあるので、この少女の不安の程は気になる。

　そんな蒼刻の杞き憂ゆうをよそに、朧月は生来ののんき面づらなりに、考えこむ顔つきを見せた。

「たしかに、怖いと思う部分もありますけれど」

「けれど？」

　やや決まり悪げに頰をかきながら、彼女はあきれるほどあっけらかんと言った。

「わたしが道術を学んで、紙と墨すみだけで作った護符を高く売れるようになったら、ボロい儲けができそうだなあと……」

　そして州の復興のためにお金を、と大まじめに言う。

　蒼刻は気が抜けた。

「おまえはたまに言うことがえげつないな」

「……もちろん、黒こく烏う州の人たちには安く売りますよ？　他州の方からは、少々ぼったくらせていただくだけで」

「だからそこがえげつないと……まあいいか」

　拍ひよう子し抜けしてつぶやき、常に薄ぼんやりとしているようで意外と抜け目ない少女の頭を撫でてやる。

（俺もたいがい、この珍獣に過保護になりかけてるな）

　まだ静心には負けるが。

　どうあれ、黒烏州刺史である兄の力になりたい、という想いはいじらしい。

　目指すところは「ぼったくり商法」とそこはかとなく不純だが、朧月が少し前向きになっていることに、蒼刻はひとまず満足しておいた。

　そのとき、静かな夜にはありえない、異様な音が聞こえてきた。

「――今のは……」

　朧月の白い顔に、さっと怯えの影がさす。

　生なまぬるい夜気を切り裂いたそれは、馬の慟どう哭こくじみたいななきと犬の咆ほう哮こうだった。







　第四章　琥珀の闇と瑠璃の影







　動物が人間にはなんでもないようなことに反応し、鳴いて暴れてと手がつけられなくなるのは、めずらしいことではない。

　だが厩きゆう舎しやの馬だけではなく、番犬まで異様な吠ほえ方をしている――否いな、しつづけているのは尋じん常じようではなかった。

　とん、と軽く肩を叩たたかれたのに、無む駄だにびくついてしまう。

「おまえはここにいろ」

　邸てい内ないで何かが起こっている。

　朧ろう月げつのそんな直感を裏づけるように、蒼そう刻こくは腰帯の刀を確かめながら出ていった。

　一人残された朧月は、まるで嵐あらしの夜に洞どう穴けつに置き去りにされてしまったかのような不安に襲おそわれる。

　とっさにお気に入りの被ひ布ふを頭からかぶって、灯あかりを消した。

　気配を殺し、かくれんぼのように部屋の隅に引っこんで、きつく膝ひざを抱き寄せる。

　暗くら闇やみに包まれる中、冬を越す蝶ちようのさなぎじみた体勢をとることで、引きこもりたいという衝しよう動どうをなだめつつ、朧月は頭を働かせた。

（兄さまは……ご無事かしら。柳りゆう雨う村そんさまと一緒だと思うけど）

　馬と犬の吠え声は、未いまだに断続的に聞こえてくる。正せい房ぼうや客間のある建物のほうが、不吉に騒がしい。

　石せき家の厳秘――瑠る璃りの密輸について調べはじめたから、口封じに凶きよう手しゆでも送ってきたのだろうか？　いや、いくらなんでも乱暴な推理か。

　緑りよく狸りだけならまだしも、刺し史しまで手にかけるのは無む謀ぼうすぎる。そんな最終手段に出るなんて、向こうから「密輸に手を出していました」と自白するのと変わらない。

　荒事慣れしていないので想像が追いつかず、きゅっと眉まゆ根ねを寄せたときだ。

　朧月が、その異様な空気を感じたのは。

「……!?」

　肌はだを刺す、全身に氷の針はりを浴あびせられたような怖おぞ気けに、ぎくりとする。

　強い情念に支配されて、生者を傷つけるほどの力を得てしまった幽ゆう鬼きが持つのと同じような空気だが、何かが違う気もする。

（もし幽鬼じゃないとしたら……何が……？）

　朧月が凝ぎよう視しする扉とびらの向こう――廊ろうに、おそらくその気配の主ぬしはいる。

　西の方角から、東へとゆっくり進んでいる。

　いずれ、朧月の部屋の前を通るだろう。

（通りすぎてくれればいいけれど……この部屋に入ってこられたら、どうしよう）

　月光のみが頼りの暗い室内で、怖い想像が加速する。

　気配の主は息をひそめ、音を立てず、何かを探すように蠢うごめきつづけていた。蛇へびが深い草むらを這はうのに似ている。

　だれだ。何を探しているんだ。だれか来て。兄さま、蒼刻さ――

（――だめ）

　蒼刻さんを呼ぶのはだめだ。頰ほおをはたかれたかのように一瞬取り戻した冷静さで、朧月は自分を戒いましめる。

　今は幸い蒼刻は近くにいるから、朧月が情なさけなく助けを求めても、なんでもないことのように助けてくれるだろう。彼はそういう、果か敢かんでやさしい青年だ。

　でも、いつまでもその恩おん恵けいにあずかるわけにはいかない。先日の睡すい蓮れん古こ城じようでのあれこれを経へて、朧月はひそかにそう思うようになっていた。

　彼は劉りゆう家の御おん曹ぞう司しで、いずれは護ご花か七将軍になる人。そして、同じ三大家である孫そん家の姫君との縁談が持ち上がるほどの人だ。

　今はよいけれど、ずっと一緒に、なんて望めやしない。

　ましてや自分は――何か得え体たいの知れない力を抱かかえている、厄やつ介かいな娘だ。

　苦しいときに呼びたくなる名前が、蒼刻さん、であってはいけないのだ。

　怖いから守ってください、なんて望んではいけない。たとえ今、自分の手が、どうしようもなく胸元の九きゆう華か石せきの首飾りを握にぎっていたとしても。

「…………」

　苦しいほどに息を殺す時間が、どれほど過ぎただろう。

　気配の主が部屋の前に立ち止まったときには心臓が凍こおりつくかと思ったが、やがてそれは遠ざかっていった。

　どうやら探し物は、裏庭のほうにあるようだ。

　だが困ったことに、この邸やしきのだれも、あの気配の主に気づいていないらしい。

　どうしよう。追うべきだろうか。怖いが、放っておくのは危険だという予感がする。

（星せい彩さい）

　せめて姉代わりの幽鬼がいてくれたら、と思いかけ、小さくかぶりを振った。

（少しだけ、様子を見よう。それだけなら大丈夫。余計なことは、絶対にしない……）

　幽鬼だとしたら、双そう界かいの瞳を持つ自分でなければ対処できないこともある。見ないふりをするのは、やはりためらわれた。

　意を決して、被布を置き、廊に出た。

　先刻の異様な騒ぎはどこへやら、凍った湖の底のような静せい寂じやくの中を、息を殺して進む。

　程なくして見えた裏庭への扉は、わずかに開いていた。隙すき間まに顔を寄せると、外の竹ちく林りんと土くさい闇が見えた。

　月明かりがぼんやりと視界を照らしてくれるが、どうやら異常はなさそうだ。

（……さっきのは、気のせいだったんだろうか？）

　ほっとするやら、釈しやく然ぜんとしないやら。

　複雑な気持ちで扉を押し、裏庭に一歩出てみたとき、ふいに尋常でない寒気がした。

　ぎくり、と顔を上げた彼女の瞳に映ったのは、影のような黒ずくめの男だ。

　のぞいていたときには気がつかなかった。

　黒衣が闇にまぎれていたのか。いや、違う。月明かりがあったから見み逃のがすわけがない。

　まるでそこに忽こつ然ぜんと現れたように見えたのは、錯さつ覚かくか。

「！」

　影の男と視線が合った。

　ややゆるんだ覆ふく面めんの陰に見えた顔は、意外と若い。蒼刻と三歳も違わないだろう。

　ざんばらな黒髪。その陰でにぶく光る、鴉からすを思わせる鋭するどい目つき。

　月光を受けた双そう眸ぼうには、どろりとした虚きよ無む感かんが澱よどんでいる。琥こ珀はく色いろの瞳だ。

（琥珀色……）

　同じ色、同じように闇を秘めた瞳の持ち主を、朧月は一人だけ知っている。

　黄こう巾きん賊ぞくの幹部の一人、おぞましい妖術を操る張ちよう宝ほうという男だ。

（――まさか……張宝の血縁？）

　だが、なぜ、そんな人が……ここに、今？

　恐怖で声も出せないが、もし口がきけたとしても、うわごとめいた単語しか紡つむげなかっただろう。

「貴き様さまが、冥めい界かい公こう主しゆか」

　男のかすれ声には、わずかに驚きよう愕がくの響きがあった。急に闇の濃密さが増した気がした。

　蒼白になって怯おびえる少女を映して、底知れない琥珀色の瞳がすっと細められる。朧月はぞっとしないものを感じた。

「二の兄あに者じやが言っていた。我われらの世界に近い異能を持つ姫が、この州にいると」

　生きている。

　幽鬼ではなく、この男は間違いなく生きている。

　しかも若い男だというのに、彼からはなぜか生命のにおいがしなかった。

「月の精を凝こごらせたような翡ひ翠すいの瞳で、人ではなくなった者を映し……従えるのだと」

　歩みを進めるたびに周囲の草木が枯れ落ちてもおかしくないほどの、濃密な絶望と死の気配をまとう男。

　こんな人間を、朧月は生まれて初めて見た。どんな幽鬼よりも異様な圧迫感だ。

　来るのではなかったという後こう悔かいが痛烈に胸を焼くが、逃げだせる気がしない。

「あ……あなた、は――」

「張ちよう梁りよう、という名を一の兄者から戴いただいている。……が、名乗ることは少ない」

　話が途切れた次の瞬間に息の根を止められそうな気がしたので、朧月はとにかく必死で言葉をしぼり出した。

　意外にも返答はあったが、とてもこの先に希望を持てるような内容ではない。

　何を考えているのか皆かい目もく見当のつかない、冷たく乾いた声が続く。

「今までに名乗った相手は、皆死んでいる。だが……」

　それでも往おう生じよう際ぎわ悪く、一歩後あと退ずさりして。

「朧月？」

　背後にその声を聞いた瞬間、朧月の心に広がったのは安あん堵どと、なぜという想いだった。

　――なぜこの人は、こんなふうに来てくれるのだろう、と。

　たちまち腰が抜けそうになる朧月を背にかばい、眼がん帯たいの青年武官が前に出た。

　駆かけつけてきたようだが、息の乱れは一切ない。蒼刻は張梁をにらみつけると、

「何者――」

　だ、と言い放つ前に、おそらくは朧月と同じ理由で、男の正体に気づいたようだ。わずかに目をみはる。

　対する張梁も、朧月に向き合っていたときとは異なる反応を見せた。

　それまで独白のように抑よく揚ようのなかった張梁の言葉に、初めて苛いら立だちに似た火が宿る。

「……二の兄者が呪のろいをかけた武人か」

「なに？」

「皇室の狗いぬめ。臓ぞう腑ふを千ち切ぎられ血ち反へ吐どを吐き散らして死んでおけばよかったものを」

　鋭くも低い声こわ音ねで吐き捨てる。視線は、ふれただけで手が切り裂かれそうなほどだ。

　先に動いたのは、果敢にも蒼刻だった。残像すら見せぬ速度で抜き放たれた白はく刃じんが、張梁に迫せまる。張梁はそれを腰帯から引き抜いた匕あい首くちで凌しのいだ。使いこまれた業わざ物ものであることが、赤みがかった鋼はがね色いろの刀身から見てとれる。

　――朧月は幾いく度どか、蒼刻の戦いを見てきた。

　悪あしき幽鬼。甦よみがえった骸むくろ――迅じん雷らいの速さで動く殭屍キヨンシーの凶手。荒ぶる馬ば賊ぞく。護花七将軍との手合わせを見たこともある。

　しかし張梁との刃やいばの攻防は、蒼刻に今までにない戸と惑まどいが感じられた。

　やりにくそうだと、武術にはとんと疎うとい朧月にまでわかる。

（蒼刻さん……？）

　利きき腕を狙ねらってきた匕首をはじき、蒼刻がいったん距離をとる。

　こちらの予想に反して、張梁はその間合いを詰めはせず、ひらりと後方に跳んだ。
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　気がついたときには、黒ずくめの長身は高い塀へいの上だ。

　そして、その一瞬後には、夜明けに見た悪夢のように姿をかき消している。

（……行ったの？）

　そこで初めて、肋ろつ骨こつが内側から砕くだかれそうなほど鼓こ動どうが速くなっていたのを感じた。

　凍こごえる闇に吸いとられていた身体からだ中の熱が、じわりと戻ってくる。

　のろのろと顔をもたげれば、怒りに目の端はしを吊つり上げて、蒼刻がこちらを見ていた。

「何をしてるんだ、おまえは」

　――しばらくの間、声が出せなかった。

「ご……ごめんなさい」

「部屋を出るなと言っただろう。引きこもりのくせにどうして出てきた」

「……幽鬼の気配がする、と思ったんです。実際は、あの人でしたけど」

　言い訳にもならぬようなことを告白してうつむけば、頭上からため息が降ってくる。

「その感覚はわからなくもないけどな。あいつ、気配も殺気もなかった」

「殺気も……？」

　あれほど鋭い太た刀ち筋すじを見せる男に、殺気がないというのは不可解だった。

　だがそれを訊きき返す前に、無む造ぞう作さに抱き寄せられてしまう。

　……どきりとする。

　そうされると彼の顔は見えなくなるが、戦いの後なので普段よりも血の熱さがわかる身体や、腕にこめられた力の強さ、ごくわずかな身み震ぶるいまでもが鮮せん烈れつに伝わってきた。

　本当に心配してくれたのだと、言葉にされる前に、肌はだで感じられる。

「ったく。心臓が止まるかと思っただろ」

「……申し訳ございません」

「それはもう聞いた。怪け我ががないなら、それでいい。――あいつにおかしなことをされたり、言われたりはしなかったのか？」

　恐縮しきって小さくなりながら、朧月はうなずいた。

　以前、張宝に動揺を誘う言葉をかけられて怯えたのを、蒼刻はよく覚えてくれている。

　こちらが恥はずかしくなってしまうほどに。

「今度ああいうのが来たら、すぐに叫んでおけ。飛んでいってやるから」

　熱いささやきに、はい、と普段のように素直にうなずくことができないのは、先ほどの物思いのせいだった。

　頼りすぎてはだめなのに。

　ためらいもなく伸ばされる彼の手を拒こばむのは、弱虫の朧月にはとても難しい。

　散々迷ったあげく、目を伏せた態度でお茶を濁し、朧月は話題を変えてしまった。

「――あの、兄さまたちは……？」

　蒼刻は一瞬だけためらう表情をよぎらせたが、すぐに答えてくれた。

「馬たちが騒いだ直後に、緑狸がいきなり血を吐いたそうだ。家人は混乱状態で、静せい心しんは緑狸に代わって、皆に指示を出している」
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「これといった病気の症状は見えねえぞ。疲れが溜たまっているだけじゃねえのか緑りよく狸り」

　夜や半はんにもかかわらず医生を叩き起こして叢そう緑りよく堂どうに連れてきたというのに、そんななげやりな所見である。

　正房奥の静養室。

　集まっただれもが山や羊ぎのような三角髭ひげの医生に一瞬抱いだいた感想を口にしたのは、寝台に押しこめられている、当の緑狸だ。

「わしが血まで吐いたというのに、まったく参考にならんじゃないか。この藪やぶ医者め」

「だれが藪だ人聞きの悪い。だったらもう二度と俺っちの医院に来るんじゃねえやい」

「おうとも。わしは安静第一なのだろう？　だったら毎日往おう診しんに呼びつけてやる」

「けっ。迷惑なやつだ」

「いい気味だ。普段は酒呑のんでぐうたらしとるんだ、たまには働けい」

　口の悪い老先生と緑狸の、年とし甲が斐いというものがどこにも見当たらない子供みたいな応おう酬しゆうには、朧ろう月げつも大いに気が抜けた。

　緑狸はぴんしゃんしている。倒れたときは、以前から肺でも病やんでいたのかと心配するほどの苦しみようだったらしいのだが。

（もう大丈夫というのなら、それは悪くはないんだけれど……）

　よかった、と簡単に片付けるのは難しい。

　厩舎の近くには、張ちよう梁りようとはまた違う怪あやしい黒衣の男たちがいて、彼らを追い払うまでにひと悶もん着ちやくあったそうだ。実力ではもちろん蒼そう刻こくがずば抜けているが、老ろう僕ぼくが人ひと質じちにされてしまったせいで、てこずったのだという。

「むむむ。悔くやしいが、あの藪医者の言うとおりかもしれんな。この程度なら、蜂はち蜜みつ酒しゆでも飲んでおればよさそうだが」

　緑狸は激しい吐と血けつの後とは思えぬほど、けろりとした顔つきで言う。

「何がむむむだ。貴様はいい歳としして平へい素そから落ち着きが足りぬからな。しばらくおとなしく過ごして、楽らく隠いん居きよの予行演習でもしておればよかろう。密輸の件は、もう我らだけで十分に調べを進められる」

　冷たくあしらうような言い方を選んでいるが、それが異母兄あになりの心配の仕方なのだと朧月は経験から理解できた。緑狸もわかっているようで、笑みを絶やさない。

　朧月も先刻、静せい心しんにきつく抱きしめられながら、抑揚のない声で「無事か」と問われたばかりだった。黒髪を撫なぜられて、額ひたいと額をこつんと合わせ。間近に仰あおいだ異母兄の瞳には、滅めつ多たにない苦悩の影があった。

　わたしの考えが足りなかったせいで、無用の心配をかけてしまった。

　それが恥ずかしくて、いつも以上に伏し目がちになっていると、緑狸の声が聞こえた。

「時に娘さん。あんたは曲くせ者ものと遭そう遇ぐうしたと聞いたが」

「！　は、はい……」

　人見知りなせいで、子こ兎うさぎのようにびくついてしまった。朧月は咳せき払ばらいをして、異母兄と蒼刻に見守られながら次第を説明する。

　凶手としか思えない張梁の話を聞くと、緑狸はさすがに神妙な顔になった。

　が、恐怖の色はあまりない。商売で多少は荒っぽいことも経験しているのだろう。

「黄こう巾きん賊ぞくの遣つかい手てとな？　むむむ。もしかして、わしを殺しにきたのか」

「それにしては、やってることが半はん端ぱだと思うぞ」

　蒼刻が口を挟んだ。

　わずかの間しか戦っていないが、張梁が凶手として無む双そうの腕前を持つのは明らかだ。

　本当に緑狸の口をふさぐ気なら、もっと慎重に――馬や番犬に見つかってしまう間抜けな配下など引き連れず、月の出ている夜を避けて、張梁が単独で忍びこむだけで成功したはずだ。そう説明する。

「だったら、なんのために？　と言われたら答えられないが。身の回りに気をつけても、損はないだろう」

「夜が明け次第、私が信頼する手勢を送る。おとなしく警護されておけ緑狸」

　場慣れした雰ふん囲い気きのある二人の若者に言われ、緑狸が渋しぶ々しぶうなずく。

「むむむ。こんなときにこそ、あの用心棒がいてくれたらよかったのだがなぁ」

「用心棒？」

「うむ！　先月、紅こう英えい州に商談をまとめに行く旅の途中に出で逢あった男だ。旅籠はたごで意気投合したので雇やとってみたのだが、これがまた一いつ騎き当とう千せんの豪ごう傑けつでな」

　緑狸は大きくうなずいた。

　武人として興味がわいたのか、蒼刻が「ほう」とつぶやいて問いを重ねる。

「そんなに強い用心棒だったのか」

「強いなどという域ではないわい！　道中出くわした馬賊や山賊を、まるで木こっ端ぱのように吹き飛ばしておったぞ。なんとも禍まが々まがしい形の大剣を担かついでおったのだが、それを一度も抜くことなしにな」

　聞いた瞬間、蒼刻の表情が変わった。まるで宿敵の熊を見つけた狼おおかみのように、ただでさえ鋭い眼光に、ふれただけで氷ひよう結けつしそうな冷たさが加わる。

「禍々しい形の大剣を担いだ、銀髪に青い瞳の男か？　歳は二十代半なかばくらいか」

「うむ！　そのくらいだろう。よく知っておるな。おぬしの知り合いか？　虎とら使い」

「――不本意だがな」

　忌いま々いましげにうなり、蒼刻が黒く染めた前髪をつかむ。朧月は思わず息を呑んだ。

「蒼刻さん……まさか――」

「そのまさかだ」

　音高く舌打ちをすると、蒼刻は小さな声で吐き捨てた。

「あの外げ道どう兄貴、こんなところで何をしてやがったんだ」
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　軽い昼食をご馳ち走そうになったあと、蒼そう刻こくたちはいったん幽ゆう鬼き院いんに戻ることにした。

　緑りよく狸りは心配だが、静せい心しんは刺史としての仕事が溜まっているので、いつまでもついているわけにはいかない。何かあったらすぐに知らせるよう、頼んでおいたそうだ。

　そして、幽鬼院の東ひがし廂しよう房ぼう――

「ふうむ。必要とあらば練習するが、儂は基本的に熱いのは苦手じゃからのう。火の輪なんてうまくくぐれるであろうか」

　――留守番の白びやつ虎こに、帰ってくるなり脱力させられた。

　昨夜ゆうべの一部始終を話したのだが、まさかそこに真っ先に反応するとは。

　ぱたぱたと揺れる虎模も様ようのしっぽを見ながら、蒼刻はあきれ声で言った。

「なんで前向きなんだよ。世間では神しん獣じゆう扱いされてるのに、矜きよう持じはないのか？」

「ツンと取り澄ましている猫よりも、人なつっこく膝にすり寄る猫のほうが撫でたくなるであろう」

「……撫でられたいのか、あんたは」

「おぬしも一度、虎になってみればわかるぞ。女によ人にんのたおやかな手で和にこ毛げをこしょこしょされるのは、これ至し福ふくのひとときじゃ」

「あんたがいつでも星せい彩さいと幸せそうにいちゃついてる理由はわかった」

　ため息をつく。全然なごまないと言ったら噓うそになるが、非常に気が抜けた。

　まるみを帯おびた耳をかきながら、張ちようさんが「おぬしが言うな、とはこのことじゃな」とぼやく。

「そんなことより、まじめな話、どう思う？」

「ふむ。――黄こう巾きん賊ぞくは無む論ろんのこと、吐血は心配じゃな。その緑狸とやらは、もともと臓腑が弱い男なのか？」

「いや、むしろ、これまで病気らしい病気をしたことがないらしい。顔に似合わず、酒は強くないし煙草たばこも苦手で、商売で差し迫ったことがない限り、早寝早起きを心がけてると言ってた。実際、元気すぎるくらい健康的なおっさんだ」

「ふうむ。それでおぬしは、儂に何を聞きたいのだ？」

「あんたは生前は長生きしてたみたいだし、何か知らないか？　そんなやつでも突然血を吐く奇病とか」

　本物の神格でこそないが、張さんの知識はかなり幅が広く、蒼刻はこれまでに何度も世話になっている。

　白虎はとても人間じみた仕草で、肩をそびやかした。

「神獣などと崇あがめられてはいるが、儂は生前はおそらく普通の爺じじだ。全知とはいかぬよ」

「おそらく？」

「生前のことは、たいして覚えておらぬのじゃ。特に死の前後のことはな。気がついたら、この姿で野山におった」

　そういえば、朧ろう月げつから聞いたことがある。死ぬときに大きな衝撃を受けるのか、幽鬼の中には生前の記憶がない者が相当数いると。

　張さんは記憶をなくしているとは思えぬほど冷静さと貫かん禄ろくを感じさせるので、意外といえば意外だったが。

「だが血を吐いたことと、黄巾賊の張ちよう梁りようとやらの襲撃は、単なる偶然とは思えぬな」

「ひそかに毒どくを盛られたってのか？」

「とは言わぬさ。毒をあおれば身体に痕こん跡せきが残る。さすがに医生が気づくはずじゃて」

「ということは――」

「呪じゆ詛そかもしれぬ。緑狸とやらは、石せき家とは昔から対立しているのじゃろう？　しかも今回は告げ口までしたわけだ。恨うらまれる可能性はあろうて」

　それがあったかと、素直に感心してしまった。

　そう――黄巾賊は、相手に直接手をかけなくても、危害を加える方法を持っている。

　ほかならぬ蒼刻自身も、かつて張ちよう宝ほうという黄巾賊に呪詛をかけられ、今も右目に後遺症を抱えている身だ。

　にもかかわらず「呪詛」という可能性に思い至いたらなかったのは、張宝ならばともかく、あの張梁という研とぎ澄まされた刃そのもののような男に、道術の素養があるとは感じられなかったせいか。

　道術を体得できる者がそもそも少ないし、とりわけ禁きん忌きとされる呪詛について、正確な知識を持っている者は稀き少しようなのだ。

（背後に、張宝が隠れてる可能性もあるのか）

　張梁は、張宝のことを「二の兄者」と呼んでいた。

　その兄者から、呪詛に必要なものを与えられて来たのだとしたら――

「時におぬしは、姫に言わせたかったことは聞けたのか？」

「――聞いてたのか、張さん」

　突然の問いかけだったが、今回はあまり驚かずに切り返せた。張さんのからかい方に慣れつつあるのだろう。

　星彩とふたりきりの世界に浸ひたっているように見えて、常に周囲に目を配っているのが、この白虎のあなどれない部分である。

　――『俺がおまえの口から聞きたいのは』

　気恥ずかしさを押し隠してそう切り出したのに、結局告げずじまいになっている言葉を思い出すと、苦い表情になる。

　朧月が黄巾賊を恐おそれ、己おのれの未知数の力に戸惑う様子を見ていられなかった。

　俺が守ってやる。そう言って安心させたかった。

　けれど彼女の遠えん慮りよがちで、こちらに迷惑をかけるのを非常にためらう性分も理解しているせいで、どこまで攻めこんでいいものか迷ってしまったのだ。

　あの珍ちん獣じゆうを飴あめと鞭むちで手なずけた自信なら少なからずあるのに、なぜだろう。

　蒼刻は前髪をかきむしる。

（玄げん静心に遠慮してるわけじゃないんだが――）

　白い毛におおわれた顎あごをかいて、張さんがぼやいた。

「おいそれとは、おぬしに願いを言えぬ姫の気持ちも、儂にはわかるがのう」

「俺もわかってないわけじゃない。それでも――」

「姫の口から聞きたかったか。男心じゃのう。おぬしも人間になってきたのう」

「あんたに言われると微妙すぎる」

　白地に縞しまのしっぽをぱたぱたと振りながら、にやりと笑う張さんは、いっそ小こ憎にくらしいくらい上じよう機き嫌げんだ。

「儂はおぬしの保護者代わり兼友人じゃ。相談くらいならいつでも乗るぞ」

「そうかい。ありがとよ」

「照れるでないわ。愛ういやつめ」

「俺にまで女に言うみたいな言葉をかけんな」

　ぎろりとにらんでも、淡あわい青の双眸は、蒼刻の視線を穏やかに受け止めてしまう。

　なんとなく憮ぶ然ぜんとしていると、張さんがおもむろに身を起こした。

「どこに行くんだ？」

　白虎は大きな口の端を引き上げて、にいっと笑った。

「なあに、儂の姫君に夜よ這ばいをかけに行くだけよ。じゃが、おぬしが後学のためについてきたいと言うのなら、歓迎せんでもないぞ？」
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　一方、滴てき翠すい楼ろう。

「――……ということがあったの、星せい彩さい」

「なるほど。張ちよう梁りようですかぁ……やっぱりあたしもご一緒するべきでしたねぇ」

　こちらはこちらで幽鬼の友人に話し終えた朧ろう月げつは、改めて昨夜の考えなしの自分を後悔して、しゅんとなった。

（おとなしく待っていればよかった）

　胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりの分ぶん際ざいで、何ができると思い上がっていたのだろう。

　蒼そう刻こくに助けられながら、皇こう都となどでいくつかの幽鬼がらみの事件に片をつけたせいで、調子に乗っていたのかもしれない。

「わたしはもう二度と、おうちを出ないことにする……」

「またまたぁ。一回の失敗でそこまでへこんじゃだめでしょ、元気出してくださいよぅ。武官さんに怒られちゃいますよ～？」

　黒髪を飾る絹花までもがしおれて見える朧月の背を、ぽむぽむと叩いてはげましつつ、星彩は今の話を振り返った。

「にしても、殺気がないんですか。たしかにそれは厄介な凶手ですね～」

「……それって、具体的にどういうことなの？」

　殺しを得え手てとする人物に、殺気がない、ということ自体がぴんとこない。物を売る気がない商人、と同じように聞こえる。

「そうっすね。たとえば朧月ちゃん、そこにある玉の置物を倒すことはできます？」

　星彩が指さしたのは文ふ机づくえの上――文ぶん鎮ちん代わりに使っている、こぶし大の睡すい蓮れんの置物だ。

　朧月は言うとおり、ちょんと指でつついて、それを倒す。

　星彩が言った。

「倒すときに、何か考えましたか？　うれしいとか悲しいとか」

「え？　……ううん、特に何も」

「張梁が人を手にかけるときも、きっとそれと同じっすよ。本気で何も感じてない。感情が動かない。だから、まるで殺気を出さずに殺せるんでしょうね」

　――朧月は言葉を失った。

　蜘く蛛もを部屋から追い出すときでさえ、箒ほうきではたいて乱暴でごめんね、と申し訳ない気持ちになるほどの自分とは、かけ離れた感性だ。何も思わず、何も感じずに同じ人間を死に追いやれるなんて、常じよう軌きを逸いつしている。

「まあ、理解できないのが普通ですよ。あたしは――」

　ふっと紫水晶の瞳に、明るい彼女らしくもない複雑な影がさした。

「あたしも……生前、そういう仕事をしてましたからね。正確には、そういうのを生なり業わいにする裏世界の一族で育って死んだというか。だから、嫌いやだけど想像できちゃうんですよねえ。その張梁って人の心が、どういうふうに殺されてきたのか」

「……え？」

　驚きすぎて声にならない。星彩が生前のことを話すのは、出逢って以来初めてである。

　朧月は基本的に、幽鬼たちがどうして死んだのか等々は、聞かない方針だ。

　ちょうど普通の人が、友達になったからといって相手の家庭の事情や隠した性せい癖へきにまで深くは踏みこまないで、円満なお付き合いをしたがるように。

　特に「死」という大事には大きな秘密が関わることが多いので、それが朧月なりの幽鬼との接し方だった。

「星彩……それは――あなたにとって、話してもいいことなの？」

　訊たずねた直後に、ぞっとしない想像が浮かび、朧月は顔をこわばらせる。

　今まで言わなかったことを告白して、星彩は消えてしまうのではないかと。遺ゆい言ごんのようだとさえ思ったのだ。

　幸いにも、その不安はすぐに、星彩のにこやかな笑顔で打ち消されたけれど。

「たしかに、以前のこもりっきりで人間嫌いな朧月ちゃんには話そうとは思わなかったんですけどね。あたしは朧月ちゃんを怖がらせることは何ひとつしない、って心に決めてましたし。でも今は、怖くても、怖いだけじゃないでしょ？」

「――……そうかも」

　わざとぼかされた言葉の意味を考えながら、うなずく。

　あいかわらず、外に出るのは怖い。

　知らない人が怖い。生きている人も、まだ怖い。

　この異能で他人に迷惑をかけることは……おそらく、一生怖いままだろう。

　それでも今は、外にあるのが怖いものばかりではないのだと、身をもって学んでいる。

　時に厳しいけれど温かい、飼い主さまのおかげで。

「だからですよ。今の朧月ちゃんになら、話しときたいなって思えたんです。でも……怖かったっすか？」

「今の星彩は、怖くなんてないわ」

　寂さびしげな笑い顔を見て、めずらしくはっきりと即答したのは、星彩に引け目を感じてほしくないからだ。
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　冗じよう談だんめかして歯を見せているけれど、そんな凄せい惨さんな過去を告白するのに、臆おく病びようにならないはずがない。いくら朧月とは違って、したたかで明るい幽鬼でも。

　星彩は安心してくれたらしく、表情を作り笑顔ではなく、自然となごませる。

　朧月もほっとしたところで、扉が叩かれた。

「あらま。夜這いっすか武官さん」

「おまえは俺に撲ぼく殺さつされろと言うのか？　てか、まだ夕方にもなってないじゃねえか」

「細かいっすねぇ。まあ、そこはそれ」

「どれだっつの」

　からかい文句をあしらう蒼刻の足元で、張ちようさんが朧月へと紳士的に一礼する。

「大丈夫、健全な訪問じゃ。保護者として儂もついてきたのでな」

「あ～ら張さんったら。保護者同士、子供には内緒でにゃんにゃんするのも背はい徳とく的てきで乙おつなものですよ？」

「無論、儂はおぬしには夜這いのつもりじゃぞ？」

「まあ、張さんったら、だめですよう若いお二人の前で」

「そこであんたらがさっそく不健全な会話をしてどうする！」

　しかも俺はあんたに保護者になってもらった記憶はねえ！　と蒼刻が叫ぶ。

　いつもの歳の離れた友人同士らしい丁ちよう々ちよう発はつ止しに、朧月も思わず頰がゆるんだ。

　すると。

「なに。また来たの？」

　今までどこに隠れていたのか、という素早さでルアンが現れて、露ろ骨こつな舌打ちをした。

　そして「お茶を用意するね」と言い置き、再び風のように退室していく。

　朧月はちょっと驚いた。

（蒼刻さんがいらしてから、ルアンが仕事熱心なような……？）

　基本的に、身なり以外には面倒くさがりな少年なのに、めずらしい。頼みごとをすると「うーん面倒くさいなぁ」と平気で言ったりするのだ。

　ともあれ、お茶とともに四人で円えん卓たくを囲み、蒼刻の話を聞いた。

「――呪詛……ですか」

「ああ。昨夜のあれこれは暗殺狙いにしては不自然だが、呪詛をかけるために何かを奪いに来たとか、探りに来たとかなら、まだ説明がつく」

「なるほど。ちょっと待ってくださいね、たしか、ええと……」

「朧月ちゃん、ここですよ。蠱こ毒どくっていうの」

　以前、来らい煌こう言げんという護ご花か七将軍の方からいただいた道術の書をめくっていく。

　内職にできる護ご符ふ作りならよいが、呪詛なんて使う機会もないしと、すっかり読み飛ばしていたようだ。

　しかし予想外に記述が短い。首をひねると、星彩が言った。

「悪用されるといけないから、詳しい方法はわざと書いてないんじゃないっすかね」

「それは大いにありえるわね。ええとですね……虫などの動物を材料にして、特定の儀式で作り上げた呪物を、砕くだいて相手に飲ませたり、その住居の敷地に埋めることで、呪詛は効果を発はつ揮きする――」

　読み上げる途中で、ぞくっとした。

　昨夜、裏庭で闇と同化していた張梁の姿が、まざまざと脳のう裡りに浮かんだのだ。

　青ざめた朧月と同じことを蒼刻も考えたらしく、反射的に立ち上がりかけていた。

「叢そう緑りよく堂どうをすぐに調べたほうが……」

「いや、待て。みだりに呪物を扱うとヤバいんじゃないか？　俺が呪われたときに、そう言われたことがあるぞ」

　朧月は、ぐっと詰まった。そのとおりだ。

　蒼刻がもどかしげに前髪をかき上げる。

「この城じよう市しには、道どう士しのたぐいはいないのか？」

「占うらないや商売繁はん盛じようの護符を売る方ならおりますけれど、呪詛に詳しい専門家は……」

　師し匠しようにつき、道士として熱心に修行を積む者は、誘惑の多い城市ではなく山間などに庵いおりを結んで、禁欲的な世捨て人の暮らしをすることが多い。古来より、それが正統派の修行法だと信じられているからだ。

　来将軍も、今でこそ俗ぞく世せの誘惑大好き、女の子大大大好きの俗物だが、昔は師匠とともに熊と毎日遭あうような森の奥で生活していたという。

「おまえが来将軍から得た知識だけじゃ、なんとかならないか？」

「わたしが、ですか？」

　朧月は神妙に考えこんだ。

　いつものように「無理です」と即答しなかったのは、前向きになったのではなく、事が緑りよく狸り一家の生命に関わるからだ。

「冥めい銭せん作りなら慣れてますが……道術は、まだ勉強を始めたばかりですし」

　呪詛のかけ方そのものは道術の秘密のようだが、蠱毒の影響や対処法は記しるされている。

　必要な道具は、異母兄に頼めば用意できそうだ。

　最高難度の呪詛返しまでは無理だが、呪詛を無効化させることは可能だと思う。

　しかし。

「わたしは……昨夜――」

「昨夜のことは、忘れてはいけないが引きずるな。後ろ向きなおまえのことだから、嫌ってほど反省はしたんだろ？」

　兄が弟の悪いた戯ずらをたしなめるときのような、ちょっと尊大だけどやさしくもある声音で蒼刻が言う。

　忘れてはいけないが、引きずるな。

　簡単なようで難しい気がする言葉を、朧月は嚙かみしめた。

「だったら俺はそれでいい。一度叱しかられた程度で引っこむなよ、この引きこもり」

「……はい」

　武官としての経験なのか、彼はときどき、歳より大人おとなびた風格を見せる。そこもかっこいいな、というのが朧月のひそかな感慨だ。

「俺でも昔は、熊退治に弓矢を背負っていったら、肝かん心じんの熊と出くわしたときに矢に鏃やじりがついてないことに気づいて焦あせった程度の小物だったからな。だれだって、判断を間違うことはある」

　そうして淡たん々たんと続けられた内容に、耳を疑った。熊!?

「そ、それはよく生き延びられましたね……」

「ほんとにな。兄貴の策略だったと知ったときには、どうしてくれようと思ったぜ」

「えええええ」

　聞けば「剣術の鍛たん錬れんの一環」と称して、そういう状況に置かれたそうだが――いくら実の兄で蒼刻の才能や実力をきっちり把は握あくしていたとしても、役に立たない武器で熊退治をさせるとは荒っぽいにも程がある。

　その無茶振りが、蒼刻を大人びてしっかりした青年武官へと導いたにしても、すてきな兄きよう弟だい関係だとはどうしても思えなかった。

「ところで朧月」

「はい？」

「おまえは、俺に守られるのは嫌なのか」

　蒼刻がふと真剣な瞳になって続けた言葉が、あまりに予想外だったので、頭の中にしみこむまでしばらくかかった。

　理解したと同時に、蒼刻をあまり頼ってはいけないという想いを見透かされていたのだと理解し、ひどく落ち着かない鼓動になる。

「嫌だなんて……そんなことは、絶対にありえません」

　しぼり出すように告げた言葉は、本当だ。

　でも、と朧月は目を伏せる。

　蒼刻は、雨で濡ぬれて情けなくスンスン鳴く子犬を懐ふところで温めてやろう、くらいの気持ちなのかもしれない。けれど後ろ向きな朧月のほうは、何も考えずにぬくぬくと彼の温ぬくもりをもらいつづけることができないのだ。

　たとえ、おかしなところで素直じゃなくて、面倒な珍獣だと思われても。

「だったら『飼い主さま、わたしを守ってください』って言ってみろよ」

「な」

　むせた。次いで頰が熱くなる。

「……なんなんですか、その可か愛わいらしいのか変態なのかわからない科白せりふはッ」

「例文だ。もっといい案があるって言うんなら、俺はそれでも構わないがな」

「あるに決まってますよ。ええと――」

　さっきと同じ傲ごう慢まんに響く声で命じられ、つい無難なお願いの仕方を探しはじめて、はたと気づく。

　いけない。彼の押しに流されそうになっていた。

　じりじりと逃げ腰になる朧月を、蒼刻はさらに追い詰めてくる。

「朧月」

　普段より大事そうに、ゆっくりと名を呼ばれただけなのに、なぜこうも鼓動が跳ね上がってしまうのか。

　顔を上げるよう無言でうながされるけれど、普段と同じ調子で返事なんてできず、糸のように細い声で「……なんですか？」と返すのがやっとだ。

　それも、椅子の上で怯える猫のように小さくなりながらだから情けない。

「――朧月？」

　まだか？　と急せかすような再びの呼びかけは、先刻よりも距離が近いように思う。

　迫る彼の存在感と、心臓を直じかに握りこんでくるような低いささやきに負けて、もう目を閉じてしまいたくなったとき。

「張さん、そろそろ武官さんに咬かみついたほうがよくないっすか。あれはちょっと」

「いやいや、儂のような爺がでしゃばるまでもなかろう」

「なら、ぼくが爆ばく竹ちくぶん投げてもいい？」

「……なんの話をしてるんだ」

　もはや陥かん落らく寸前に見えた少女から、とても名な残ごり惜おしいが身を離して――

　蒼刻が若じやつ干かんげんなりしながら首をねじると、内緒話のように顔を寄せる白虎と幽鬼の隣で、ルアンが半はん眼がんになっていた。

「星彩さん、ちゃんと見張っててくれないと。うちは狼の放し飼いは禁止だよ？」

「ごめ～ん。ついおもしろくって♪」

　誠意がさっぱり感じられない謝罪をして、星彩は、てへっと子供のように舌を出す。

　ルアンは肩をすくめると、ひんやりとした紅ル玉ビ石ーの瞳でこちらをにらんだ。

「関係ない話だけど。ぼく、姫さまの肌着姿までなら見たことあるよ」

「は!?」

　本当にまったく脈みやく絡らくがないが、聞き捨てならない話である。

　ちらりと隣を見やれば、朧月の表情はかなり引きつっていた。おまけに頰がさっきよりも赤い。

「ほら、洗せん濯たく物を回収してたときに」

「あ……あれはあなたが、扉を叩かずに入ってくるから……！」

「うん。悪かったとは思ってるよ。姫さま、あのときはめずらしくキレたよね。幽鬼の皆さんにもめっちゃ怒られたし」

　俺もめっちゃ怒りたいんだが？

　と言いたい衝動にかられるが、それがあまりに大人げないのもわかっている。

　蒼刻は深呼吸をすると、朧月のことになると、心が狭くなってしまう自分を諌いさめ――

　ついでに、うっかり肌着とやらを妄もう想そうしてしまわないよう自制する。

「ところで、破は廉れん恥ちなお客さま。刺史さまが呼んでたよ？」

　ルアンが、まるで死刑宣告のように言った。
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　無表情というのは怒った顔に見える。

　そんな言葉を、蒼そう刻こくは執務室で静せい心しんと向き合ったときに思い出した。

　ややあって静心は、これみよがしにため息をつき、半ばあきれたように吐き捨てた。

「貴き殿でんも懲こりぬ男だな」

「いや、俺は朧ろう月げつのことを――」

「あれの名を呼ぶな。貴殿など、あれの髪の毛ひと筋ほどの価値もない」

「惚のろ気けと罵ば倒とうを同時にするなよ」

　せっかく朧月で気力を補充してきたのに、どっと疲れる。

　手の届く距離にいたら爪つめをはがされそうな殺気を、静心はまとっていた。ルアンは一体何をどう報告しているんだと、思わず遠い目になる。

　険悪な空気に、人のよい執しつ事じが窓際でいづらそうに顔を引きつらせているのが、少し心苦しい。

（たしかに、こうなるとわかってて自じ重ちようしない俺が悪いんだが）

　ルアンに殺気を向けられた後で、静心の執務室に向かうのは、たとえるなら棒でぶたれた後に踏み殺される運命の犬の気分だった。朧月はしばしば「おうちに帰りたい……」と弱音を吐くが、今ならその気持ちがわかる。

　――どこに帰りたい？　と言われれば、朧月のそばがいい。

　蒼刻が皆に冷遇されているのに気づいているらしく、彼女はいつも以上に熱心にこちらを思いやってくれる。

　それは悪い気がしない。というか、むしろおいしい。

　ただ、少女のお人よしにつけこんで何かとやらかしてはルアンや静心にいびられる、という負の連れん鎖さにはまっている自覚もあった。

　――二人とも幼おさな子ごではないのだから無理やり遠ざけるような大人げない真ま似ねは誇りにかけてしないが、本音では今すぐ殴なぐりたい蹴けりたい殺したい。

　というねじくれた殺気を静心に向けられるのは、下へ手たな剣での戦いよりもはるかにしんどいのだ。

「遺言は書いたか。祖そ霊れいへの祈りは済ませたか」

「俺を撲殺する前に、話だけは聞いとけ」

　執事と二人がかりで刺史さまをどうにかなだめ、蒼刻は蠱毒について手短に話した。

　さすがと言うべきか、仕事には――というか妹以外のことには、静心は冷静である。

「呪詛か」

「あまり驚かないんだな」

「よくある話とまでは言わぬが、初めてのことではないからな。商売敵がたきや恋敵に呪詛をかける阿呆は、いつの時代もいるものだ。我わが祖そ父ふの代には、呪詛のせいで集落がひとつ滅んだという事件もある」

「こっちは平和な田舎だと思ってたが、意外とドロドロしてるんだな」

「むしろ小規模な村ほど、人間関係が狭く濃くなりがちだ。そうした事件が起きる下地は十分にある」

　そういえば朧月が、静心は四書五経や史書も諳そらんずることができる、と尊敬をこめて話していたことを思い出す。

　この分だと、黒こく烏う州のさまざまな歴史にも通じていそうだ。うらやましい記憶力である。

「それで念のために、邸内を調べたほうがいいんじゃないか、って話になったんだが」

「緑りよく狸りにかけられた呪詛の元を探す、ということか」

「ああ。朧月ががんばってくれそうだ」

「ふむ」

　静心はそこで、とろりと甘い竜りゆう眼がん水すいをまるで水のように飲み干した。甘いものがたいして得意ではない蒼刻は、見ているだけで胸焼けがしそうだ。

　顔に似合わず甘党なのか、と言いたくなったが、殴られそうなので控ひかえておく。

　別に殴られること自体は怖くないが、これ以上静心との仲を険悪にしても利益はない。

「大切なことだが――」

　やがて静心は、神しん華か国の政治的危機でも語るかのような重々しさで言った。

「我が妹はたいそう可愛い」

「…………は？」

「違うとでも言うのか」

　答えによっては八やつ裂ざきにする、と続いても違和感のない真ま顔がおである。冗談ではないのが余計に厄介だ。

「いや、言わないけどな。たしかに可愛――ってなんで武器を構えるんだ!?」

「貴殿にあれを可愛いと言われるのは無性に腹が立つ」

「……おい」

　蒼刻はまじめに反応に困った。なんなんだこの斜め上の展開は。

「どうせ『可愛くない』って言ったら、その場で撲殺なんだろうが。どうしろと」

「死ねばよいのに」

「今日も全開で無茶苦茶言ってるな、あんたは！」

　全部まじめに受け止めていると胃を壊す。

　せっかく執事に助言をもらったのに、ついつい律りち儀ぎにつっこんでしまう自分が憎い。

　静心が仕切り直した。

「つまり、そういうことだ」

「何がなんだか俺はさっぱりだよ」

「ようやくここに戻ってきた我が妹に、そのような無む謀ぼうな真似をさせる許可はできぬ、ということだ。緑狸はあれから悪化はしていないそうだから、焦って呪詛に手出しをするほうが危うい。ひとまず緑狸には別の場所に移らせておくが、道士もすぐに呼び寄せよう。心当たりはいくつかある。――志し雄ゆう」

「なんすか――じゃねえ、なんですかい」

　やっぱり微妙に間違った敬語で返事をして、執事がその長ちよう軀くをかがめる。

　静心はその耳元に指示をささやくと、すぐに顔を離して、

「鼻息が鬱うつ陶とうしい。のけ」

「ぶ」

　間近に来ていた執事の顔を、ぐいっと手で押しのけた。鼻が潰つぶれたような声をもらしながら、志雄が背を伸ばし直す。

　おいおいとつっこみたくなるが、こちらに「いつものことだから大丈夫」と目め配くばせしてくる執事に止められた。

　ぞんざいな扱いは、蒼刻の前だからではないのか。それはそれで珍妙な主従関係だ。

　冷たくあしらわれるのが趣味なのか？　……変態か？

　などという、蒼刻の失礼な想像をよそに、静心は書類の山に手をかけて言った。

「私はほかに仕事があるので、この件にばかり注力はできぬ。貴殿の兄に関しても情報を集めているところだ」

　いったん言葉を切った静心の、氷を思わせる淡い色の瞳がこちらを見る。

「試しに、ルアンに石せき家の邸を探らせることにした。貴殿も今一度髪を染めて、同行してみるか？」







　第五章　歪な愛情と想いの行方







　粒つぶぞろいの小石を敷いた小こ路みちの先には花か壇だんがあり、周囲には林りん檎ごや梨なしの木がしなやかな枝葉を広げている。残念ながら今日もよく晴れており、朝の光がさす裏庭は室内よりも暖かい。……雨なら、堂々と引きこもれてよかったのに。

　お気に入りの被ひ布ふまで奪われて、昼食のために中庭に引っ張り出された朧ろう月げつは、深々とため息をついた。

「せっかく筍たけのこになれていたのに……ひどいです蒼そう刻こくさん」

「野菜になるな。人間になれ」

　こういうときの蒼刻は、にべもない。

「だいたい筍ってのは、皮をひん剝むかれて食われる運命だろ」

「なるほど、そこから設定を間違えてたんですね。次は、もっと完全に引きこもっているお野菜を探してきます」

「だから人間になれと言ってるだろうが。部屋の中に根を生はやしたいのか、おまえは」

「足の裏から生えてきそうだなあ、とときどき思ったりします」

「真ま顔がおで言うな」

　中庭にある簡素な石せき卓たくには、ルアンがすでに朝食を用意してくれていた。

　ひんやりとした紅ル玉ビ石ーの瞳とかち合う。

「おはよ。姫さまを釣つれるように、桃ももまん作っといたよ。あと、姫さまの好きな桃の蜂はち蜜みつ漬づけも出したから」

「……一応、ありがとう」

　慎つつましさはないが仕事の早い侍じ女じよ――もとい侍じ童どうを見やって、蒼刻がふと言う。

「そういえば、こいつが女装してる理由がまだ謎なぞなんだが」

「この邸やしき、女っ気がなくて殺さつ風ぷう景けいだから」

　ルアンが平然として答えるのに、蒼刻が半はん眼がんになる。

「星せい彩さいがいるだろ」

「ぼくには、ぼんやりとしか見えないし。透けてるし」

「それでも、女装を続ける理由にならない気がするのは俺だけか」

「人の趣味について、あんましまじめに考えると胃壊すよ。はい、毒どく抜きのお茶」

「趣味なら最初からそう言えよ……。俺とは別世界の人間だってことで、納なつ得とくするから」

　その回答は、ルアンにとって意外だったようだ。

「ふうん。不ぶ気き味みとか思わないんだ？」

「おまえ程度の変なやつなら、俺の知り合いではまだマシな部類だからな」

「そ、蒼刻さん……」

　二人の会話に妙になごんでいた朧月は、蒼刻の漏もらした実感のこもった科白せりふで、にわかに心配になる。きっと彼の頭の中には、個性あふれる護ご花か七将軍や混こん世せい魔王が飛び交かっているのだろう。

　お疲れの様子に見えたので同情してしまったが、珍ちん獣じゆうのわたしに言えた義理はないよなと気づいたのは、しばし後のことである。

　干し貝柱の風味がただようかゆに舌した鼓つづみを打ちながら、蒼刻が言う。

「ただ料理はうまいよな。宮廷料理にも負けてないが、どこかで修行でもしたのか」

「してないよ、そんなの。料理なんて、全部目分量に決まってるでしょ」

「……決まってないだろ普通」

　目分量だけでここまでの味を出されたら、死ぬ気で修行を積んでいる宮廷料理人が浮かばれない。と、蒼刻は渋しぶい顔だ。

　言われてみればそのとおりだ。反応の薄いルアンの代わりに、朧月が申し訳なくなる。

「でもルアンのお料理って、本当に適当なのよね……。教わろうとしてみても、あまり参考にならないし」

「姫さまは目分量はやめといたほうがいいよ。珍ちん妙みような味になるから」

「！　ルアン、ちょっと……」

「あ、珍妙は失礼だったね。面めん妖ような味と言ったほうがいいか」

「…………それも失礼だと思うの」

　怒ったような声を上げて、次にちょっぴり拗すねて。

　ルアンがひとまず去った後も妙な気き恥はずかしさが残り、どういう顔で蒼刻を見ればいいのか困っていると、隣席から「朧月」と呼びかけられた。

　反射的に、ぴんと背筋を伸ばす。

「おまえ、料理なんてするのか？」

　――その話題は、正直続けてほしくなかった！

「ときどきですけれど……。邸の中でできる趣味なら、ひと通りこなしています」

「そこですかさず引きこもり生活を自慢するなよ」

「いえ、自慢したつもりはないですよ？」

「照れる場面でもないっつの」

　こづかれるかと思いきや、蒼刻は不思議と機き嫌げんのよさそうな、それでいて油断のならない笑みを浮かべた。

　そしてその表情のまま朧月を見下ろして、信じられないことを言いだす。

「今度食べさせてみろよ」

「は……？　わたしの料理を、ですか？」

　そうに決まってるだろ、とあきれ顔で切り返されても、まだ理解できない。朧月は頭を抱かかえた。

「あんなにおいしいルアンの料理を食べた後で、どうしてそんな物好きなことを……」

「物好きって程じゃないと思うぞ。目分量じゃなきゃ、面妖な味にはならないんだろ？」

「……まあ、たぶん」

　不器用なので作るのに時間はかかるが、しみついた貧乏性が功を奏そうしてか、食材が無む駄だになるほどの廃はい棄き物ぶつを作ったことはない。

　面妖な味になった失敗作も、ルアンが「目分量」で味を調整してくれたおかげで、食べられるモノにはなったのだ。

　それを考えれば食べられるものは出せそうだが、宮廷料理人並みの腕を持つルアンの後に？　というのが、弱虫な朧月の足をすくませる。

「ど――どうしてもと仰おつしやるなら、考えてもいいですけれど？」

「どうしても食べてみたい。悪いか？」

「……またそんな」

　蒼刻が反発して「だったらいらねえよ」と言いそうな言葉をわざと選んでみたのに、彼はこちらがたじろぐほどまっすぐに打ち返してくる。

　普段は口が悪いほうなのに、こういうときだけ素直になるのはズルいと思う。

　ただでさえ弱腰な朧月では、突っぱねられなくなってしまう。

　それに、普段はお世話になりっぱなしなのに、朧月のほうが蒼刻にしてあげられることは本当に少ないのだ。

　もらってばかりでなく、少しでも返していきたいという想いが存在感を増せば、首を振りつづけることは自おのずとできなくなった。

「そこまで仰るのでしたら……蒼刻さんがここにいる間に、一度、作ってみます」

「よし。楽しみにしてるからな」

「……今から緊張させないでくださいよう」

　いい子だ、という薄い笑みに、胸の奥がざわめく。もっと褒ほめてもらいたくなる。

　そんな手なずけられた子犬みたいなことを感じてしまうのは、蒼刻による調教の成果なのだろうか。そんなことを思った。
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　石せき守しゆ業ぎよう、という堅かた物ぶつそうな名の商人――緑りよく狸りの好こう敵てき手しゆの邸は、叢そう緑りよく堂どうからほぼまっすぐ西に離れた街区にある。幽ゆう鬼き院いんの、目と鼻の先だ。

　できる限り壁に囲まれていたい体質の朧ろう月げつでも、わざわざ馬車を出す手間をかけさせるのが申し訳なくて、歩いていきますと申し出たくらい近い。

　事前に「馬車なしで外に出る準備」と称しようして庭に引っ張り出されたのも、いくらか効果があったのだろう。

「静かな街区だな」

「このあたりは、人口が少ないそうです」

　朧月も、被布の陰から町並みを見回した。

　真昼でも閑かん散さんとした大路は、人ごみが苦手な彼女にとっては都つ合ごうがよい。

「……兄さまのお話によると、ここは昔、勢いのあった商人が住んでいたそうです」

「今は住んでないのか」

「ですね」

　勢いのある商人とは、要するに成金だ。隣近所で張り合って増改築を繰り返した結果、このように雑然とした景観に成り果てている。

　石家もかつては緑狸同様、商業区寄りの便利な界かい隈わいに住んでいたのだが、店が傾きはじめたのをきっかけに、このうら寂さびしい街区に移ったそうだ。

「叢緑堂のあるところが居住区として新しく整備されたので、お金に余裕のある方は、そちらに越してしまったとか」

「でも暗がりが多くて気が流れてないから、あたしたち幽ゆう鬼きには居い心地ごこちがいいんすよ」

「わからんでもないな」

　今日はついてきてくれた星せい彩さいの感想に、蒼そう刻こくが納得顔でうなずく。

　大きな荷物を抱えていたら抜けられないような狭い路地を、先導するルアンに従って、ぞろぞろ歩いていく。

「姫さま。あそこが石家の邸てい宅たくだよ」

「あそこ？　意外と大きいのね――」

　おもむろにルアンが指さした先を見て、一瞬後、朧月は思わず歩みを止めた。

　息をのむ。

　――石家の邸は、どうしようもなく異質な空気に取り巻かれていた。

　緑にあふれ、健すこやかな空気に満ちていた緑狸の邸とも、どこもかしこも古びているが独特の威い風ふう漂う幽鬼院とも違う。木造建築が多い州都にはめずらしい石積みの邸宅なのだが、単純にそのせいだけとは思えぬ、重苦しい空気だった。

（生きている人が住んでいるはずなのに……どうしてこんなに、嫌いやな雰ふん囲い気きなの？）

　邸内で葬そう儀ぎが行われているかのような、と言ったら言いすぎだろうか。

　古い様式の門もん扉ぴが貝のように固く閉ざされているのさえ、ひどく不気味に見える。

　思わず後あと退ずさりかけたとき、

　――タスケテ

　かすかな声を聞いた気がした。瀕ひん死しの子供のように弱々しい声だ。

　どこかで聞いた声だ。一瞬後、皇こう都とから帰ってきた日に同じ声を聞いたのを思い出す。

　しかし翡ひ翠すいの瞳をあちこちに向けても、生者はおろか、幽鬼の姿もない。

「姫さま？」

　胸騒ぎはするが、期せずして幽鬼の声を聞いてしまうのは、彼女には日常茶さ飯はん事じだ。

　それに姿が見えないのでは、応じたくても手の打ちようがない――

「おい。どうした朧月」

　怪訝そうにした蒼刻とルアンに顔をのぞきこまれて、ようやく現実に返る。

「何か見えたのか？」

　小さくうなずいたものの、朧月はなんと説明したらよいのか迷った。

「見えてはいないのですが……紅こう梅ばい宮きゆうのときと、どことなく似た感じがします」

　うなずき、今の声のことも合わせて報告すると、蒼刻はもちろんルアンまでもが眉み間けんのしわを深くした。

　紅梅宮での事件は、朧月が蒼刻と出で逢あい、外に連れ出されることになったきっかけだ。

　非ひ業ごうの死を遂とげた女性の幽鬼が、紅梅宮――皇宮の一角にある建物を異界に引きずりこむという怪奇現象を起こしてしまい、公こう主しゆさまをはじめとする人々が危うく犠ぎ牲せいになりかけたのである。

　石家の邸は、そのときに味わった冷たい霧きりのような空気に沈んでいた。

（かといって、幽鬼がいる様子はないのが奇妙だけど……）

　生きているはずなのに、濃密な虚きよ無むと死の香りをまとっていた張ちよう梁りようを連想する。

　はっきりと原因がわからないのが、身体からだの芯しんがねじ切れそうなほどもどかしい。

（この囲いを透かして、邸の中が見られたらいいのに）

「お待たせ」

　石家の正門に駆かけていったルアンが、つまらなそうな顔をして戻ってきた。かぶりを振ると、肩までの髪かみがさらさらと揺れる。

「全然だめ。入れてもらえなかったよ」

「だれも応対に出てこなかった……ということ？」

「ううん。一応返事はあった。けど、こっちが何を言っても『主人は留守にしてますのでお答えできません』の一点張りだよ。暗い声だったし、なんかヤな感じ」

「……それは怪あやしいかも」

　ルアンが刺し史しの遣つかいだと名乗っても、反応は変わらなかったという。

　適当に出迎えて言いくるめて帰す――という無ぶ難なんなあしらい方をすれば、下へ手たな疑惑を持たれなくて済むのに。

（それすらもできない、ということは……）

　今、石家の邸内には、だれかに見られたら困るものがあるのかもしれない。

　同じことを想像したらしく、蒼刻がじれったそうに腕組みした。

「忍びこんでもいいなら、そうするんだけどな」

「はい？」

「飛ひ爪そうがあれば屋根から簡単に忍びこめる。いや、この程度ならなくてもいけるか」

　飛爪とは、端はしに金属製の鉤かぎ爪づめをくくりつけた縄のことだ。戦いにも、木や山を登るのにも使える武器である。

　まじめな顔で邸のあちこちを眺ながめる蒼刻に、朧月とルアンは顔を見合わせた。

「……蒼刻さんって、劉りゆう家の御おん曹ぞう司しですよね？」

「今さらなんだ」

「なにゆえに盗とう賊ぞくみたいな芸当ができるんだろう……と、疑問に思いまして」

「俺だって好きで身につけたんじゃねえよ。うちの横暴な兄貴から、あらゆる武器の扱い方を教えこまれただけだ」

　無理やりに、ということらしい。怪け我がの功こう名みようと言っていいのかどうか。

「ですが、とりあえず、昼間はやめておいたほうがよいのでは……？」

「つまらんな。手ぶらで帰るなんて、俺の趣味じゃないぞ」

　そんな無茶を言われても困る。

「いっそ静せい心しんを連れてきて、扉ぶち破って調べたほうが早いんじゃないのか」

「だめ。まだロクな証拠もないのにそこまでしたら、刺史さまの評判が傷つく」

「だったら、どうやって情報を集めろと言うんだ？」

「お客さまも少しは頭使ったら？」

「――あ、星彩！」

　空気が険悪になってきたので、おろおろしているところに、裏口に回っていた撫子なでしこ色いろの髪の幽鬼が戻ってきてくれた。

　ひそかに胸を撫なで下ろす朧月に、星彩は申し訳なさそうに小さくなってみせる。

「だめですね～。幽鬼院並みにとは言いませんけど、幽鬼がみだりに入りこめないように結けつ界かいが張られてますよぅ」

「それってますます怪しくないか？」

「でもないっすよ？　武官さん。この辺は幽鬼院が近いから、うちにも幽鬼が来たら大変だ！　っていうんで、そうやって自己防衛をしてる邸は多いですからねぇ。あたしたちはさておき、刺史さまと朧月ちゃんには失礼な話ですけど」

　我わがことのように怒ってくれる星彩がいとしく、朧月は苦い過去を思い出しても、悲ひ惨さんな気持ちにはならずに済んだ。

　まだ無む邪じや気きに外に出られた頃、朧月は「あの人の背中に血まみれの女性が憑ついてる」だの「今、あのおうちの人が亡なくなったわ」などと、幽鬼が見える瞳で知ったことを無防備に口にしてしまったものだ。

　朧月にとってはなんでもないことだったのだが、普通の人には、あどけない表情で不吉なことを言う少女自身が、死や破滅を呼び寄せているように見えたらしい。

　気がつけば、冥めい界かい公主というありがたくない呼び名を頂ちよう戴だいしていた。

　妖よう怪かいを見るような人々の目とともに。

「でも……」

　無駄にしんみりとしてしまわぬよう、朧月は話を切り替えた。

「石家の方が、兄さまが幽鬼に情報を集めさせているのを知っていて、用心している可能性もありますよね」

「それにしたって、強い魔ま除よけの結界を張るのは簡単じゃないだろう。黄こう巾きん賊ぞくが手を貸してるってのも本当かもしれないな」

　刺史の邸が幽鬼だらけで、妹姫は幽鬼と話せる不気味な娘――というのは、州内でよく知られた話だ。幽鬼を遣やった情報収集のことは公おおやけにしていないが、頭の回る人物なら、その方法に思い至いたるのは難しくはなかろう。

（正面からは入れていただけなくて、幽鬼でも中に入れないとすると……）

　どうしたらいいのだろう。あの声の主ぬしのことも、気がかりなのに。

　ルアンが言う。

「お客さまの家名を使ったらどう？」

「ここの刺史の遣いを名乗っても門前払いだったのに、俺の肩書なんぞでホイホイ門を開けるものなのか？」

「やっぱ難しいかな。お客さま使えなさすぎ」

「おまえ、静心から罵ば詈り雑ぞう言ごんとか吹きこまれてきたんじゃないだろうな」

　蒼刻は劉家の御曹司で、なおかつ国軍でも地位の高い武官だが、黒こく烏う州の民に何かを強しいる権限は、基本的にはない。

　三大貴族の名で威い嚇かくはできるだろうが、何もなかったときが厄やつ介かいだ。今の段階ではそこまでの力押しはためらわれる。

「……とりあえず今日は、このあたりの幽鬼から話を聞くだけにしませんか？」

「そうするか」

　朧月のまとめに、残り三人も異論はなかった。

　あまり人ひと気けのない街区だが、幸いにも、探せば幽鬼はあちこちにいた。

「おお、あなたが噂うわさの朧月さまですか」「石家ねえ……最近いやあな空気だぜ」「ちょっと前まで、あそこの庭が好きでよくのぞき見してたってやつがいたはずよ。ねえ？」「あの庭師ならそこの酒飲みの知り合いよ。あんた、ちょっと呼んできなさいな」

　おかげで石家の住人たちは最近どんな様子なのか、怪しい相手と付き合っていないか、妙な真似をしていないか等々を聞き出すのは、そう難しくなかった。

　そこまでは、朧月と蒼刻にとってなじんだ流れだったのだが。

「――……朧月!?」

　油断していたわけではない。

　しかし、一行が目を離したわずかな隙すきに――

　朧月が、忽こつ然ぜんと姿を消していた。
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　私は故郷に妻がいる　どうか殺さないでくれ

　はるか遠くに残してきた妻よ　どうかほかの男に嫁とつがないでくれ――




　生なま々なましい哀あい切せつに満ちた歌が、夢うつつの朧ろう月げつの耳をくすぐる。

（……異国の歌）

　かつて、絹の密輸に関わったせいで死んでしまった人の幽鬼が、母国に生きて帰れなくなったことを嘆なげきながら、朧月に教えてくれた歌だ。

　遙かな旅路を行き来する商人たちの、時には賊に襲おそわれて死ぬこともある苛か酷こくな旅路と、故郷への想い。

　絲し路ろを渡ってきた西さい域いきの商人たちは、自己紹介代わりに決まってこれを歌うのだとか。

　この歌が聞こえてくるということは、自由市場が近いのだろう。

　……そこで、あれ？　と引っかかりを覚えた。

（わたしは市場のほうではなく、石家の邸に行ったはずなのに）

（そう。皆で大路を歩いていたら、後ろに人の気配がいきなり現れて――）

　――『悪いが協力してくれ』

　聞き覚えのない声でささやかれたのと、背後から伸びた手に口をふさがれて気を失ったのは、ほぼ同時だった。

（わたし……まさか、誘ゆう拐かいされたの!?）

　ばっと起き上がって帳とばりを開き、朧月は寝台の外を見た。

　すべての格こう子し窓まどがきっちりと閉ざされた、薄暗い部屋である。

　陽ひ射ざしが直接入らない方角にある、屋根裏部屋――そんなところか。

　しかし朧月が寝かされていた寝台は、天てん蓋がいまでついた豪ごう奢しやなものだ。ほかの調度や置物も安物ではない。

（どういう場所なんだろう……。普通の旅籠はたごとは思えないけれど）

「――お目覚めかい、天然公主」

　声は唐とう突とつに、少し離れた場所から聞こえてきた。

　振り返ると、切れ長の双そう眸ぼうとぶつかった。

　凶きよう暴ぼうそうだと感じるほどに目つきの鋭するどい男が、窓まど辺べにたたずんでいる。それまでは気配もなかったのに。

「申し訳ないが、ちょいと誘拐させていただいたぜ。あんたの兄貴には、傷つける意い図とはないっつう旨むねの手紙を送って安心させておいたから、その点は気にしなくていい。白さ湯ゆでよければ飲むか？　ちょっと長い話になる」

　歳としの程は、二は十た歳ちをいくつか過ぎたくらい。

　西域から来る商人のように頭ず巾きんをきっちりと巻きつけて、髪をほぼ隠しているせいで、輪りん郭かくと眼光の鋭さがことさら際きわ立だっている。

　蒼刻の瞳は「ふれたら咬かみつく」と言っているかのように最初は感じたものだが、この男はそれとは違う危険なにおいがした。たとえるなら、獲物を求めて荒野を彷徨さまよう、猛獣の帝王じみた迫力だ。

　こちらに歩み寄りながら、ぞろりと獅し子しが牙きばを剝むくように、男が笑った。

　喰くわれる。小動物じみた本能で、朧月はおののいた。

「まあ待て。そんな一瞬で筍になるほど警戒しなくてもいいぜ、お姫さま」

「…………」

　普段ののろまぶりが噓うそのように、一瞬にして部屋の隅まで後退りして手近な毛布を頭からすっぽりかぶるという奇行――本人は純粋に防衛本能でしたことだったが――に走った朧月を見ても、男は寸分も動じなかった。

　黒い鞘さやにおさまった短刀をもてあそびながら、広い肩を軽くすくめてみせる。

「参ったな。どうにも誤解されやすいが、こう見えても俺様は、弟の恋人に手を出すほど野獣じゃないぜ」

　――弟？

　きょとんとして一いつ拍ぱく後に、男の瞳が、だれかに似て青く燃えていることに気づく。

　次ついで、頭巾からこぼれる髪が、刃やいばの輝きを思わせる銀色であることにも。

「察してもらえたようだな。俺様はあんたの恋人、劉りゆう蒼そう刻こくのお兄さまだ」

「劉……戴たい青せいさま？」

　劉家の長男。

　――混世魔王。
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　見れば彼の背にした壁には、禍まが々まがしい形の刃を持つ、途方もない大きさの剣が立てかけられていた。蒼刻が言っていたとおりに。

　馬さえ斬きり殺せそうなほど刃が大きく、使いこまれた風合いが柄つかや鞘に刻きざまれた剣だ。

　相手を威い嚇かくするためのお飾りではなく、彼は実際にその超重武器を振るっているのだと思うと、ぞっとした。

　戴青は朧月を長なが椅い子すに座らせると、奇妙に親しげな声こわ色ねで言いだした。

「なんなら『お義に兄いさま』と呼んでくれたって構わないぜ？　うちは男三人、お袋ふくろも嘆なげくほどむさ苦しい兄弟だからな。可か愛わいい年下の女子は大歓迎だ」

（……いや、歓迎されましても……）

　朧月には引きつった顔しかできないが、その一方で、奇妙に人を惹ひきつけるものを戴青に感じていた。

　こんな凶暴そうなのになぜだろう、とひそかに悩み――

「その表情だと、弟から俺様の話を聞いたことがあるようだな。まあ、あんなに仲よしこよしなら当然か。蒼刻が女連れであんな表情をするようになるとは、さすがの俺様も予想してなかったぜ。今回の旅の、最大の収しゆう穫かくだな」

　――大いなる勘かん違ちがいをされていることを思い出し、今さらむせ返りそうになる。

　戸と惑まどいと緊張が吹き飛び、朧月は焦あせりながら戴青を振り仰あおいだ。

「あの……戴青さまはひとつ、たいへんな誤解をされているのですが」

「そいつはたいへんだ。言ってみな」

「はい。……わたしは、本当は、蒼刻さんの恋人ではないのです。わけあって、そのフリをしてはいる？　いた？　のですが――」

　出逢った春から今までのことを、たどたどしく説明していくうちに、戴青はらしくない表情になった。

　おいしそうな点てん心しんを割ったら、中に何も詰まっていなかったときの顔。

　つまり、激しく拍ひよう子し抜けした様子である。

「初う心ぶそうな顔に似合わず、凄すさまじいことを言うな、お姫さま。道端でもあれだけ仲よくしといてそれはないだろう。まさか、その調子でずっとお預け状態だってのか？　俺様は生まれて初めて弟に同情したぜ」

「そ……そのように言われましても――」

「なあ、姚よう朧月。あんたがその小さな腹に抱えてる引け目や遠慮や恐おそれには、俺様はこれっぽっちも興味がない」

　朧月にぐっと顔を近づけて、戴青が笑みを深める。

　その鋭すぎる視線は、朧月の心の底を正確に抉えぐり出そうとするかのようだ。

「あんたは蒼刻のことが好きか、嫌いか。俺様が今知りたいのは、それだけだ」

「な」

　絶句した。

　あまりにも唐突な質問だったし、好きだとか嫌いだとか、そんな物差しで蒼刻を測ったことなどないからだ。

　振り回されていて、けれど気がついたときには、彼のことが怖くなくなっていた。

　信頼していた。目が離せなくなっていた。そばにいるのが心地よくなった。

　だから、どちらかを選べと言われたら――

（待って。待て、わたし）

　戴青の強いまなざしに気け圧おされて、強引に傾けられそうになる自分の中の何かを、朧月は必死に押し留とどめた。

　落ち着け。たしかに蒼刻のことは信頼しているし、朧月の異能を恐れぬ貴重な人間だと思っている。けれど、好きとか嫌いなんて考えたこともない。

　そして、考えてはいけないと、心の奥底で何かが叫んでいた。

（だって、わたしみたいな厄介な異能の持ち主が、そんなこと……）

　そこで再び我われに返る。

　いけない。また思考の渦うずに呑みこまれていた。

　どうも戴青のまなざしと言葉には、不思議な威い力りよくがあるようだ。

　冷静さを取り戻したつもりだったのに、いつのまにか引きずられている。単に朧月の心が弱いせいかもしれないが。

　三度、惑わされてしまうより早く、朧月は切り返した。

「……戴青さまは、なにゆえにそのようなことをお聞きになりたいのですか？」

「あんたと蒼刻の関係によっては、俺様にとっておもしろいことになるからさ」

「と、仰いますと」

　当惑する朧月を見下ろして、戴青は双眸に危うい光をちらつかせた。

　そこで初めて朧月は、彼の牙の見えそうな笑みが、蒼刻が刀を振るうときの表情にどこか似ていることに気がつく。

　だから美しい肉食獣に見み惚とれるように、少し惹かれるものを感じてしまったのか。

　戴青が手を伸ばし、朧月の黒髪をそっと撫ぜる。

「陳ちん腐ぷに聞こえるかもしれないが、やっぱり人間ってのは絶対に守りたいもの・失えないものを持っているときに一番底力を発揮するもんだ。俺が潰つぶしてきた馬賊や道場の連中には、どうもそれが足りなくてな。歯ごたえのないこと豆とう腐ふのごとし、だったぜ」

「…………」

　あの、ほとんど冗じよう談だんみたいな武勇伝は事実だったのか。戴青の乾いた手の陰で、朧月はまたしても言葉を失う。

　張ちよう宝ほうや張ちよう梁りように対して感じるのと似た、自分には理解しがたい人間だという、あきらめにも似たものが胸に広がった。

　そんな想いを見透かされたわけではなかろうが、続く言葉は意外なところに着地した。

「黄こう巾きん賊ぞくとか呼ばれてる連中も、ただの狂信者ではないようだな。一度、張梁って野郎に見まみえたが、執しゆう念ねんがこもったいい太た刀ち筋すじだったぜ。やつには、どうしても成なし遂とげたいことがあるのかもしれないな」

「!?」

　耳を疑い、質問を整理するまでにしばらくかかった。

「それは……張梁と戦って、見み逃のがしたということですか？　なぜ、そのようなことを」

「ん？　そりゃあ、泳がせといたほうが、おもしろいことになりそうだからさ。あいつはもっと強くなるぜ。今はどうも、自分のことで手一杯みたいだがな」

　さも当然という顔をされても、全然ついていけない。常識外はずれ、などという生なまやさしい次元ではない気がした。

「それにあの張梁ってやつは、幹部とはいえ使いっ走りみたいなもんだ。あいつ一人を潰したところで、黄巾賊はたいした痛手じゃなかろうよ。――いや、使いっ走りという表現は平和すぎたな。あいつはどうも、黄巾賊の暗部を担になっているようだぜ」

「暗部……？」

「たとえば、金で引き受けた暗殺。黄巾賊を裏切ったやつの粛しゆく清せい。不要になった捨て駒ごまの処分。いわゆる汚れ仕事だな」

　慄りつ然ぜんとして、朧月は自みずからを抱きしめる。

　黄巾賊がその妖術で多くの人を魅了する一方で、凶手まがいの裏稼業に手を染めているのは、以前から知っていた。

　だがその暗部の化身ともいえる張梁に遭遇した後なので、おぞましい想像が余計に生々しさを増してしまったのだ。

　喉のどが嫌な具合に渇いているのに気づき、朧月はぐっと空から唾つばを呑みこむ。

「張梁のことは今はどうでもいいが、俺様の弟はあんたも知ってのとおり、不器用でまじめな狼おおかみだ。あまり焦じらさないでやってくれよ。――あいつが爆発したときに困るのはあんただから、これは忠告でもあるな。さすが俺様は、天下一やさしいお兄さまだぜ」

「…………はあ」

　蒼刻に対して何を焦らしたのか身に覚えはないし、自じ画が自じ賛さんが素早すぎてつっこむ隙がつかめないのが困る。

「――あの……戴青さまがわたしをここに連れてきたのは、そのようなことを訊きくためなのですか？」

「おっと忘れてた」

　俺様としたことが、と急にひょうきんな仕草になって、戴青は銀の前髪をかき上げる。

「お姫さま、あんたに伝言を頼みたい。とても大事なことだ」

「伝言？」

　戴青はうなずき、なんとも癖くせのある笑い方をした。手製の罠わなで捕らえた兎うさぎでも見つけたかのようだ。

　息をのむ朧月へと戴青が告げた内容は意外にも、それまでとはうってかわって、朧月たちの役に立つものだった。

　だがそれが逆に、朧月を強く戸惑わせた。

「……戴青さまが、直接蒼刻さんにお伝えするわけにはいかないのですか？」

「俺様は構わんが、それをするとお姫さまに迷惑がかかるかもしれないぜ」

「それは、なにゆえに」

「俺様とあいつが本気の殺し合いをするかもしれないからだ。そんなのは嫌だろう？」

　もう何も言い返す気力がわかない。ひたすら帰りたい。

　こんなところで理解不能な凶暴男子と二人きりで、ついていけない語りを聞かされるなんて、外で散歩するよりも苦行である。

「だが、柳りゆう雨う村そんのおっさんは愉ゆ快かいな男だったからな。死なれるのは惜おしい。だからこんな回りくどい手をとらせてもらった」

「はあ……」

「無事にこの件が済んだら、おっさんによろしく伝えておいてくれよ？　礼は、うまい葡ぶ萄どう酒しゆを奢おごってくれればいいってな」

「…………はあ」

（蒼刻さんには、なんて説明したら怒らせずに済むだろう……？）

　想像するだけで頭が痛かった。猛烈に帰りたいのに、帰るのがちょっと怖い。

　もうすっかり疲れた顔になった朧月を見やると、戴青は思い出話でもするみたいに付け加えた。

「もう数年、逢ってないからな。あいつの師し匠しようの一人として腕試しをしたい気持ちは山々だが、まだ惜しいという気持ちもある。せっかく長い時間をかけて熟成させた酒だ。一番うまくなったときに一気にあおるのが、この世で最高の贅ぜい沢たくってもんだろう？　俺はな、お姫さま。あいつには一番期待してるんだ」

　朧月のすべらかな頰ほおを、戴青の手がなつかしむように撫ぜる。弟には、そうしてやれない代わりのように。

　戴青は最後まで、肉食獣の笑みを絶やさなかった。

「そうだな――お姫さまがあいつの本当の恋人になったときが、俺があいつと戦うときになるだろうよ。そのときに蒼刻が俺様に勝ったら、劉家に戻ってまじめにご当主さまをやってやると約束するぜ」
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　半刻後。

　戴たい青せいに連れられて、朧ろう月げつは幽ゆう鬼き院いんのそばで解放された。振り返ったときには、戴青はすでに姿を消していた。

「朧月！」「姫さまッ」「朧月ちゃん！」「おお、姫」

　玄関で総出で出迎えてくれた人たちに、心配をかけてしまったことを謝あやまりながら、なけなしの笑みを浮かべてみせる。

「兄さま、蒼そう刻こくさん――……」

　皆を順番に呼ぼうとしたとき、ふいに声が詰まったのは、戴青の強烈な言葉が頭に浮かんでしまったせいだ。

　――『あんたは蒼刻のことが好きか、嫌いか』

　蒼刻の青く燃える瞳は、本人に言ったら怒られそうだが、戴青のそれとよく似ていた。

　二重の意味でどきりとしてしまい、朧月の足が止まる。

「朧月？　大丈夫か」

「！　も、問題ないです。無問題です！」

　いつものように無む造ぞう作さに伸ばされた手に、つい過か敏びんになってしまう。

　蒼刻にふれられる寸前でとっさに身体をねじり、その拍子に、間抜けにも自分の足につまずいた。

　転びかけた朧月をすかさず抱きとめたのは、硬い顔をした異母兄あにだ。

「何をしている。そなたは身体を動かす才能には恵まれていないのだ、気をつけよ」

「あ……申し訳ございません、兄さま」

「怪我はないのだな？　ならばよい」

　無ぶ愛あい想そうなささやきが頰にふれ、白びやく檀だんの香りのする胸の前に抱きこまれる。

　幼おさない頃、怖い夢を見たときに、同じようにしてくれたことを思い出した。

「災難であったな」

「……ええ、まさに」

　思わず真顔でうなずいてしまう。

　無条件に安心する腕の中からうかがうと、蒼刻が憮ぶ然ぜんとして、こちらを見ていた。

　あわてて目を伏せると、今度は、のそりとやってきた白びやつ虎この青い瞳にかち合った。

「姫がいなくなった直後に、これが矢文で届いてな。無事なのはわかったが、やはり心配だったのじゃ」

「戴青さまの手紙……ですよね？」

　しかし白毛の額ひたいにのせて差し出された紙に殴なぐり書きされていたのは、脅きよう迫はく状じようとしか思えない内容だった。

『天然公主は俺様が預かった。用が済めば無事に帰してやらんでもない。――劉りゆう戴青』

（えー……）

　保護者を安心させるどころか、無駄に不安を煽あおる文面である。

　あんな破は天てん荒こうな青年の言うことを信じたほうが間違っていたと、朧月はてのひらで額を押さえた。星せい彩さいが「大丈夫っすか？」と背中を撫でてくれる。

　蒼刻の忌いま々いましげな舌打ちに、静せい心しんの怒気のこもったため息が続き、

「「殺すか」」

　怖いほど完かん璧ぺきに、二人の言葉が重なった。朧月は頰を思いっきり引きつらせる。

「え？　って、まさか……戴青さまを、ですか？」

「「ほかにだれがいる」」

　またしても声が重なった。

　普段が仲よしには程遠い分、こうも気が合うのは、怖いを通り越して不気味である。
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「俺自身、こいつに殺されかけたからな。兄貴には少なくとも三倍にして返さないと、腹の虫がおさまらん」

　こいつ、と目め顔がおで示された静心は、朧月を抱いたまま澄ましている。

「罵詈雑言もひどかったぞ。四千年呪のろわれろだの全身粉ふん砕さいしろだの」

「そこまでは言っておらぬ。破裂してしまえ、とは言ったが」

「余計に凶きよう悪あくだろ。以前『爆発しろ』と言われたが、それより怖いじゃねえか」

「まあ、破裂や爆発では、後始末が大変か。よし、貴き殿でんは土に還かえれ」

「何もよろしくないだろ」

「……喧けん嘩かは勘かん弁べんしてください……」

　いつもの「あいさつ」だとしても攻撃的すぎる内容に、朧月は本気で青ざめてお願いしてしまう。

「でもぼくも、戴青って人には、爆ばく竹ちくくらいぶつけたい」

「あなたまで澄んだ目で何を言いだすの、ルアン……」

「だって、姫さまが心配だったんだもん」

　たしかルアンは朧月より数カ月ほど年下だが、あどけない表情で言われても余計に怖くなるだけだ。

「星彩――」

　常識人を求めて友達とその恋人を振り返るが、彼らは「朧月ちゃん愛されてますねぇ」「よきかなよきかな」などと二人の世界でささやき合うだけで、残念ながら止めてくれる気はないようである。ちょっと切なくなった。

　執しつ事じに至ってはすでに止める努力を投げ捨てた様子で、明後日あさつてのほうを眺めていた。

　……毎日大変なのは知っていますが、お願いですから働いてください。

「そ、それより！」

　朧月は一いつ生しよう懸けん命めいさえぎった。戴青のことは正直どう思ったらいいかわからないのだが、殺害計画を具体的に進められるのは怖い。

「戴青さまから、伝言を預かってきたんです。……石せき家のことについて」
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　幽ゆう鬼き院いんにいる全員が一堂に会すると、もともとたいして広くもない正せい房ぼうの執務室は、どこか狭苦しくなる。異母兄も蒼そう刻こくもルアンも先刻の殺気を引きずっており、ピリピリした空気がいたたまれなかった。

　ルアンが煎いれてくれた、桃を漬けて風味を移した蜂蜜入りの茶はおいしいのに、ちっともほっとできない。

「あの非常識兄貴が、すでに石せき家に忍びこんでただと!?」

「は、はい……」

　朧月自身が悪いことをしたわけではないが、戴たい青せいの言葉を伝えているだけで、何やら申し訳ない心地になる。

「最初は、ただの偶然だったそうです。戴青さまは、よそに移動する前に、このあたりの盗賊を退治してお金を稼かせごうと思って、街の外を探たん索さくしておられたのですが――」

　深夜。

　すっかり人気の途絶えた街道で、戴青はたまたま旅商人らしい――しかし非常に胡う散さんくさい一行を見つけたのだという。普通の旅商人なら、足元が見えない真夜中に荷車を進めたりはしないが、その一行は異常なほど人目を気にしながら、道を急いでいた。

　とっさに身を隠して後をつけたのは、戴青曰いわく「死とおもしろそうな厄介ごとのにおいがしたから」。

　黒ずくめの商隊は、関門を閉ざしていた兵に袖そでの下を渡して、龍りゆう珠じゆの城じよう市しに入り――

「石家に向かったというのか」

「そうです」

　と、朧月は異母兄にうなずいてみせた。

　後を追った戴青は、関門兵を気絶させて門をくぐったそうだ。おそらく朧月にしたのと同じ方法を使ったのだろう。

　関門兵の手落ちを次々に聞かされて、静心は忌々しそうに目をすがめた。

「そのような報告は上がっていなかったぞ。これは、きっちり締め上げねばならんな」

「そっちはあんたにまかせよう。――で、うちの混世魔王はどうしたんだって？」

「邸内が寝静まるのを待って、石家の邸に侵入したそうです」

　朧月はそこで、少し口ごもった。

　蒼刻が怒りださないか、ただでさえ不機嫌そうな顔色をうかがいながら続けてみる。

「荷車の中身も気になったそうですが――そのときは金欠だったので、石家を恐きよう喝かつしてお小遣い稼ぎができるかもしれないと考えた、と、戴青さまは仰っていたのですが」

「最低最悪だが、あの外げ道どう兄貴ならやりかねん」

「えー……」

　悪趣味な冗談だと信じたかったのに、本当にやらかすつもりだったとは。なんて人だ。

　気のせいではない眩暈めまいを感じつつ、朧月はとにかく説明を優先させた。

「それで、石家が荷車に積んでいたのは――」

「瑠る璃りではないのだな」

　軽く頰ほお杖づえをついた静心の、冷静な声。朧月はごく小さくうなずいて、途絶えさせそうになった続きを口にする。

「はい。……布でくるんだ、骸むくろのようなものだったそうです」

　ようなもの、というのは、実は正確ではない。

　銀髪の混世魔王は「あれは絶対に骸だ。俺様にはわかる」と断言していたのだから。

　腕組みした蒼刻が、毒どく入りの水でも浴あびてしまったかのように顔をしかめた。

「骸だと？」

「戴青さまが見たところ、呪じゆ詛その――つまり、蠱こ毒どくの材料にしていたようです」

　おそらくは、市外にある墓園から掘り出したとおぼしき骸。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな戴青でも、さすがに言葉をぼかしていたが、石家の者たちはそれを加工して呪詛にしたらしい。作業の痕跡が、荷車の置かれた邸の裏手に残っていたという。どういう痕跡なのかは想像もしたくない。

　――『タスケテ』

　二度耳にした細い声が、あざやかに思い出された。

（あの声は……もしかして、その骸の持ち主だったのかもしれない）

　自らの骸が穢けがされるのを哀かなしんで、助けを求めていたのだろうか。

　そう思いつき、後味の悪さで顔がこわばる。

「殭屍キヨンシー造りでもする気かと思ったら、そっちかよ。まったく道術ってやつは……」

　げんなりした様子で一度うなずいた後に、蒼刻は「ちょっと待て」と仕切り直した。

「蠱毒って、本来は虫や動物を材料にする呪詛だよな。人の骸でも作れるのか？」

「不可能ではなかろ」

　口を挟んだのは、それまで置物のように黙っていた白虎だ。

「蠱毒とはな、要するに生命の持つ力を呪詛に利用するものを言う。であれば、人も獣も虫も材料となりうるじゃろう。そうでなくとも黄こう巾きん賊ぞくなら、通り一いつ遍ぺんの蠱毒ではない禁術を心こころ得えていてもおかしくはない。……さすがに、骸をどのように使って呪詛を成じよう就じゆさせるかは、儂わしにもとんと見当がつかぬがな」

　張ちようさんの淡あわい青の瞳が、そんな忌いまわしい術があることを憂うれえるように遠くを見る。

　朧月にも骸の呪詛とやらは想像はできないが、同時に、想像したくないとも思った。悪い夢に見そうである。

「人の骸を利用する呪詛、か」

　執事に用意させた煙管キセルをやんわりと嚙かみながら、静心。

「私は人ひと伝づてに聞いたことだけはある。非常に強力な呪詛で、ひとつの集落がまるごと滅んだ事件があった。生き残ったのはたった一人という惨状ゆえ、呪詛の細かいことまではわからなかったのだが」

　異母兄の唇から淡たん々たんと紡つむがれる言葉に、朧月は二つの意味で驚き、瞬まばたいた。

　ひとつは、そんなにも恐ろしい呪詛なのかという衝撃。そしてもうひとつは。

「兄さま……道術にもお詳しいのですか？」

「さほどでもない。そなたが道術を学びはじめたと聞いたので、書庫にある道術関係の文献を軽くさらっただけだ」

　静心はなんでもない口調で切り返す。が。

　……「軽く」で、朧月が四苦八苦して書物から得ている知識の量を、さらりと跳び越えていかれてはたまらない。朧月はひそかに落ちこんだ。

　この異母兄といい、物知りの幽鬼たちといい、自分の周りには優秀な人が多すぎる。

　というより、わたしだけが不出来な引きこもりなのだろうか。

「なるほどな」

　自分で考えて自分でさらにへこんだところに、蒼刻のうんざりした様子の声が聞こえたので、はっとする。

「黄巾賊――しかも張ちよう宝ほうなら、人の骸から呪詛をこしらえるのも可能だろうな」

　招しよう鬼き法ほうという骸や幽鬼を利用する妖術が、張宝の特技だ。その延長上に、骸を使った呪詛があっても不思議ではない。

「密輸の件の調べは途中だが、その呪詛は早急にどうにかせねばなるまい」

　艶つややかな黒髪をかき上げながら、静心。

　蒼刻もうなずいた。

「周りの家にまで呪詛の影響が出たら、えらいことだしな。緑りよく狸りは――」

「緑狸とその家族は、すでに別の場所に移してある。叢そう緑りよく堂どうには幾いく人にんか使用人が残っていると思うが、すぐに邸を離れるよう指示しよう」

「……呪詛のほうは、いかがいたしましょう？」

　密輸の証拠は、確実に押さえたい。

　一方で呪詛は、できる限り速すみやかに始末したい。

　叢緑堂に何か仕掛けられていないか調べてくれる道どう士しは、数日後には到着する手て筈はずだそうだが、石家が用意した呪詛の種がひとつとは限らない。骸を使う呪詛とやらは、どんなものかも謎なのだから。

（今すぐにでも石家の邸に乗りこんで、呪詛を作るのを止めたいけれど……）

　下手に踏みこむと、密輸の証拠のほうを揉み消されてしまう恐れがある。

　――では。

　皆でしばし沈黙して考える中、ややあって、朧月はこわごわと手を挙げてみた。

「あの……引きこもりなわたしと、幽鬼の星せい彩さい、それによその方の蒼刻さんや張さんは、たぶん石家に面が割れていませんよね？」

「おそらくはな」

　静心が何か察した様子でうなずくのを見届けてから、朧月は再び口を開いた。

「でしたら、ひとつ提案があるのですが……いえ、その、そんなにたいしたものではないのですが――」







　第六章　鴉の眼と呪いし者の末路







　翌朝――幽ゆう鬼き院いん、正せい房ぼうの執務室。

　だいぶ疲れを引きずった様子で、まだ部屋から出られないと言う朧ろう月げつを置いて、蒼そう刻こくは静せい心しんからの呼び出しに応じた。本当なら朧月も一緒がよいが、愚ぐ兄けいと今夜の「準備」のせいで彼女が疲労困こん憊ぱいしたのはわかっているので、今日ばかりは引きずり出せなかった。

　徹夜でもしたのか、机に向かう静心はいつもより不ふ機き嫌げんそうに見える。蒼刻は少しだけ身構えて話を始めた。

「絲し路ろの周りにはいくつもの国があるが――黄こう巾きん賊ぞくと石せき家による瑠る璃りの密輸を手伝ったのは、どうやら瑠璃の産出国とは折り合いの悪い国のようだ。瑠璃を密輸して安く売ることで、産出国のほうに損をさせる腹だな」

「黄巾賊が、その部族と石家の間の橋渡しをしたのか」

「そのようだ。絲路はまだ安全とは言えぬ状態だから、黄巾賊が隊商の護衛を担になっていた可能性もある」

　黄巾賊の妖術と、張ちよう梁りようのように荒事慣れした戦士。

　瑠璃は二つの力に守られて、ひそかに運ばれ、石家の伝つ手てを使って売りさばかれた。

　その巨額の利益の分け前とともに、石家にはもう一つの恩恵――商売敵がたきをひそかに殺す呪じゆ詛そが与えられた。

　どろどろとした話に、蒼刻の眉み間けんに自然としわが寄った。

「呪詛で殺したいほど、石家は緑りよく狸りが憎にくいのか」

「緑狸はこれまでに何度も、石家を巧うまいこと出し抜いて大儲けをしている。しかもあれは誤解されやすい男だ。懐ふところに入れた者には鷹おう揚ようで気前もいいが、商売敵にはふてぶてしい態度ばかりとる。そしてそのくせ、運には恵まれている。没落していく一方の石家にとっては、さぞ憎らしく映ったのであろうよ」

「あいつさえいなければ、っていう感じか」

「そういうことだ」

　その手の逆さか恨うらみじみた憎ぞう悪おは、皇こう都とでの権力闘争においてもひっきりなしに聞く話だ。

　だからといって慣れるわけでもなく、胸が悪くなるのも止められないが。

　苦々しい顔をして、静心が嘆たん息そくする。

「このような不ふ祥しよう事じが続けば、絲路の再開発そのものにケチがつく。見せしめとは言わぬが、石家は厳しく処断せねばなるまい。――破産を恐おそれる心情はわからぬでもないので、多少憐あわれだがな」

　いつもの冷静さを保った言葉の裏に、ひそかに憂うれえる色が見え隠れした。

　こと蒼刻に対してはまったく容よう赦しやが感じられないが、朧月によれば「やさしい」刺し史しさまらしい言いようだ。

　しかしこの矜きよう持じの高い男が、蒼刻にそんなふうに理解されたいと思っているはずがないので、代わりにこう言っておいた。

「あんたは絲路の再開発には、本当に熱心だな」

「いずれ西さい域いきにある、実の兄きよう妹だいでも結婚できる国に移住する予定でな」

「おい!?」

「冗じよう談だんだ」

「表情を変えずに言うな」

　無む駄だに焦あせって、木き苺いちごの蜂はち蜜みつ煮にの器うつわをひっくり返しそうになった。

　薄い唇くちびるをぬるくなった茉莉花ジヤスミンの香茶で湿しめしながら、静心は蔑さげすむように目をすがめる。

「貴き殿でんは意外と冷静さが足りぬな」

「普通は、異母兄妹きようだいでそんなことしようとしてたら焦あせるだろ。俺は常識人でいたいんだよ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。その気があったら、とっくの昔に移住している」

「そういう仮定で話をすること自体、どうなんだよ」

　不毛すぎるやりとりは、扉とびらを叩たたく音で中断された。

　現れたのは、黒くろ髪かみにおそろいの絹花を飾った姉し妹まいのような二人――娘衣い裳しようのルアンと、彼に腕を引かれてきた朧月だ。

「姫さま、元気出たって言うから、連れてきた」

「……遅れまして」

　恐きよう縮しゆくする朧月の後ろには、星せい彩さいと張ちようさんもついてきていた。

　いつものことだが、古い邸やしきをたくましい白びやつ虎こが歩き回る風景は、違和感の塊かたまりである。

　蒼刻が何か言いだすよりも早く、静心が妹を手元に呼び寄せた。

「無理をするでないぞ。そなたが倒れでもしたら、そのほうが大事だ」

「ですが、わたしが言いだしたことですし……」

「それでもだ。顔を見せよ。――やはり、寝不足のようだな。後で香茶でも飲んで、今宵こよいのために仮眠をとっておくがよい」

　蒼刻たちがいなかったら、膝ひざの上に乗せて撫なで回していたんじゃないか、と思わせるほどの慈いつくしみをこめて、静心が朧月の髪や頰ほおにふれる。手つきはどこまでもやさしいのに、顔は無表情なのが不ふ釣つり合いだ。

　なんなんだこの兄妹は毎日ごく自然にいちゃつきすぎだろう。

　とドン引きしたい気持ちとともに、場違いな苛いら立だちも蒼刻の胸をかすめるが、耐えて口には出さなかった。こちらにだって、矜持がある。

　微妙な空気をあえて無視して、ルアンが美しい蝶ちようが刺し繡しゆうされた袖そでをはためかせながら、静心に向き直った。

「それと刺史さま、昨夜ゆうべの偵てい察さつ、というか色仕掛けの報告」

「なに？」

　蒼刻は思わず半はん眼がんになった。嫌いやな予感しか誘わない言葉である。

「ルアン……あなた一体、だれにそんなことをしてきたの」

　朧月もこわごわ訊たずねた。

　ルアンは娼しよう妓ぎが昨日の客の愚ぐ痴ちでも言うような、ざっくばらんな口調でのたまう。

「石家の裏口に、お届けものにきてた油屋。さりげなく上うわ目め遣づかいで――『ねえねえ、お兄さん。あの御宅ってば、最近変じゃない？　あたしもご主人さまにお届けものを頼まれたんだけど怖くって』とかなんとか言って、中の様子を詳しく質問したら、あっさり陥かん落らく。男って馬鹿だね」

　いや、おまえも男だろ。

　つっこもうとした蒼刻を振り返り、ルアンは媚こびを含んだ上目遣いになると、

「男は馬鹿よ」

　喉のどにしみこむ甘かん露ろのように、ゆっくりと繰り返した。

　だれもふれたことがないような無む垢くな乙女おとめの表情を作り、声まで、可か憐れんな硝子ガラスの鈴に似たそれに切り替えている。

　たいした演技力だ。たしかに何も知らずにこの媚び態たいを見たら、危うい色香の美少女だと勘かん違ちがいしそうだ。

　朧月の目も点だったが、星彩が「あたしが伝授したんすよ」とどこか得意げに耳打ちしたのには、複雑そうな顔で納なつ得とくしていた。蒼刻は「おまえかよ！」とつっこみたかったが、話がそれるので我が慢まんした。

「――で。やっぱり石家、様子がおかしいって」

　さっくりと声も話も元に戻したルアンからは、色香はきれいに吹き飛んでいる。

「以前は荷物を持ってきたら、普通に建物の中に運ばせてたんだけど、今日は頑がんとして邸の中に入れさせないようにしてるし、ちょっと中をのぞこうとしただけで、刺し殺されそうな勢いで怒られたってさ」

　聞き終えると、静心は表情が淡あわいなりに満足げにうなずいた。

「ご苦労だったなルアン。そなたは時に、この図ずう体たいがかさばる執しつ事じよりも役に立つ」

「すんませんね。俺ぁルアンや刺史さまと違って女みたいな髪や肌はだはしてねぇですから、そっち方面は――いでででで！」

　悲鳴が上がったのはもちろん、女のようなと言われた刺史さまが、傍かたわらにいた執事の足を思いっきり踏んだからだ。

　ひと言多い執事に、蒼刻はひそかに同情した。以前に一度、戦場で馬の蹄ひづめに思いっきり腕を踏まれた経験があるが、静心の足踏み攻撃は、それ以上の威い力りよくがあるのだ。さぞかし痛かろう。

　足を押さえて悶もん絶ぜつする同僚をよそに、ルアンはまたしてもあっさり話を戻した。

「執事さんも、関門を調べてきたんでしょ？　どうだったの」

　執事はようよう威い儀ぎを正して、静心に向き直る。

「兵士たちを締め上げてきやした――もとい、きました。石家は結構な回数、賄わい賂ろを渡しては、検問をくぐり抜けていたそうです。今まで俺らに必死で隠してたのは、賄賂の額がでかかったのと、口外したら呪のろうと脅おどされたのが怖かったとか」

「では、今度は私が末代まで祟たたってやると伝えておけ」

「了りよぉ解かい」

　冷徹に怖いことをのたまう刺史に、執事もまた平然と首しゆ肯こうしてみせる。

　そのやりとりには、慣れが感じられた。慣れていいのか？　とも思うが。

「朧月。そなたの用意は？」

「はい。星彩と張さんが手伝ってくださいましたので……このとおり、そろいました」

　朧月はうなずき、胸に抱かかえてきた紙の束たばを異母兄あにに見せる。

　静心はそれを確かめて、「よくやった」と彼女の頭を好きなだけ撫ぜると、うってかわって冷たい目つきで、蒼刻のほうを振り返った。

「では、決行は今夜で構わぬか？」

「俺はいつでもいいぜ。今回は髪を染める必要もないしな」

　足元で張さんが、午睡ひるねから目覚めた猫のように巨きよ軀くをうーんと伸ばした。顔をもたげ、不敵に微ほほ笑えみかけてくる。

「ようやく儂わしも出番かの？　待ちわびておったぞ」

「あんたは星彩といちゃつければ、それでいいんじゃないのか？」

「究極的にはな。だが、大事なときには男前なところを見せておかぬと、愛あい想そを尽かされてしまうじゃろう？」

　白虎は器用に片方の目をつむってみせた。おぬしも頑がん張ばれよ、と言われたような気がした。
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　その夜――

　街区から人ひと気けが絶たえる時間帯まで待って、朧ろう月げつたちは石せき家の邸に向かった。

　朧月の提案は、なんのことはない。

　石家には面の割れていない顔ぶれで、邸に忍びこみ、呪詛をこっそり片付けてしまえという作戦だ。大だい胆たんを通り越して大ざっぱですらあるが、勝算はあった。幸いこちらには、侵入に向いた人材が多い。

　その先せん鋒ぽうとも言える蒼そう刻こくが、暗い物陰にひそんで飛ひ爪そうを使うときを待ちながら、しみじみと言った。

「引きこもりのおまえが、外に出るような作戦を提案するとは驚いたぜ」

「はあ。わたしは、存在感を殺すのなら得意ですし……」

「あたしもですよ～」

　ね、と星せい彩さいと顔を見合わせる。風があるので若じやつ干かん冷える夜だが、張ちようさんが大らかに毛皮の温ぬくもりを分けてくれているので温かい。

　蒼刻はやれやれと言いたそうに肩をすくめて、朧月の頭を撫ぜた。

「早いとこ、普通に外を歩き回れるようになれよ」

「……前向きに善処します」

　しかし、待っていた合図はなかなか見えず、代わりに足音が近づいてきた。

　だれなのかはすぐにわかったので、朧月は、身構えようとした蒼刻の腕と張さんの肩をそっと押さえた。

「だめ。っていうか、変」

　手を×の形に交差させて首を振ったのは、正門での陽動を担ってくれたルアンだ。

「結構派手にやったのに、使用人すら出てこないよ？」

「そうなの……？　それは困ったわね」

　今宵のルアンは、普段の娘衣裳ではない。市し井せいの少年が着るような簡素な上じよう衣いと木も綿めんの袴はかまに、腰帯をきゅっと締めて柳やなぎ腰ごしを知らしめている。……美少年だと思うのに、男装に違和感を持ってしまうのが微妙だ。

　――それはさておき。

「おまえ、一体どういう陽動をしてみたんだ？」

「ぼくの力で、石家の邸に火を放っただけ」

「おい!?」

　蒼刻の声が大きくなったので、朧月はぎょっとする。ルアンはけろりとして言った。

「大丈夫だよ。すぐに消せるから、延焼なんてヘマはしない」

「そういう問題かよ」

　ラーサ法族は自在に火を操る異能の持ち主だ。……こんな使い方をしていいのか、心配ではあったが。

「まあね。みだりに力を遣うと長老に怒られるから、普段はごはんのときしか使ってないんだけど」

　ごはん？　と蒼刻が微妙な顔になった。ルアンは当然という口く調ちようで言う。

「料理は火力だよ」

「……それもずいぶんな異能の無駄遣いって気がするが、まあいい。石家が反応しなかったってのは、そうなるとたしかに変だな」

　石家の邸そのものは石造りで燃えづらくても、周囲は木造の建物がほとんどだ。飛び火した際の被害は測り知れない。普通なら、血相を変えて鎮ちん火かさせるはずだ。

「うん。最初は留守なだけかと思ったけど、こんな夜よ更ふけに人がいる気配すらしないのは変だし。何事だろ」

「俺のほうが聞きたい」

　蒼刻が銀髪をかき上げながらぼやく横で、朧月はふと、それに気づいた。

「――あの……蒼刻さん、ルアン」

　そろって振り返った蒼刻とルアンに、彼女は門もん楼ろうの脇にある、使用人用のごく小さな出入り口を指さした。

「ここ、鍵かぎがかかってませんよ。普通に侵入できそうですけど……行っちゃいます？」
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「よそさまの御宅に侵入するなんて、生まれて初めてです」

「慣れてますって言われても、俺だって困る」

「……でも、蒼そう刻こくさんは慣れておられるのですよね？」

「待てそれは誤解だ。あの激しい兄貴に小さい頃から無理やり変な技能を仕込まれただけで、慣れてはいねえよ」

　小声での間抜けなやりとりは、暗い庭が見えたあたりで途絶えた。

　奇妙なことに、緑萌もえる季節にもかかわらず、庭の芝しば生ふはほとんど枯れ果てている。

　それだけならいいが、土が剝むき出しになった地面に、点々と匕あい首くちや短刀が突き刺さっているのが異様だった。何十本もの刃物の柄えの部分だけが地上に見えていて、墓標じみた光景を作り上げている。

（まさか……これも呪詛なの？）

　邸に近づくと、玄関の引き戸や格こう子し窓まど――すべての出入り口が、内側から、交差させた木の板などで固く封鎖されているのがわかった。嵐あらしが吹きこむのを防ぐように。あるいは邸に光が入るのを恐れるかのように。

　異常な有あり様さまに、悪お寒かんが背筋をすべり落ちていった。

「……も、もしかして、わたし以上の引きこもりの方が中にいるのかも？」

「朧ろう月げつちゃん、無理して冗談を言わなくてもいいんすよ？」

「だって怖いんだもの……」

　友人に動揺をあっさり見抜かれ、ちょっと泣きたくなった。

　幽鬼ならおおむね平気だが、こういう何が起こっているのか理解できない――得え体たいの知れない雰ふん囲い気きは苦手だ。無駄にたくましい想像力が、嫌な方向にばかり働いてしまう。

「だめじゃな。鼠ねずみ一匹、幽鬼一人入れぬように、すべての扉と窓がふさがれておる」

「人の気配は……？」

「今のところ、ないっすねぇ。どうしちゃったんでしょう」

　手分けして、小ぶりな邸の周りを探索した後で、額を突き合わせて考えこむ。

　異様な雰囲気の中、ルアンがざっくりとした推理を口にした。

「夜逃げした？」

「……それはありえないと思うわ。兄さまが、ここは手の者にずっと見張らせていると仰おつしやっていたし」

「この中に住人がいるってのも、それはそれで信じがたいがな」

　朧月は戸と惑まどいながらも首を振り、蒼刻が嫌そうな顔で門もん扉ぴをにらみつける。

　まるで葬そう儀ぎの最後に、蓋ふたを釘くぎと糊のりで固定された棺ひつぎのような邸。人がいるとしたら、どういう理由でこの中にいるのか。

　皆が思わず黙りこくってしまう中、星せい彩さいがじれったそうに身をよじった。

「いっそのこと、ぶち破って中に入っちゃいません？　これじゃ埒らち明かないっすよ」

「荒っぽいことになってしまうが――中にいる人間が心配じゃからな」

　張ちようさんもうなずく。朧月は、ちょっとやそっとでは壊せそうにない封鎖を見た。

「でも、扉を破るような道具は持ってきてないんですよね……。取りに戻りますか」

「道具なんていらないだろ」

「はい？」

　至し極ごく当然、という口ぶりで蒼刻が言うのに、朧月は星彩たちと顔を見合わせる。

　戸惑う彼らを置き去りにして、蒼刻は手近な扉の前に立つと、無む造ぞう作さに構えた。

　一瞬後に、ドゴォ!!　というたいへんな音が響く。

「な……」

　一部始終をその目で見ていても、朧月はしばらくの間、何が起こったのか信じられなかった。

　蒼刻が回し蹴げりひとつで、固く封印されていた扉のひとつを見事に粉ふん砕さいしたなんて。

　歳としのわりに醒さめた性格のルアンも、さすがに目を点にしている。

　こちらを振り返った蒼刻は、むっとしたように言った。

「全員そろって『やっぱりあの劉りゆう戴たい青せいの弟だな』っていう顔するな」

「したくもなるわい」

　ぽかんとしてしまった全員を代表して、張さんがなんとも言えない顔でつっこむ。

「おぬしはまじめなくせに、変なところで大ざっぱというか大胆というか」

「開いたんだからいいだろ。それに、ほかに手段はないじゃないか」

「おぬしが護ご花か七将軍になる日が少し怖くなってきたぞ」

「なんだと？」

「まあまあ……」

　祖そ父ふと孫のように言い合いはじめた白虎と青年武官を、星彩と一緒になだめて、朧月はほぼ廃材と化した元・扉に向き直った。

　自分で「顔の割れていないわたしたちで、石せき家に忍びこんで、呪詛を処分します」と提案したはいいが、今になって、凄すさまじく嫌な予感が胸を黒く覆おおっている。本当なら行きたくない。おうちに帰って、寝台の中で筍たけのこみたいになっていたい。

　――でも、柳りゆう家だけでなく、石家の人々も危険な状態にあるとしたら。

「……行きましょう、か？」

　自分を奮ふるい立たせるために口を開いたが、声は無ぶ様ざまに震ふるえてしまった。

　壊れた扉へと伸ばしかけた手に、ふと長い指が絡からんだ。

　蒼刻の手だ。

「俺から離れるなよ」

　握にぎられた手の熱さに、少しだけ怖さが薄らぐ。ぎゅっと握り返して、蒼刻が一歩先に行くのについていった。

　耳みみ障ざわりな音とともに押し開かれた入り口は、どことなく怪物の口を思わせた。
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　邸てい内ないは、輪をかけて異様な有様だった。

　どろりとした濃い闇やみと、耳が痛くなるほどの静けさ。荒れ果ててこそいないが、数十年も人が住んでいなかったのかと思いたくなる、寂さびれた空気が澱よどんでいる。黴かびじみたにおいの中で、朧ろう月げつは棒立ちになった。

「……これは――」

　さながら、この世と冥めい途どの境目を見せられた心地ここちだ。

　入って正面の壁という奇妙な位置にかけられた鏡が、大きくひび割れているのが目についた。その真下には長なが櫃びつがあり、まだ新しい、護ご符ふのような複雑な紋もん様ようが描かれた紙で封じられている。

「朧月ちゃん、武官さん……あそこにも同じものがありますよぅ？」

　ひと足先に行ゆく手をのぞきこんだ星せい彩さいが、気味悪そうに言う。

　言われて見れば、同じ作りの長櫃や箱は、暗い廊ろうのあちこちに置かれていた。しかも決まって、割れた鏡の真下に。

　これもまた呪詛かと、朧月はぞっとするのを通り越して茫ぼう然ぜんとしてしまう。

「――おい！　だれかいないのか？」

　蒼そう刻こくが呼びかける。

　だが、返事はない。すべての生あるものは闇に溶とけて消えてしまったかのように。

（嫌な感覚……）

　なぜだろう。あの男が――張ちよう宝ほうが、すぐ後ろに立って嗤わらっている気がした。

　張ちよう梁りようが、闇の奥からこちらを見ている気がした。

　そんなはずはないのに。

「やっぱりおまえだけでも戻るか？　朧月」

　気遣ってくれる蒼刻の手を、朧月はぎゅっと強く握り返した。呼吸を整えてから、かぶりを振る。

　それからゆっくりと首をねじって、暗闇の中に紅ル玉ビ石ーの瞳を探した。

「ルアン……兄さまに伝えてくれる？　石せき家が危険な状態だって」

「わ、かった。姫さまは？」

「わたしは――」

　蒼刻を振り仰あおぐと、彼は心得た様子でうなずいてくれた。心強さに身体からだが温かくなる。

「蒼刻さんたちと一緒に、石家の人がいないか、探しておくわ」

「……ん。無茶はしないで」

　さしものルアンも異様な雰囲気に呑のまれたのか、表情も声もこわばっていた。

　ルアンを見送り、邸の中へと本格的に踏みこむ。

　廊はぎしぎしと嫌な音を立てて鳴り、風の吹きこむ悲鳴じみた音が断続的に聞こえた。

　廊の床板を踏み抜かぬよう、慎重に足を進めつつ、白虎が警戒の口調でつぶやく。

「まるで、邸ごと呪詛の道具と化してしまったかのようじゃな」

「邸……ごと？」

「人を呪わば穴二つ、と言うじゃろう？　呪詛を成じよう就じゆさせるのに失敗すると、その威力が己おのれに返ってくる。道術の理ことわりじゃな」

「……張ちようさんも、呪詛にお詳しいのですか？」

　白虎はかぶりを振った。

「詳しい、というほどのことではない。儂が死してこのような姿で現世に留とどまっているのは、だれぞに呪詛でもかけられた結果ではないのかと、疑った時期があってのう。皇宮にある道術関係の書物を、いくつか拝読させていただいたのじゃ」

「…………」

　思わず、星彩と視線を合わせた。暇さえあれば白虎とまったり仲よくしている彼女に、さほど驚きの色はない。

「朧月」

「はい」

「難しいだろうが、この先に何があっても、平常心を保つようにしろよ」

「……はい」

　力が入りきらない声になってしまったのは、蒼刻の言葉の裏が読めたからだ。

　何度も呼びかけて、こうして勝手に上がりこんでも、返事はおろか気配すらないのだ。石家の人々は、最悪――

　ふるりと身震いして、月明かりのみが頼りの邸内に視線を戻す。軒並み内側から板で封鎖されている窓が目についた。

「……だんだん、逆のような気がしてきました」

「逆？」

「はい。最初は、外からの侵入を防ぐために封鎖をしているのかと思ったのですが……」

　最悪の想像をすると怖くて、静けさが不ぶ気き味みで、気づけば口を開いていた。

　普段なら、こんな根拠のない推測なんて、朧月は口には出さない。自分なんぞの直感に信用を置いていないから。

「でも、何かを外に出さないようにしている――そんなふうにも見えてきました」

　邸を彷徨さまよいながら直感したことを、そのまま言葉にしたとき。

「正解だ」

　唐とう突とつに、すぐ後ろから、抑揚のない声が聞こえた。

「来たな。――冥めい界かい公こう主しゆ」

　はっとして振り返る。

　琥こ珀はく色いろの瞳とかち合った刹せつ那な、周囲の風景がぐにゃりとゆがむ感覚に襲おそわれた。

　ほぼ同時に、強烈な眩暈めまいに襲われ、朧月の意識はもぎとられるように消えた。
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　気を失ったのは、ほんのわずかな時間だったようだ。

　ぐらりと倒れそうになった朧ろう月げつは、背中が何かに受け止められた感覚で、はたと意識を取り戻した。

「蒼そう刻こくさん――ッ……!?」

「俺だ」

　礼を口にする前に、なぜか急に胸に抱きこまれた。赤面せずに済んだのは、朧月を抱いていないほうの手で、蒼刻が腰帯の刀を抜くのが見えたからだ。何事なのか。

　緊張してあたりを見回すと、まず空が見えた。鈍にび色いろの雲が重たく垂たれこめた、嵐の日に似た天そらだ。視線を落とすと、黄こう塵じんが霧きりのように立ちこめる地面が広がっている。

（さっきまでは夜で……邸の中にいたはずなのに）

　――ここはどこ？

　戸惑いをあらわにして蒼刻を見上げたとき、朧月は彼の左腕の袖が裂かれ、赤黒いものがにじんでいるのに気づいた。さあっと血の気が引く。

「蒼刻さん、怪け我がを……!?」

「騒がないでいい、かすり傷だ。やったのはあいつだが」

　落ち着き払った顔で言い、蒼刻がごく小さく顎あごをしゃくる。首をねじった朧月は、腰を抜かしかけた。

　少し離れた場所に立っていたのは、影のような黒衣の青年――張ちよう梁りようだった。

「貴き様さまには用はなかったのだがな。皇都の狗いぬめ」

　冷たく乾いた声を、蒼刻は鼻で笑い飛ばす。

「張ちようさんと星せい彩さいはどうした」

「奴らにも用はない。今頃、石家で貴様らを案じているかもな」

（二人は無事なのね……）

　朧月は少しだけほっとした。

「で？　なんだよここは」

「兄あに者じやが用意した結けつ界かいの内だ。道術の使えぬ俺にはわからないが、空間を少しだけずらしているという。そう長くはもたない」

　凍死した骸でさえもう少し表情があるだろうという、人間にとって大事な何かが欠落したような瞳で張梁が言う。

　蒼刻が一緒にいてくれているおかげで、気を失ってもおかしくないこの状況でも、朧月はぎりぎりで正気を保っている。

　けれどやはり恐怖はぬぐえなくて、しぼり出した声は震えていた。

「――わたしたちを……殺すつもりですか？」

　わざわざこんな異界に隔かく離りしようとする理由なんて、ろくな内容が思いつかない。

　絶望と恐怖をこらえて問いかけたのに、張梁はあっさり首を横に振った。

「否いな。そのつもりなら、貴様らはすでに死んでいる」

「言ってくれるな」

　蒼刻の瞳がいっそう青く燃え立ち、眼光が頰を切り裂きそうなほど鋭するどくなる。

　張梁はそれを真まっ向こうから受け止め、しかし先に目をそらした。

「本音では、皇室の狗などここで縊くびりたい。が」

　不本意そうな表情を一瞬よぎらせ、朧月を見み据すえる。

「兄者に頼まれたのは、冥界公主――貴様を試すことのみだ」

　試す？

　細かく瞬まばたいた朧月の目の前に、張梁が、黒い布を包帯のように巻きつけている手を差し出した。てのひらに載せられているのは、色とりどりの木片を寄せ合わせて作った、幾き何か学がく的な模様の小箱だ。

「この箱が、呪詛の根源だ。何が入っているのか想像は――否いな、見えているようだな」

「…………」

　朧月は、ごく小さくうなずいた。

　双そう界かいの瞳で見えてしまったのは、小さな箱に閉じこめられた、どす黒い何かがのたうち回る様。

　そして、見えただけではなく、聴こえた。

　――タスケテ……タスケテ、タスケテ……タスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテ……

　ひたすらに繰り返される、ざらついた声が鼓こ膜まくを引っかく。

　怖おぞ気けをこらえて耳を澄ませば、それが実は一人の声ではなく、何人ものうめき声であることがわかった。

　おぞましい大合唱とは対照的に、張梁の声にはまるで抑揚がない。

「ここに無理やり押しこめられた、亡もう者じやの念。それが呪詛の力の源みなもとだ。――つまり、死者たちを解放できれば、呪詛も自然と消える」

　簡潔だが、嚙かんで含めるような説明の仕方だ。

　どうやって「無理やり押しこめ」たのか等々、疑問はいくつもある。

　一番気になるのは、なぜ彼がわざわざそんな種明かしをするのか、という点だ。

（まさか……罠わな？）

　戸惑いを瞳に浮かべると、張梁は事もなげに続けた。

「やれると思うのなら、やってみろ。二の兄者はそれを期待していた」

「……わたしが呪詛を壊すことを？」

　警戒をあらわに訊きき返すと、張梁は無関心そうにうなずいた。

「どのみち、その呪詛はもう用済みだ。石せき家の人間はすでに残らず死んでいる」

「！」

　あまりにも無造作に言われた事実に、半なかば予想していたとはいえ、棍こんで頭を殴なぐられたも同然の衝撃を受ける。

「死んだ、だと？」

　絶句した朧月の代わりに訊き返してくれたのは、もちろん蒼刻だ。

「死んだ。呪詛を完成させる寸前で、柳りゆう家を皆殺しにするのをためらった。この箱を無理に壊そうとした。それゆえに、行き場を失った呪詛の力に喰くわれた。使用人を合わせて十余人。どういう死に方かは――言わずともいいだろう」

　緑りよく狸りが、いきなり吐と血けつしたことを思い出した。あれはやはり呪詛だったのだ。あれと似たような死に方をしたということか。

　人を呪わば穴二つ。張ちようさんが口にしていた言葉が、不快な痺しびれを伴ともなって胸を引っかく。

　張梁が言った。

「我われらには意味がわからない。なにゆえに人間を殺してはいけないと思うのか」

「俺には、おまえのほうが理解できないがな」

「そうか」

　同情も理解も挟まないやりとりを、朧月の頭越しに続けていたかと思ったら、張梁は「どうする？」と問う目で朧月を見やった。

　この世を苦しみながら彷徨い、荒ぶる幽鬼たちを、朧月が鎮しずめて冥界に送ったのは一度や二度ではない。

　しかしながら、その異能――おそらくは双界の瞳の秘める力を、自分の思いどおりに使えているという自信はまるでなかった。

（でも……）

　わたししか、ここにはいないのだ。それに、このままでは張梁はこの異界から解放してくれない気がする。

　蒼刻と視線を合わせる。

　巻きこんでしまったのは胸が痛いが……彼がいてくれて、本当によかった。

「やるつもりか？」

「はい。ですので……手を――」

　ためらいながら、言葉を継つぐ。こんな場合なのに頰が熱くなりそうだ。

「手を、つないでいてくれますか」

「それだけでいいのか？」

　俺はそれだけしかできないのかと、責任感の強い彼の、忸じく怩じたる想いが透けて見えた。

　なだめるように重ねた手にふれ、朧月はうなずいた。

「十分です」

「わかった」

　蒼刻の迷いのない声を嚙みしめて、悪夢のような黒衣の男に向き直る。彼は冷め切った表情でなりゆきを見ていた。

「……それを。地面に置いてください」

　呪詛の箱を指さして言えば、張梁はなんのためらいもなく、彼女の言うとおりにした。

　朧月は蒼刻とともに、箱のそばにそっとかがみ、呼吸を整える。

（あのときは……）

　睡すい蓮れん古こ城じようで、悪あしきモノとなりかけた幽鬼をなだめ、冥府へと見送ったときの記憶を掘り起こす。細かい感覚は覚えていない。けれど。

　速くなる鼓こ動どうをなだめつつ、震える指先で箱にふれた。

　――そこから先は、何がどういう順番で起こったのか認識できなかった。

　てのひらに泥どろ団だん子ごをつかんだような感触があった。さっきの大合唱が頭ず蓋がい骨こつの中にわんわんと反響した。自分のものではない記憶がまぶたの裏を陶とう器きの破片のように突き刺し、朧月の意識を混こん濁だくさせていく。

　枯れた腕を伸ばして、妻の手を撫ぜる老ろう翁おう。泣いている母親と死んだ子供。死を報しらせる白い旗、青白い燈とう籠ろう。焼かれる供く物もつ。冴さえた声で紡つむがれる、鎮ちん魂こんの歌。棺を封印するための釘を打つ音。埋まい葬そう。夜の闇。密閉された棺が、濡ぬれた土の下から掘り起こされる。はがされる棺の蓋。白い布に包まれた骸が、いくつもの手で引きずり出されて――

「朧月！」

　すぐそばから耳にそそがれた呼び声に、死のにおいのする闇から意識が引き戻された。

　いつのまにか、蒼刻にきつく抱きしめられている。渡さない、とでもいうかのように。
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（蒼刻さん）

　怒ったようにも見える顔を見上げると、なぜかほっとした。

　ぐらつく頭を自分の手で支えて、朧月はもう片方の手の先にある箱を見つめ直す。

（押されたらだめだ。呑まれたら、こちらが終わってしまう――）

　そうして、翡ひ翠すいの瞳にそれを映した。

　朧月の手と変わらぬ小さな箱の中に、幾いく重えにも重なって見える、見知らぬ人々の顔を。

　老ろう若にやく男なん女によさまざまな、苦痛にゆがんだ顔。

　やがてそのうちの、朧月よりも年下だと思われる少女と目が合う。

　刹那、白い屍し衣いの少女の顔が、安あん堵どにゆるんだ。寂しげにだが微笑みさえして、彼女が箱の中から抜け出すのがわかる。それに引かれたように、ほかの人々も――死者の霊れい魂こんも呪詛の頸くび木きから解放される。彼らは次々と、地面に沈むようにして消えていった。

　――ありがとう……

　最後に、だれかが耳元でそんなふうにささやいて、朧月のすぐ横を通り過ぎていく感覚があった。振り返っても、だれもいなかったけれど。

　そうして視線を箱に引き戻すと、先ほどまでの禍まが々まがしさは幻まぼろしのように消えていた。

（終わった……？）

　ふいに脱力感に襲われた朧月を、蒼刻が支え、抱き上げる。右手には、抜き身の刀を油断なく握って。

「この程度は造作もないか」

　呪詛の終わりを見届けた張梁が、なんの余よ韻いんも感じさせない口調で切り出した。

　生あるものは住めない毒の沼を思わせる瞳に、複雑な感情がよぎる。

「二の兄者からの言こと伝づてだ。――『汝なんじの力の神しん髄ずいが知りたくば、昏こん星せいという城じよう市しに来よ』」

「……昏星？」

　その地名には、聞き覚えがあった。たしか黒こく烏う州内にある小さな城市だ。

　朧月を抱えたまま、蒼刻が目をすがめる。

「そこに、張ちよう宝ほうがいるのか」

　張梁は答えず、代わりに忌々しげな炎ほのおを蒼刻を見やる瞳に小さく閃ひらめかせた。それは少しだけ人間くさい表情だった。

「『来るも来ないも汝の自由よ。汝が来ない場合には、我が好きに振る舞うまで』――だそうだ」

「好きに……とは？」

「俺に答える義務はない。己で考えろ、冥界公主」

　とりつく島もない態度から察するに、張梁自身は兄とは異なり、朧月にとりたてて関心はないようだ。

　あるいはもともと、他人に関心を持たない性質なのかもしれないが。

「たしかに伝えた」

　わずかに語気を強めた、念押しの口調で張梁が言った。そしていつかのように、煙が風に吹かれて消えるよりも早く、姿を眩くらませる。

　その直後に、岩肌だらけの光景も溶け崩れ、元の暗い邸の風景が戻ってきた。

　だが、先ほどとは明らかに空気が違う。

「――朧月ちゃんッ」

　明るい声で、初めて戻ってこられたことを実感できて、膝から力が抜けそうになる。

　その前に

「星彩――」

「いきなり消えたからびっくりしましたよぅ……武官さんが一緒だから、大丈夫だろうとは思ってましたけど」

　ぎゅう、と星彩のしなやかな腕に抱きしめられながら、朧月は張さんが来るのを見た。

　蒼刻がねぎらうように、純白の毛並みを撫ぜる。

「心配かけて悪かったな。張さんのほうは、何事もなかったのか？」

「うむ。邸内をくまなく探していただけだ」

　そこで白虎は、めずらしく一瞬口ごもった。

「石家の人々は見つからなかったが――ひどく大きな血の痕あとを、十数個も見つけた。おそらく彼らはそこで……」

　絶命したのではないか。

　張さんがぼかした言葉の続きは、火で炙あぶるような痛みをもって胸の中に灼やきついた。







　終章　ひとつの絆と蜜のときめき







　数日が過ぎた。

　張ちよう梁りようの不ぶ気き味みな言葉どおり、石せき家の人々の骸むくろは見つからず、呪じゆ詛そは消えたものの、邸やしきは取り壊して浄化する運びとなった。

　……道どう士しが例の箱を壊してみたところ、中からはまだ命が消えてから日が浅い骸の断だん片ぺんとおぼしきものが、みっしりと詰まっていたという。もはやどれがだれのものとも判別がつかないが、もう一度、今度こそ、永久の眠りを贈おくらなければいけないだろう。
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　絶対に入ってはいけませんよ――

　と初日に言われた部屋の扉とびらが、わずかに開いていたら、それはこっそりのぞきたくなるだろう。まして石せき家での夜を徹した後始末を終えて、ようやく幽ゆう鬼き院いんに戻ってきたのに、邸てい内ないにだれの姿もないのなら。

「だれかいるのか？」

　黒い扉をわずかに押し開けると、まず、独特の香りが蒼そう刻こくの鼻をついた。

　龍りゆう脳のうという香こう木ぼくを思い出させる、どちらかというと薬草に近い自然の香りだ。

　薄暗い室内へと身体からだを入れ――

「この中を見るな。と、我わが妹に言われたはずではないのか？」

　直後に左のほうから、低く抉えぐるような声をかけられた。半なかば予想していたので、声の主ぬしの正体には驚かなかった。

「やっぱりあんたか。玄げん静せいし――ん……？」

　振り返った蒼刻は、静せい心しんのいでたちを見て、ぽかんとしてしまった。

　いつもは端たん然ぜんと着こなしている上じよう衣いの袖そでを、たすきがけして肘ひじまでまくり上げ、白い腕をさらしている。そして右手には筆。

　そうか、と思った。この独特の香りは、言われてみれば墨すみの香りだ。

「ここは、あんたの書道用の部屋か」

「悪いか」

「別に何も悪くはないが、なんで入っちゃいけない部屋にしてるんだ？」

「書を書く時間は私にとって、二番目に安らぐ時間だ。だれにも邪魔をされたくはない」

　一番の安らぎは、聞かなくてもわかった。異母妹いもうとと戯たわむれることに決まっている。

　と、そこに、墨で汚れた前掛けをつけた少女が、衝つい立たての陰から姿を現した。

「蒼刻さん――？　お戻りになられていたのですね。おかえりなさい」

「おう。いいあいさつで結構だが、ついでに俺の命も救ってくれ」

「はい？」

　とろい少女はきょとんとして、それで初めて異母兄あにの剣けん呑のんな空気を察したようだ。すぐに静心をなだめてくれた。

「命拾いしたな。作業中であったら、その場で撲ぼく殺さつするところだ」

「俺の血で文字を書く気か」

「それもまた、趣おもむきがあるやもしれんな。――朧月よ、そなたのほうはどうした」

　異母兄に視線を向けられて、朧月がうなずく。

「もう、すべて乾いたと思います」

「よし。では緑りよく狸りに渡すとしよう」

　蒼刻はそれでようやく、二人がここで何をしていたのかを知ることになった。

　位い牌はいに冥めい銭せん、白い紙でこしらえた人形や家具、魂たましいを鎮しずめる音楽の代わりに棺ひつぎにおさめる詩を書いた紙――

　頭上に渡した糸に吊つり下げたり、床ゆかの上に並べたりして乾かされていたのは、どれも葬そう送そうの儀礼に必要なものだ。

「葬儀の専門職からは買えなかったのか？」

「石家の方々と関わりたくない、と言われてしまいましたので……」

「そういうことか」

　別の城じよう市しにいる親しん戚せきにさえ、呪じゆ詛その余よ波はを恐おそれて「不吉すぎる」と拒こばまれた石家の葬儀は、なんと緑狸が引き受けてくれた。しかし葬儀屋も逃げ腰なので、幽ゆう鬼き院いんが全面的に協力することになったという。

「あの緑狸のおっさんは、ほんと顔に似合わず人がいいな」

「はい。なんだか蒼刻さんに似て……ごほん」

　蒼刻のつぶやきに、わざとらしい咳せき払ばらいをして朧月が失言をごまかすので、こめかみをつついておいた。

　そんな蒼刻を冷たく一いち瞥べつし、静心が肩をすくめる。

「たとえ商売敵がたきで、おぞましい呪詛をかけられそうになったとしても、長い付き合いの同業者だ。無む惨ざんな死に方をしたと聞かされれば、簡単には『ざまあ見ろ』と言えぬ何かがあるのだろう。狸たぬきのくせに、根はお人よしだからな」

　その「お人よし」と親しくしている静心に、言いたいことがないではなかったが、蒼刻は面倒なので口に出すのをやめた。

「我が妹から話は聞いた」

「え。――ああ、石家でのことか？」

　今度はなんだ。厭いや味みでも直接攻撃でも来るなら来いと身構えたが、静心はこちらに背を向けながら、めずらしく穏おだやかな声を聞かせてきた。

「我が妹を守ろうとしたことに、礼を言う。貴き殿でんの武人魂だましいは筋すじ金がね入りだな」

「……ほう」

　意外だったので、妙みような返事の仕方になってしまった。

　少しは認められたのだろうか。たとえ爪つめの先ほどの譲じよう歩ほだとしても、悪い気はしない。

「だがやはり腹が立つので破裂せよ」

「台無しだなまったく！」

　大声でつっこんだら、冥銭を束たばねていた朧月が驚いて椅い子すごとこけそうになった。
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　喪もの色は、貴族階級や素そ封ほう家は黒、庶しよ民みんでは白がおおむね基き調ちようとなる。黒に染める染料が安くはないので、黒衣が買えない収入の層は白を選ぶのだ。

　白の旗を石せき家の邸に貼り、門もん楼ろうに青みがかった白の燈とう籠ろうを吊るすことで、死があったことを知らせるのが習い。

　邸を取り壊しても骸が見つからなかったため、葬送の儀礼はだいぶ簡略化された。骸の代わりに、位牌を川の水で洗って墓地におさめ、冥銭や紙でこしらえた葬送の品を燃やすだけでおしまいだ。

　静せい心しんや緑りよく狸り――今日は葬儀のために緑ではなく黒っぽい上着を選んでいる――たちが、位牌を持って墓園に向かうのを見送った後、蒼そう刻こくが「気晴らしに人のあまりいない場所を歩きたい」と言いだした。

「では、わたしは先に幽ゆう鬼き院いんに戻って、星せい彩さいたちとまったりしてますので……」

「空気を読め！」

　場所だけ教えて一人で帰ろうとしたら、やっぱり怒られた。予想してるくせに、帰りたいと言ってみるのは、せめてもの抵抗だ。

　関門から離れて足を伸ばしたのは、州都を縦に裂くように流れる川のほとり。

　この季節は、ふんわりとした八や重え桜ざくらの花がまだ木に残っている。先に散った桃ももの花が、川かわ面もを淡あわく染めていた。

「このあたりの人間は、意外と骸のない葬儀に慣れてるのか？」

「そうですね……めずらしくはないです。絲し路ろに旅に出て、そこで亡なくなって、骸が戻ってこない方もおりますので」

　被衣かずきの陰から、朧ろう月げつは遠くの稜りよう線せんを見やる。

　遺品とともに幽鬼だけがここに戻ってきて、朧月に、家族に伝えてほしい言葉を託たくして逝いく者もいた。今の幽鬼院は出入りを制限しているが、ひと頃は、その手の幽鬼が朧月のもとに列を成していたことさえある。

「なるほどな。俺は戦場ではそういう弔とむらいを何度かやっているが、民間のは初めて見た」

「戦場では……どうなさるのですか？」

「武人なら、そいつの得意とした武具を墓ぼ標ひよう代わりにする。そうじゃない場合は、魔ま除よけの鳥の絵を木の板に描いたりする。――俺は呪のろいで幽鬼の声がときどき聞けるようになってからは、そいつの好物を聞いて供そなえたりしたな」

「喜ばれたでしょう？」

「たぶんな」

　話しながら、自然と手をつないでいたのは、二人ともしんみりしたせいか。足を止めた木陰は、ぬるい空気が心地ここちよい。

　しかし朧月は、自分の手を難なくくるんでしまう蒼刻の手の大きさに、あの邸の夜を思い出してしまう。

（石家の方が幽鬼にさえならなかったのは……やっぱり、呪詛のせいなんだろうか）

　石家の人々の最さい期ごに何があったのか。張ちよう梁りようの言葉だけでは謎なぞが残っている。彼らの幽鬼がいたら話を聞けたのに。

　――『汝なんじの力の神しん髄ずいが知りたくば』

　張ちよう宝ほうからの言こと伝づてが脳のう裡りをよぎった。

　言われるまでもなく、自分の異能が死者の世界に近いものであることは見当がつくが。

（でも……神髄って？）

　気にならないと言ったら、悔くやしいが噓うそになる。

　だが、あからさまに危険な誘いをどうするか、皆と相談しても結論は出ていなかった。

　なぜなら国軍は、黄こう巾きん賊ぞくとは近く開戦する予定にある。張宝とのことは、もはや朧月一人の問題ではなくなるかもしれないのだ。

　改めて、自分の置かれた状況の複雑さに眩暈めまいがしそうになっている朧月を見下ろして、蒼刻がぽつりと言った。

「今日はご苦労だったな」

「はい。……これでもう、二度と外に出ないことにしたいものです」

「逆戻りしてどうする！　もうちょっと前向きなことを言えよ」

「ええと……それじゃ、護ご符ふを作ってボロ儲もうけ計画も、近いうちに実現できそうな気がしてきました」

「そっちか！」

　本気で言ったのに、頭のてっぺんに軽く手しゆ刀とうを入れられてしまった。

　が、そのすぐ後に、同じ手で黒髪を撫なぜられた。おとなしくしていた子こ犬いぬを褒ほめるのと似た手つきである。

「まあ、今回のおまえは本当によくやったよ。まさか呪詛まで解とくとは思わなかった。道士も形無しだな」

「……蒼刻さん、兄さまに殴なぐられましたか？」

「なんでだ」

「そんなに褒めてくれるなんて絶対に変です」

「俺はいつも、ちゃんとやったら褒めてるだろ!?」

　川面をまったり泳いでいた家鴨あひるが、その大声に仰ぎよう天てんしたように跳ねて、どこか違うところに駆かけていく。

　蒼刻は、どことなく不満そうな顔で続けた。

「――おまえはそういうことはできても、自分の身を護るのまでは手が回らないだろ。不器用だし鈍どんくさいし虫も殺せないし引きこもりだし」

　引きこもりは関係あるのだろうかと思わなくもなかったが、言われていることはすべて事実である。

「情なさけないですが、そのとおりです、はい……」

「だから俺が守ってやろうと以前から言ってるんだがな。おまえは何が困るんだ？」

　朧月はどきりとした。まだ、その話を忘れていなかったのか。

「……どうしても言わないといけませんか？」

「言わないといじめてやる」

「何をまたそんな……」

　子供じみた言い方だが、具体的な内容がわからないのが妙に怖い。

　それに蒼刻の、決めたら譲ゆずらない性格は知っていたので、朧月は仕方なく白状した。

　蒼刻に助けを求めてはいけないと思っていたことを。

「蒼刻さんは、いずれ護ご花か七将軍になる方ですし、わたしなんかを――……っだ！　な、なんでつつくんですか」

「教育的指導だ、馬ば鹿か」

　こづかれた額ひたいを押さえる朧月をにらむように見下ろして、蒼刻が傲ごう然ぜんとのたまう。
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「おまえが珍ちん獣じゆうなら、俺はなんだった？　言ってみろ」

「……飼かい主ぬしさま？」

「そうだ。俺は、一度飼った珍獣は最後まで面倒を見る。だから、そんなことで不安がってんじゃねえよ」

　心臓を鷲わしづかみにする言葉に、朧月はつかのま呼吸を忘れた。

（この人は……）

　最後まで、なんて言ってしまっていいんですか？　と、泣き笑いで訊きき返したくなる。

　けれど浮かれそうになる自分を戒いましめたいし、蒼刻に気づかれたら、それこそ恥はずかしさで一生引きこもらなくてはいけなくなる。慎重に、違う言葉を選んでいった。

「えっと……ふつつか者ですが、よろしくお願いいたします？」

「『？』はいらん」

「…………よろしくお願いいたします」

「当然だ」

　うなずいて――蒼刻は、ふれなば落ちんという風ふ情ぜいの少女を見下ろした。

　差し出された生いけ贄にえ。

　あるいは、狼おおかみの前に伏せて震ふるえる兎うさぎ。

　今咬かみついたら難なんなく狩かれそうだな、なんていう物ぶつ騒そうな考えがよぎる。

　ただし咬みつきたくなるのは、彼女の喉のど笛ぶえではないが。

（今なら――）

　咬みつくか、最初はふれるだけにしておくか。

　贅ぜい沢たくな迷い方をしているうちに、ふと、朧月が複雑そうな表情に変わったのに気づく。

「どうした？」

「いえ……こうして見ると、やっぱりご兄きよう弟だいなんだなと――ッ……！」

　しみじみとつぶやく途中で、失言だと察したようだ。

　こうも絶望に引きつった表情をされると、俺はそんなに凶きよう悪あくな顔になっているのかと、若じやつ干かん傷つかないでもない。

「俺のどこが、あの非常識の兄貴に似てるって？」

「……非常に言いにくいのですが、そういう眼光が――ひッ」

「ったく。反省の色が見られない珍獣は、躾しつけのし直しだ、この野郎」

　言いにくい、とぼやきながら結局口にしてしまう、この少女の変に馬鹿正直なところは嫌いではない。

　ただ、すっとぼけられると、いじり返したくなるのが蒼刻の性さがだ。

　頰ほおをむにむにとつねられながら、朧月はたいへん情けない顔で訴うつたえてくる。

「野郎じゃないですよ、わたしはこれでも一応珍獣、じゃなくて、一応人間でしかも女で」

「知ってる」

　おまえ以上に俺がよく知ってるし、俺だけが知っていればいい。人間で、れっきとした女だってことは。

　問題はおまえがヘタレすぎて、その方面に追いつめると可か哀わい想そうに思えてくること。

　ため息とともに、ちょっとした衝動が霧む散さんする。人死にの後だ、もともとそれほどがっついていない。

　――ただし、と心の中で付け加える。

　兄の生存は確かめられたし、密輸の件も、石家の関係者たちが呪詛を恐れていろいろと白状しはじめたので、片がつく目め処どが立ったのだ。

　後で静心に報告されても面倒なことにならない程度には、この珍獣を構い倒すつもりでいる。

　歯止めがきかなくなる恐れも多分にあったが――

　もはや避けられぬ波乱の前の、小さな現実逃避くらいは許されてほしいところだ。

　そんなことを思いながら、蒼刻は手始めに、朧月の頭の上に、自分の顔を重ねた。

　朧月がぴくっとしても逃げはしないことに、とりあえず今は満足しておいた。











《了》










　あとがき




　こんにちは、『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん』です！　第四弾で「四し面めん楚そ歌か」がサブタイトルに使えて何よりです。

　肩車というのは実は普通にいちゃいちゃするよりも密着度の面で危険かもしれないということを新発見する表紙が目印！　帯をとると、そこにはもう一匹の珍ちん獣じゆうが！　くまの先生、今回もお楽しみ満載のイラストをありがとうございます！




　ありがたいことに『双界幻幽伝』はコミカライズされる運びになりました。なんと乙女おとめの憧あこがれ、白はく泉せん社しやさまで！　最初にお話を聞いたときは、驚きすぎて硬直しました。

　一読者として非常に楽しみである反面、文章担当の自分ももっとがんばらなくては、と身が引き締まる想いです。皆さまにも楽しみにしていただけたら幸いです。




　今作の話に戻しますと、キーワードを一文字で表すと「兄」のような気が。

　あちらの兄さまやこちらのお兄さん（鬼いさん？）がフリーダムで、蒼そう刻こくのストレスが特盛りの巻となりました。お察しのとおり、四面楚歌状態なのは蒼刻です。つっこみ役を通り越して苦労性と化してます。

　幽ゆう鬼きや呪じゆ詛そよりも怖いのは生きている人間だ――という裏テーマがある、なんて言うと非常にもっともらしいのかもしれませんが、もちろんそこまで考えていません。執しつ筆ぴつしている間は、八割方ラブコメと漫才で頭を支配されています。




　そんな舞台裏はさておき、今作の舞台は、設定は一応あっても深く書く余地のなかった黒こく烏う州、朧ろう月げつがしきりにこもりたがる故郷です。作中の「絲し路ろ」はその字のまま、シルクロードがモデルでした。

　黒烏州はおいしい葡ぶ萄どう酒しゆを作るところです。葡萄酒の甘みが足りないときは、名産品の蜂蜜を足して発酵させる、という地味な裏設定が。赤葡萄酒は牛肉料理と合うはずです。葡萄酒を作った際の糟は、家畜の飼料になります。

　そんな無駄に細かいネタはさておき、口が悪いという設定の蒼刻ですが、もしかすると静心のほうが上かもしれない、という今回の人間模様。

　殺伐とした姑と嫁ごっこに忙しい二人の間で、最弱ヒロインがいつ倒れるか、生温かく見守っていただければ幸いです。

　新登場キャラクターのメインは戴青と張梁ですが、おまけで出したつもりの執事や中華メイド（？）たちもイラスト化していただけてホクホクです。執事は自分の想像よりも男前になり、メイドは小悪魔的に可か愛わいく、幽鬼院の顔面偏差値がうなぎのぼりです。そういえば朧月も美少女でした。たとえ全力で台無しにしていても。




　では、ここからは謝辞を。

　担当さま。今回も本当にもう隅々までありがとうございました。いつもお世話になりすぎて申し訳ありません。

　イラストのくまの柚ゆず子こ先生。いつも素敵に華やかに描いていただき、ありがとうございます！　うちのキャラクターたちはみんな幸せ者だ……。

　この本が世に出るにあたってご尽力いただいた、すべての方々に感謝いたしてます。

　そして、本作をお手にとってくださった読者の皆さま。ありがとうございます。楽しんでいただけましたでしょうか？　いつでもそれが一番の心配な作者です。

　七転八倒しながらですが、皆さまにひとときの笑いを提供できるよう、これからも頑張ってゆく所存です。

　それでは、また次の本でお逢いできることを祈りつつ。





木き村むら千ち世せ
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著者

木村千世

Chise Kimura




今作の執筆にあたって、シルクロード関連の映像や本にふれました。私のデビュー作『アストフェルの舞姫』のモデルにした国ともつながる、絹の道。ロマンスが止まりません。

この作品もまた色々な世界につながっていくことになるようで、皆様の応援と幸運に感謝しております！




■千年王国（Millenarism）

http://ckimura.web.fc2.com/







イラスト

くまの柚子

Yuzuko Kumano




今度は蒼刻さんにも困ってもらいました。

２匹の珍獣を抱えてあなたはどこへ（笑）




http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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